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この度は東邦電子製品（ＴＴＭ－２１０シリーズ）をご購入頂きまして誠にありがとうございます。

本製品をご使用になる前に、本書を良くお読み頂き、内容をご理解した上でのご使用をお願い致します。

尚、本書は大切に保管をして頂き必要な時にご活用下さい。

ご使用前に必ずお読み下さい。
　　　機器を安全にご使用して頂くため次の内容に注意をお願い致します。

　　　この取扱説明書は本機器をご使用になる方のお手元に確実に届くようお願い致します。

この取扱説明書では製品を安全に正しくご使用頂き、事故や損害を未然に防ぐため、安全上とくに注意

すべき事項についてその重要度や危険度によって、下記の様な警告表示で定義しますので、これらの指示

に従って安全にご使用いただくようお願い致します。

誤った取り扱いをすると、死亡 誤った取り扱いをすると、傷害

又は重症を負う危険性が、切迫 を負う危険及び物的損害のみの

して生じることが想定される。 発生が想定される。

誤った取り扱いをすると、死亡 安全を確保するためのに注意が

又は重症を負う危険が想定 必要な事項

される。

注意欄に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。

いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので必ずお守り下さい。

特定しない、一般的 安全アース端子付の 機器の特定部分に

な注意、警告、禁止 機器の場合、アース 指を挟みこむ危険性

事項 線の接続を指示 の注意

特定の条件で下で、 特定しない一般的な 特定の条件において

機器の特定場所に 使用者の行為 高温による傷害の

触れる事で傷害の 危険性の注意

発生の可能性の場合

特定の条件において、 機器を分解及び改造 特定の条件において

感電の危険性の注意 する事で感電などの 破裂の危険性の注意

傷害が起こる危険性

の注意

使用（操作）上の

注意を示す

　　警告 　　お願い

　　危険

★警告表示とその意味

　　注意

ご使用に際しての注意とお願い

はじめに

★安全上の注意

★絵表示の例

補足説明

ＴＴＭ－２１０シリーズ取扱説明書

デジタルコントローラ

参照先説明
○注 

○注 
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機器への配線違いは、故障の原因となる、火災などの事態を招くことも考えられますので結線

後、機器への通電前に必ず配線が正しく行われている事をご確認願います。

全ての配線が終了するまで電源をＯＮにしないで下さい。又、電源端子等高電圧部に触れない

で下さい。感電の原因になります。

本器の故障や異常がシステムに重大な影響を与える恐れがある場合には、外部に適切な保護回

路を設置して下さい。

本器は記載された仕様の範囲外でのご使用は故障･火災の原因となりますので、ご使用になら

ないで下さい。

本器の改造・分解等は故障の原因となり、火災等の事態を招くことも考えられ、感電の原因に

もなりますので、絶対に行わないで下さい。

引火性･爆発性ガスのある所でのご使用はしないで下さい。

空端子には何も接続をしないで下さい

キー操作時には先のとがった物を使用しないで下さい

感電・故障・誤動作を防止する為に配線が完全に終了するまで電源をＯＮにしないで下さい。

本機器に接続されている機器を修理などで交換を場合は、必ず電源をＯＦＦしてから作業を

行ってください。又、再度電源をＯＮする場合は全ての配線が終了してから行って下さい。

本機器の周辺は、熱がこもらないように放熱には注意をお願い致します。

本機器内部に金属片など入れないで下さい。火災・感電・故障の原因となります。

本機器は計装用を前提として製作されています。高電圧部・ノイズが強い場所でのご使用の

際は機器側にて処置をお願い致します。

本機器は一般産業用設備などの温度、その他の物理量を制御する目的で設計されています。　

人命に重大な影響を及ぼす様な制御対象にはご使用にならないで下さい。

本機器のクリーニングは必ず電源をＯＦＦし、柔らかい布で乾拭きをして下さい。

尚、シンナー類は使用しないで下さい。変形・変色の原因となります。

本器は家庭内環境において、電波障害を起こす可能性がありますので、使用者が充分な対策

を行ってください。

端子ネジは記載されたトルクで確実に締め付けて下さい。締め付けが不十分な場合は感電・

火災の原因となります。

本書に記載されている注意事項を必ず守ってご使用願います。

本書の内容を無断で転載、複写する事を禁じます。

本書の内容については予告無しに改訂される場合があります。

　　　大量破壊兵器等（軍事用途・軍事設備等）に使用されることの無い様、客先及び用途に付きまして

　　　調査をお願い致します。

  警告

　 注意

輸出貿易管理令に関するご注意

 4D-3636-B　　　　　                                                    前-2



★略式表示について

本マニュアルの図中・本文中に英文字を略記しているものがありますが、主なものは下記の

通りです。

略記号

ＰＶ

ＳＶ

ＡＴ

ＥＮＴ

ＭＶ１

ＭＶ２

ＣＴ

ＡＩ

★キャラクタ標記について

パラメータ記号及び設定内容にて、数字・アルファベット等については下記の様に表記して

おります。（デフォルトは１１セグメント表示です）

D GFE

ピリオド

0

C

T(t)

L

7 8

2

9

本書の標記に関して

現在値

設定値

用語

オートチューニング

決定

主操作量

副操作量

マイナス

63 5

斜線1

4

カレントトランス

リモートＳＶ入力

1

Q

NJ MK

S

Y

P RO

WV

IH

BA

vX Z n

U
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１、概要

　　　ＴＴＭ－２１０シリーズについて特長・型式構成（コード）各部名称など機能の概要に付きまして

　　　紹介します。初めてのご使用の際には必ずご一読下さい。

　１－１：特長 Ｐ１－２

　１－２：製品の確認 Ｐ１－３

　１－３：型式表 Ｐ１－３

　１－４：各部の名称 Ｐ１－４～６

　１－５：入出力機能と主な機能 Ｐ１－７～１０

　１－６：設定の基本的な流れ Ｐ１－１１

２、取付け

　２－１：取付け上の注意 Ｐ２－２

　２－２：取付け・取り外し方法 Ｐ２－３

　２－３：外形寸法・パネルカット寸法 Ｐ２－４・５

　

３、配線

　３－１：配線上の注意 Ｐ３－２

　３－２：端子配列 Ｐ３－３～６

　３－３：各端子への配線 Ｐ３－７～１４

　３－４：配線例 Ｐ３－１５～１９

４、基本機能

　４－１：設定モードの流れ Ｐ４－２・３

　４－２：基本操作

４－２－１：パラメータの切り替え Ｐ４－４～１８

４－２－２：設定項目選択画面設定 Ｐ４－１９

４－２－３：入力種類の設定 Ｐ４－２０

４－２－４：キー機能の設定 Ｐ４－２１

４－２－５：ＳＶリミッタ設定の設定方法 Ｐ４－２２

４－２－６：制御種類の設定方法 Ｐ４－２３・２４

４－２－７：出力の設定方法 Ｐ４－２５

４－２－８：優先画面の設定方法 Ｐ４－２６

４－２－９：ブラインド設定モードへの切り替え Ｐ４－２７・２８

４－２－１０：ＯＮ／ＯＦＦ制御への切り替え Ｐ４－２９

５、運転

　５－１：運転上の注意事項 Ｐ５－２

　５－２：運転モニタ表示

５－２－１：操作量モニタ Ｐ５－３

５－２－２：タイマ残時間モニタ Ｐ５－３

５－２－３：温度測定値モニタ Ｐ５－３

５－２－４：ＣＴモニタ Ｐ５－３

　５－３：運転設定方法

５－３－１：目標値（ＳＶ）設定 Ｐ５－４～６

５－３－２：ＯＮ／ＯＦＦ制御設定 Ｐ５－７・８

５－３－３：ＰＩＤ制御設定 Ｐ５－９～１２

５－３－４：加熱／冷却ＰＩＤ制御設定 Ｐ５－１３・１４

５－３－５：指示計設定 Ｐ５－１５・１６

５－３－６：過昇防止器（警報器）設定 Ｐ５－１７

５－３－７：イベント設定 Ｐ５－１８・１９

５－３－８：ＭＤ／ＲＥＡＤＹ設定方法 Ｐ５－２０・２１

目次

 4D-3636-B　　　　　                                                    前-4



　５－４：各機能設定方法及び機能内容の説明

５－４－１：オートチューニング（ＡＴ）機能 Ｐ５－２２～２４

５－４－２：セルフチューニング機能 Ｐ５－２５・２６

５－４－３：モード／マニュアル機能 Ｐ５－２７

５－４－４：バンク機能 Ｐ５－２８～３０

５－４－５：タイマ機能 Ｐ５－３１～３７

５－４－６：ループ異常機能 Ｐ５－３８・３９

５－４－７：カレントトランス（ＣＴ）異常機能 Ｐ５－４０～４４

５－４－８：位置比例制御 Ｐ５－４５

５－４－９：同時昇温機能 Ｐ５－４６

   ５－５ ：プログラム運転機能の説明 Ｐ５－４７

５－５－１：プログラム運転操作の流れ Ｐ５－４８

５－５－２：ＳＥＴ２１ プログラム機能設定 Ｐ５－４９～５１

５－５－３：ＳＥＴ２１ プログラム機能設定画面 Ｐ５－５２

５－５－４：ＳＥＴ２２ プログラム設定 Ｐ５－５３・５４

５－５－５：ＳＥＴ２２ プログラム設定画面 Ｐ５－５５

５－５－６：プログラム運転時画面表示と操作説明 Ｐ５－５６～６０

５－５－７：プログラム運転補足説明 Ｐ５－６１～６９

　５－６：バンク自動切替機能の説明 Ｐ５－７０

５－６－１：バンク自動切替設定 Ｐ５－７１・７２

５－６－２：ＳＥＴ２３ バンク自動切替機能設定モード設定画面 Ｐ５－７３

５－６－３：バンク自動切替機能補足説明 Ｐ５－７４～７８

６、パラメータの説明

　６－１：入力１種類設定 Ｐ６－２～７

　６－２：リモートＳＶ入力種類設定 Ｐ６－８～１１

　６－３：ファンクションキー機能設定 Ｐ６－１２・１３

　６－４：制御機能設定 Ｐ６－１４～４８

　６－５：出力（ＯＵＴ１からＯＵＴ７）機能設定 Ｐ６－４９～５６

　６－６：カレントトランス（ＣＴ）機能設定 Ｐ６－５７・５８

　６－７：ＤＩ機能設定 Ｐ６－５９～６１

　６－８：タイマ機能設定 Ｐ６－６２～６４

　６－９：通信機能設定 Ｐ６－６５・６６

　６－10：初期設定 Ｐ６－６７～７０

　６－11：優先画面設定 Ｐ６－７１

　６－12：バンク機能設定 Ｐ６－７２

　６－13：プログラム機能設定 Ｐ６－７３～７６

　６－14：プログラム設定 Ｐ６－７７～７９

　６－15：バンク自動切替機能設定 Ｐ６－８０～８３

７、付録

　７－１：製品仕様 Ｐ７－２～８

　７－２：付属品 Ｐ７－９

　７－３：エラー（異常）表示 Ｐ７－１０

　７－４：トラブルシューティング Ｐ７－１１・１２

　７－５：設定リスト Ｐ７－１３～３３
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本章では製品の特長・製品の確認・型式コード各部名称などに付きましてご説明致します
　　

　　　１－１：特長 Ｐ１－２

　　　１－２：製品の確認 Ｐ１－３

　　　１－３：型式表 Ｐ１－３

　　　１－４：各部の名称 Ｐ１－４～６

　　　１－５：入出力機能と主な機能 Ｐ１－７～１０

　　　１－６：設定の基本的な流れ Ｐ１－１１

１、　概　　要
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★新ＰＩＤアルゴリズムにより制御性の向上
　　　①制御開始から安定するまでの時間を短縮（当社比）
　　　②外乱後のオーバーシュートを抑制するジャンプレス制御の搭載
　　　③選べる３種類のＰＩＤ
　　　（工場出荷時はオーバーシュト抑制機能付ＰＩＤオートチューニング）

★フルマルチ入力　　
　　　熱電対（１３種類）、測温抵抗体（２種類）、電圧（５種類）、電流（１種類）の入力
　　　仕様を１機種で実現。パラメータでの設定変更により変更可。　（工場出荷時は「Ｋ熱電対」）

★奥行き５９．７ｍｍ（ＴＴＭ－２１４）、６５ｍｍ(ＴＴＭ－２１４以外）のコンパクトサイズ

★サンプリング周期２００ｍＳ

★ローダ通信機能
　　　各種パラメータの設定作業に最適
　　　　　専用ケーブル：オプション（有償）、専用ソフト：オプション（無償）

（製品仕様はＰ７－９を参照願います）
★操作を簡単にするブラインド機能・優先画面
　　　ブラインド機能：各種パラメータの内必要なパラメータだけを表示出来ます。
　　　優先画面：必要なパラメータ画面を運転モード画面に移動する事により、パラメータ
　　　　　　　　画面を呼び出さなくても、表示・設定が出来ます。（最大２０画面）

★バルブ位置比例制御がフィードバック抵抗無しで出来ます。

★バンク機能
　　　工程ごと異なる各設定値（ＳＶ・ＰＩＤ定数等）をバンク毎に設定し工程に合った設
　　　定変更が出来ます。（最大８点）

★簡易タイマー機能
　　　「一定時間経過後に制御の開始又は停止」の制御が１台で出来ます。
　　　又、タイマー単独での使用も出来ます。（独立３点）

★保護構造　「ＩＰ６６」相当に準拠（ＴＴＭ－２１４のみ）

★マニュアル制御により様々な計装システムへの応用が出来ます。

★パスワード機能

★工場出荷時設定への変更可能

★ランプ機能により傾斜を設定することが出来ます。

★ソフトスタート機能
　　　ＰＩＤ制御時、電源投入時に一定時間操作量に制限（リミット）をかけることが出来ます。

★遅延タイマ機能
　　　ＯＮ／ＯＦＦ制御時、制御出力（正／副）を一定（設定）時間遅らして出力する事が出来ます。

★プログラム運転機能
      最大で８ステップのプログラム運転ができます。

★バンク自動切替運転機能
      最大８バンクを使いバンク自動切替運転ができます。

１－１特長
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ご使用前に下記内容をご確認下さい
★型式の確認 梱包箱・製品本体（側面）に型式が印刷されておりますので、ご注文品と

一致している事をご確認願います。
★外観 ケース・前面・端子台にキズが無いかご確認願います。
★付属品が入っている事をご確認願います。（付属品は下記参照願います）

取り付け道具・簡易取扱説明書・ゴムパッキン（本体に付いています）

記号 項目 備考
① 大きさ 4 ４８ｘ４８

5 ９６ｘ４８
7 ７２ｘ７２
9 ９６ｘ９６

② 出力１ N 無し Ｊ 電圧　ＤＣ０－５Ｖ
R リレー接点 Ｆ 電圧　ＤＣ１－５Ｖ
P ＳＳＲ駆動電圧 Ｇ 電圧　ＤＣ０－１０Ｖ
A オープンコレクタ Ｉ 電流　ＤＣ４－２０ｍＡ
K 電圧　ＤＣ０－１Ｖ Ｈ 電圧　ＤＣ０－１０ｍＶ

③ 出力２ N 無し Ｊ 電圧　ＤＣ０－５Ｖ
R リレー接点 Ｆ 電圧　ＤＣ１－５Ｖ
P ＳＳＲ駆動電圧 Ｇ 電圧　ＤＣ０－１０Ｖ
A オープンコレクタ Ｉ 電流　ＤＣ４－２０ｍＡ
K 電圧　ＤＣ０－１Ｖ Ｈ 電圧　ＤＣ０－１０ｍＶ

④ 出力３・４ A オープンコレクタ コモン共通

R リレー接点 コモン共通

⑤ 出力５・６ A オープンコレクタ 214は選択不可 ※１

R リレー接点 214は選択不可 ※１

⑥ 出力７ A オープンコレクタ 214は選択不可 ※３

R リレー接点（コモン独立） 214は選択不可 ※３

⑦ ＡＩ入力 Ｙ リモートＳＶ入力（電圧･電流機種のみ） 214は選択不可

TTM-214、217の場合
ST ＣＴ1、２入力 ※２

SV ＣＴ1入力、イベント２入力 ※２

UV イベント1、２入力

STW ＣＴ1、２入力、イベント３入力 214は選択不可 ※２※３

SVW ＣＴ1入力、イベント２、３入力 214は選択不可 ※２※３

⑧ オプション UVW イベント1、２、３入力 214は選択不可 ※３

TTM-215,9の場合
ST ＣＴ1、２入力 ※２

SV ＣＴ1入力、イベント２入力 ※２

UV イベント1、２入力

SVW ＣＴ1入力、イベント２、３、４入力 ※２

UVW イベント1、２、３、４入力

STUV ＣＴ1、２入力、イベント1、２入力 ※２

STUVW ＣＴ1、２入力、イベント1、２、３、４入力 ※２

⑨ M 通信（ＲＳ－４８５）
⑩ 電源 フリー電源

Ｌ ＡＣ２４／ＤＣ２４Ｖ
※１　２１７は出力６選択不可。
※２　出力がアナログ出力のみしかない場合は、CT選択不可
※３　２１７は、Ｗと出力７のうちどちらか一つを選択します。

④以降のオプションを付けない場合は型式省略します。例　TTM-215-Q-RN-M

　　　 ＴＴＭ－２１□－□□－□□□□□□－□
    ①　②③　④⑤⑥⑦⑧⑨　⑩

内容

１－２　製品の確認

１－３　型式表
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■フロントパネル

★ＴＴＭ－２１４ ＊ＴＴＭ－２１４のローダーポートは下部にあります

（底面にあります）

★ＴＴＭ－２１５

１－４　各部の名称

TIME

ﾟＦ

ﾟＣ

DI1 DI2 DI3 DI4 RDY COM TMR
OUT1 OUT2 OUT3 OUT4 OUT5 OUT6 OUT7

OUT1 OUT2 OUT3 OUT4 RDY COM DI1 DI2 TMR

TIME

ﾟＦ

ﾟＣ

ＰＶ表示

ＳＶ表示

ファンクションキー

アップキー

ダウンキー

モードキー

動作表示

温度単位
タイマ表示

ＰＶ表示

ＳＶ表示

アップキー

ダウンキー

ファンクションキーモードキー

バンク表示

温度単位

動作表示

バンク表示

ローダーポート

ローダーポート
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★ＴＴＭ－２１７

v

★ＴＴＭ－２１９

DI1 DI2 DI3 DI4 RDY COM TMR
OUT1 OUT2 OUT3 OUT4 OUT5 OUT6 OUT7

TIME
ﾟＦ
ﾟＣ

OUT1

OUT2

OUT3

OUT4

OUT5

OUT6

OUT7

TIME

ﾟＦ

ﾟＣ

RDY

COM

TMR

DI1

DI2

DI3

バンク表示

ＰＶ表示

ＳＶ表示

ファンクションキー
（１～５）

アップキー

ダウンキー

モードキーローダーポート

温度単位
タイマ表示

動作表示

ダウンキー

アップキー

ファンクションキー
（１～５）

ＳＶ表示

ＰＶ表示

バンク表示

動作表示

温度単位

モードキー
ローダーポート
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■表示部の見方

★ＰＶ表示 測定値（現在値）表示、各キャラクタ表示、タイマ設定時間表示

★ＳＶ表示 設定値（目標値）表示、出力操作量表示、各キャラクタの設定値
タイマ残時間表示、ＭＶⅠ（操作量）表示

★温度単位 設定データの表示単位が温度の場合に表示します。表示は選択されている
「温度単位」の設定値により決定し、「℃」、「°Ｆ」が表示されます。

　タイマ表示 設定がタイマ時に点灯します

★バンク表示 選択されているバンクを表示します

★動作表示
　　ＯＵＴ１ 出力１モニタ表示。出力が「ＯＮ」している時点灯します。
　　ＯＵＴ２ 出力２モニタ表示。出力が「ＯＮ」している時点灯します。
　　ＯＵＴ３ 出力３モニタ表示。出力が「ＯＮ」している時点灯します。
　　ＯＵＴ４ 出力４モニタ表示。出力が「ＯＮ」している時点灯します。
　　ＯＵＴ５ 出力５モニタ表示。出力が「ＯＮ」している時点灯します。
　　ＯＵＴ６ 出力６モニタ表示。出力が「ＯＮ」している時点灯します。
　　ＯＵＴ７ 出力７モニタ表示。出力が「ＯＮ」している時点灯します。
　　ＤＩ１ ＤＩ１モニタ表示。ＤＩ１が動作時に点灯します。
　　ＤＩ２ ＤＩ２モニタ表示。ＤＩ２が動作時に点灯します。
　　ＤＩ３ ＤＩ３モニタ表示。ＤＩ３が動作時に点灯します。
　　ＤＩ４ ＤＩ４モニタ表示。ＤＩ４が動作時に点灯します。
　　ＲＤＹ ＲＤＹモニタ表示。動作が「ＲＥＡＤＹ（運転停止）」の時に点灯、又は

点滅します。
　　ＣＯＭ 通信モニタ表示。通信機能が動作中（通信中）に点滅します。
　　ＴＭＲ タイマモニタ表示。タイマ機能が動作中に点灯します。

■キーの操作

★ＦＵＮＣ ファンクションキー。設定された機能を実行させる時に使用します。

★ＭＯＤＥ モードキー。画面を切り換える時に使用します。
　　　　　　２秒間押し続けるとパラメータ画面へ移行します。
　　　　　　２秒間押し続けると運転モード画面へ移行します。

★「△」 アップキー。設定値を増加させる時に使用します。
　　　　　　入力設定モードを切り換える時に使用します。
　　　　　　押し続けると増加のスピードが速くなります。

★「▽」 ダウンキー。設定値を減少させる時に使用します。
　　　　　　入力設定モードを切り換える時に使用します。
　　　　　　押し続けると減少のスピードが速くなります。

■その他

★ローダーポート ローダー通信を行なう時、専用のケーブルを接続します。
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本製品の入出力機能に関して紹介します。各機能に関する設定は該当ページを参照
して下さい。

出力の割り当て
主出力 主出力

副出力 副出力

ｲﾍﾞﾝﾄ出力 ｲﾍﾞﾝﾄ出力

ＲＵＮ出力 ＲＵＮ出力

ＲＤＹ出力 ＲＤＹ出力

ﾀｲﾏ１出力 ﾀｲﾏ１出力

ﾀｲﾏ1ＯＮディレイ出力 ﾀｲﾏ1ＯＮディレイ出力

ﾀｲﾏ１ＯＦＦディレイ出力 ﾀｲﾏ１ＯＦＦディレイ出力

ﾀｲﾏ１ＯＮ＋ＯＦＦディレイ出力 ﾀｲﾏ１ＯＮ＋ＯＦＦディレイ出力

ﾀｲﾏ２出力 ﾀｲﾏ２出力

ﾀｲﾏ２ＯＮディレイ出力 ﾀｲﾏ２ＯＮディレイ出力

ﾀｲﾏ２ＯＦＦディレイ出力 ﾀｲﾏ２ＯＦＦディレイ出力

ﾀｲﾏ１ＯＮ＋ＯＦＦディレイ出力 ﾀｲﾏ１ＯＮ＋ＯＦＦディレイ出力

ﾀｲﾏ３出力 ﾀｲﾏ３出力

ﾀｲﾏ３ＯＮディレイ出力 ﾀｲﾏ３ＯＮディレイ出力

ﾀｲﾏ３ＯＦＦディレイ出力 ﾀｲﾏ３ＯＦＦディレイ出力

ﾀｲﾏ３ＯＮ＋ＯＦＦディレイ出力 ﾀｲﾏ３ＯＮ＋ＯＦＦディレイ出力

伝送出力 エンド出力(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転時)　※１

エンド出力(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転時)

※１ プログラム運転時のみ選択可能です。

出力３～７

通信出力（オプション）

　　　ＭＯＤＢＵＳ通信

出力２～７ＣＴ入力（２点：オプション）

ＤＩ入力（４点：オプション）

出力１

　　　ＴＯＨＯ通信

　（オプション）

１－５　入出力機能と主な機能

制御部

ＡＩ入力（１点：オプション）

測定値（ＰＶ）入力

出力１・２
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■入力部

　＊入力部として、測定値入力（１点）・ＣＴ入力（２点）・ＤＩ入力（４点）・ＡＩ入力（１点）
　　が選択できます。
　　選択できる仕様は機種により異なります。型式選択表にて確認をして下さい。

★測定値入力
　＊制御対象の入力をパラメータ設定にて一機種で選択出来ます。

アナログ
　 入力

＊工場出荷時には、「Ｋ熱電対」に設定してあります

★ＣＴ入力（オプション）
　＊ＣＴ（電流検出器）により、ヒータ断線警報有効時にヒータ断線異常を検知します。
　＊最大２点まで選択できます。（ご注文時指定）
　　 ＴＴＭ－２１４・２１７は、ＤＩ入力を１点選択した場合はＣＴ入力は１点となります。
　＊使用可能なＣＴは「ＣＴＬ－６－Ｐ－Ｎ－（Ｓ）」となります。（製品仕様は、Ｐ７－９を参照願います）
　＊アナログ出力の場合は選択出来ません。

★ＤＩ入力（オプション）
　＊ＤＩ（デジタル）入力により、下記機能を実行出来ます。
　　ＤＩ入力は外部からの無電圧接点信号です。
　＊ＤＩの機能一覧

※１ プログラム運転時のみ選択可能です。

　＊最大４点まで選択できます。（ご注文時指定）
   　ＴＴＭ－２１４は２点までの選択となります。
   　ＴＴＭ－２１７は出力７を選択した場合はＤＩ３入力・ＤＩ４入力は選択できません。
　 　ＴＴＭ－２１４・２１７でＣＴ１入力を選択した場合は、ＤＩ２入力の選択となります。

★ＡＩ入力（オプション）
　＊電流･電圧入力のみ。（０～１０ｍＶ除く）

－

タイマスタート
プログラム運転モード
ステップ送り  　　　　※１

定値運転モード

－インターロック

逆動作
ＡＴ停止

一時停止 　　　　　　 ※１

ＭＤ

電流

電圧

－

温度入力
熱電対

測温抵抗体 Ｐｔ１００・ＪＰｔ１００

Ｋ・Ｊ・Ｔ・Ｅ・Ｒ・Ｓ・Ｂ・Ｎ・Ｕ・Ｌ
ＷＲｅ５－２６・ＰＲ４０－２０・ＰＬⅡ

ＤＣ０～１０Ｖ・ＤＣ０～１０ｍＶ
ＤＣ０～１Ｖ・ＤＣ０～５Ｖ・ＤＣ１～５Ｖ

ＤＣ４～２０ｍＡ

ＲＥＡＤＹ
ＭＡＮＵＡＬ

タイマーストップ

ＭＤ

正動作
ＡＴ起動

アクティブ
バンク切り替えバンク切り替え
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■出力部

　＊出力点数は最大７点まであり、制御出力・イベント出力・ＲＵＮ／ＲＤＹ出力・タイマ出力・伝送
　　出力に個別に割り当てて使用出来ます。
　　 （型式は注文時に指定となります）

★出力（ＯＵＴ）１・出力（ＯＵＴ）２
　＊出力の接続先設定が出来ます。
　　　主出力・副出力・イベント出力・ＲＵＮ出力・ＲＤＹ出力・タイマ１出力・タイマ２出力・
　　　タイマ３出力・伝送出力・エンド出力
★出力（ＯＵＴ）３・出力（ＯＵＴ）４・出力（ＯＵＴ）５・出力（ＯＵＴ）６・出力（ＯＵＴ）７
　＊出力の接続先設定が出来ます。
　　　主出力・副出力・イベント出力・ＲＵＮ出力・ＲＤＹ出力・タイマ１出力・タイマ２出力
　　　タイマ３出力・エンド出力
　　　※　機種により選択できない仕様があります。型式表にてご確認をして下さい。

★出力種類の選択
　＊出力１・２

　＊出力３・４・５・６・７

　＊伝送出力機能選択
　 ＰＶ（測定値）出力

ＳＶ（設定値）出力
ＭＶ１（主操作量）出力
ＭＶ２（副操作量）出力
制御ＳＶ(設定値)出力
上記、全ての出力において、正動作・逆動作の切り替えが出来ます。

★機種ごとの選択可能な出力
出力１ 出力２ 出力３ 出力４ 出力５ 出力６ 出力７
○ ○ ○ ○ × × ×
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ × ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　＊ＴＴＭ－２１４:出力３・４はコモン共通です。
　　＊ＴＴＭ－２１７：出力３・４はコモン共通です。
　　　　　　　　　　　ＤＩ３を選択すると出力７は選択できません。
　　＊ＴＴＭ－２１５及び２１９
　　　　　　　　　　：出力３・４はコモン共通です。

ＴＴＭ－２１７

ＴＴＭ－２１４
ＴＴＭ－２１５

ＴＴＭ－２１９

ＡＣ２５０Ｖ　３Ａ（抵抗負荷）、１ａ接点リレー接点
ＳＳＲ駆動用電圧
オープンコレクタ

ＤＣ０～５Ｖ、ＤＣ１～５Ｖ、ＤＣ０～１０Ｖ

ＤＣ４～２０ｍＡ（負荷抵抗：６００Ω以下）

ＤＣ２４Ｖ　１００ｍＡ（負荷電流）

リレー接点

電流

ＤＣ０－１２Ｖ（負荷抵抗：６００Ω以上）

ＤＣ２４Ｖ　１００ｍＡ（負荷電流）
ＡＣ２５０Ｖ　１Ａ（抵抗負荷）、１ａ接点

電圧
ＤＣ０～１Ｖ、ＤＣ０～１０ｍＶ（負荷抵抗：５００ＫΩ以上）
（抵抗負荷：１ＫΩ以上）

オープンコレクタ
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★出力の割付

　　　各出力は出力種類に自由に割付をする事が出来ます。
出力１ 出力２ 出力３ 出力４ 出力５ 出力６ 出力７
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ × × × × ×
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：出力割付可能
×：出力割付不可能

　　＊工場出荷時は、出力１は主出力、主出力２～７は副出力に設定されています。
  　※１ プログラム運転時のみ選択可能です。

★出力の割付先の詳細
　　　各出力は下記項目に個別に割り当てることが出来ます。

※１ プログラム運転時のみ選択可能です。
■通信機能

★通信
　＊ホストコンピュータとの通信用です。（通信機能オプションが必要となります）
　＊通信プロトコル ＴＯＨＯプロトコル

ＭＯＤＢＵＳプロトコル（ＲＴＵモード）
ＭＯＤＢＵＳプロトコル（ＡＳＣＩＩモード）

　＊インターフェイス ＲＳ４８５
　＊通信詳細仕様はＰ６－６５から６６を参照願います。

★ローダ通信
　＊ＴＴＭ－２１０シリーズの全データを一括して設定する為の通信機能です。
　＊ローダ通信を行なう為には、専用ソフトをご使用されるパソコンにインストールする必要
　　があります。
　＊ＴＴＭ－２１０シリーズとパソコンを接続する為に、当社製専用接続ケーブル「ＴＴＭ－
　　 ＬＯＡＤＥＲ」（別売）が必要となります。（製品仕様は、Ｐ７－９を参照願います）
　＊通常通信（オプションでの通信）を使用（動作）時はローダ通信は使用できません。

エンド出力　　　　　　　　　　　　　　　　※１
伝送出力
タイマ３ＯＮ＋ＯＦＦディレイ出力

タイマ１ＯＮ＋ＯＦＦディレイ出力

イベント出力

タイマ２ＯＮディレイ出力

出力種類
主出力（加熱）
副出力（冷却）

エンド出力　　※１

伝送出力
イベント出力

タイマ３ＯＦＦディレイ出力
タイマ３ＯＮディレイ出力
タイマ３出力

ＲＤＹ出力

タイマ２ＯＦＦディレイ出力

主出力
副出力

タイマ１出力

ＲＵＮ出力

タイマ２ＯＮ＋ＯＦＦディレイ出力

タイマ２出力

タイマ１ＯＦＦディレイ出力

タイマ出力

タイマ１ＯＮディレイ出力

出力割付先
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        電源投入し４秒間経過後「定値運転ﾓｰﾄﾞ」「ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転ﾓｰﾄﾞ」のいずれかに移行します。

＊定値運転ﾓｰﾄﾞはSET21運転種類設定(C/P＝0)の時に移行します。
　また、SET21,22の各ﾊﾟﾗﾒｰﾀは表示されません。

　　４秒後 ＊SET23 bAF=1の時、自動ﾊﾞﾝｸ切替機能を選択できます。
　bAF=0の時は、SET23の各ﾊﾟﾗﾒｰﾀは表示されません。

＊設定項目選択画面から定値運転モード
　へは全ての設定項目選択画面より
　移行できます。

　ＭＯＤＥキー２秒
　運転モードから各設定項目選択画面へ
　移行した場合、ＳＥＴ０１が表示されます。

　＊各設定項目選択画面
　　＊▲・▼キーにて「ＳＥＴ０１」から 　　（ＳＥＴ＊＊）から
　　「ＳＥＴ２３」の設定項目選択画面 　　「ＭＯＤＥ」キーにて
　　が順番に表示されます。 　　各ＳＥＴ内のパラメータ
　　（機能として無い画面は表示されません） 　　設定画面へ移行し、
　　（ﾊﾞﾝｸ自動切替は、Ｐ６－８０を参照願います） 　　「ＭＯＤＥ」キーにて

　　各パラメータ設定画面
　　が順番に表示します。
　　各パラメータ設定画面
　　から「ＭＯＤＥ」キー
　　を２秒間押し続けると
　　「運転モード」に戻り
　　ます。

＊設定項目選択画面から運転モード
 ＊ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転は、 　へは全ての設定項目選択画面より
   SET21 運転種類設定 　ＭＯＤＥキー２秒 　移行できます。
   (C/P＝1)の時 移行します。 ＊各設定項目選択画面

（ＳＥＴ＊＊）から
＊SET23 bAF=1の時、 「ＭＯＤＥ」キーにて
　自動ﾊﾞﾝｸ切替機能  各ＳＥＴ内のパラメータ
　を選択できます。 　　＊▲・▼キーにて「ＳＥＴ０１」から  設定画面へ移行し、
　bAF=0の時、 　　「ＳＥＴ２３」の設定項目選択画面 「ＭＯＤＥ」キーにて
　SET23の各ﾊﾟﾗﾒｰﾀは 　　が順番に表示されます。  各パラメータ設定画面
　表示されません。 　（機能として無い画面は表示されません）  を順番に表示します。

　（ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転は、Ｐ６－７３を参照願います）  各パラメータ設定画面から
　（ﾊﾞﾝｸ自動切替は、Ｐ６－８０を参照願います） 「ＭＯＤＥ」キーを２秒間

 押し続けると「運転モード」
 に戻ります。
＊SET3 ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ機能設定に
 FU*=d 設定時、SET22への
　ｼｮﾄｶｯﾄが行えます。

 （詳細はＰ６－１２、１３を
 参照願います。

＊各設定項目選択画面及び各ＳＥＴ内パラメータ設定画面から約２分間
　キー操作を行なわないと、自動的に「運転モード」画面へ戻ります。
＊ブラインド設定方法につきましてはＰ４－２７・２８基本操作（４－２－９）
　を参照願います。

１－６　設定の基本的な流れ

電源投入

初期画面

定値運転ﾓｰﾄﾞ

各ＳＥＴ内

パラメータ

設定画面

ブラインド

設定画面

各設定項目選択画面
ＳＥＴ０１～ＳＥＴ２３

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転ﾓｰﾄﾞ

各設定項目選択画面
ＳＥＴ０１～ＳＥＴ２３

各ＳＥＴ内

パラメータ

設定画面

ブラインド

設定画面
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本章では、取付上の注意、取付方法、外形寸法に付きましてご説明致します。

　　　２－１：取付け上の注意 Ｐ２－２

　　　２－２：取付け・取り外し方法 Ｐ２－３

　　　２－３：外形寸法・パネルカット寸法 Ｐ２－４・５

２、取　付　け
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　　　感電防止・機器故障防止の為、本機器の取り外し・取り付けの際は必ず電源を

　　　ＯＦＦしてから作業を行って下さい。

★周囲温湿度（下記範囲内でご使用下さい）

　　①温度範囲：０～５０℃

　　②湿度範囲：２０～８５％ＲＨ（結露なき事）

　　③取付け角度：基準面±１０度

★下記場所での取付けは避けて下さい

　　①温度変化が急激で結露する場所

　　②腐食性ガス、可燃性ガスが発生する場所

　　③水・油・蒸気・湯気・薬品がかかる場所

　　④振動や衝撃が直接かかかる場所

　　⑤粉塵･塩分・鉄くずなどが多い場所

　　⑥直射日光が直接当る場所

　　⑦静電気・ノイズ・磁気など電気回路に悪影響を与える可能性がある場所

　　⑧冷暖房の空気が直接当る場所

★取付け上の注意

　　①周囲温度が５０℃以上にならない様に通風スペースをとり、５０℃以上になる可能性が

　　　 ある場合はファンやクーラーなどで冷却をして下さい。　

　　　 但し、冷却した空気が直接本器に当らないように注意をして下さい。

　　②発熱量の大きな機器（ヒータ・トランスなど）の上には取り付けるのは避けて下さい。

　　③高圧機器・動力線・動力機器からは出来るだけ離して取り付けて下さい。

　　④本器の通風孔はふさがないで下さい。又、上下に連続取付けを行う場合は必ず間を開けて

　　　下さい。

２－１　取付け上の注意
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★パネルへの取付

　　①パネル面に穴を開けます

　　②本器を前面より入れます

　　③取付アタッチメントを背面より取付ます（本器が動かない事をご確認下さい）

　　＊配線は本器を取付後に行って下さい

　　＊電源ＯＮは配線後に行って下さい

ＴＴＭ－２１４ ＴＴＭ－２１５／２１７／２１９

★パネルからの取外し

　　①電源をＯＦＦします

　　②配線を外します

　　③本器とアタッチメントの引っ掛り部分の 間にマイナスドライバーを入れ右（左）

　　　に廻しアタッチメントの爪の部分を本器からずらし（上下又は左右２箇所） 

　　　アタッチメントを本器から取り外す

　　④本器をパネル面から取り外す

　　＊取り外し作業は必ず電源をＯＦＦしてから行って下さい

ＴＴＭ－２１４ ＴＴＭ－２１５／２１７／２１９
　　　

２－２　取付け・取り外し方法
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外形寸法 パネルカット寸法

　　　　

外形寸法 パネルカット寸法

ＴＴＭ－２１４

ＴＴＭ－２１５

　　２－３　外形寸法・パネルカット寸法

9
2
+
0
.
6

0

4 5
+0.6
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1台取付時

n台取付時

(48×n - 3 )
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以
上
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0
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外形寸法 パネルカット寸法

外形寸法 パネルカット寸法

ＴＴＭ－２１９

ＴＴＭ－２１７

0( 7 2× n -3)
+ 1

68
+0

. 6
0

68+0 .6
0

9 0
以
上

1台取付時

n台取付時

1
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0
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上
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0
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2
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0
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本章では、配線上の注意、端子配列などに関してご説明いたします。

　　　３－１：配線上の注意 Ｐ３－２

　　　３－２：端子配列 Ｐ３－３～６

　　　３－３：各端子への配線 Ｐ３－７～１４

　　　３－４：配線例 Ｐ３－１５～１９

３、配　　線
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  　　感電防止・機器故障防止の為、全ての配線が終了するまでは電源をＯＮしないで下さい。

★熱電対入力の場合は、所定の素線又は補償導線をご使用下さい。

★測温抵抗体入力の場合は、リード線の線抵抗が小さく、３線間（３線式）の抵抗値の差が無い線を
　ご使用下さい。

★入力の信号線はノイズ誘導の影響を避ける為、電源線・動力線・負荷線から離して配線をして下さい。

★計器への電源は、動力電源からのノイズを受けないように配線をして下さい。

　 ノイズの影響を受けやすい場合は、ノイズフィルタの使用を推奨いたします。

　 尚、ノイズフィルタをご使用になる場合以下の点に注意をして下さい。

　　◎ノイズフィルタは、温調器になるべく近い位置に設置して下さい。

　　　又、ノイズフィルタ出力線（二次側）と温調器の電源端子への配線は、出来る限り短く配線して

　　　下さい。

　　◎ノイズフィルタの入力線（一時側）と出力線（二次側）を分離して下さい。

　　　入出力線を一括束線したり、同じダクトや配管などで、お互いを近づけて配線すると高周波ノイズ

　　　成分が誘導し期待するノイズ減衰効果が得られません。
　　◎ノイズフィルタの接地線は、出来る限り短く配線をして下さい。

　　　接地線が長いと、等価的にインダクタンスが挿入された事になり、高周波特性が悪化します。
　　◎ノイズフィルタの取付板で接地をする場合、機器筐体との接触抵抗を低くするため、塗料などを

　　　取り除いてから、ノイズフィルタを取り付けてください。　　

★電源供給線は、電圧降下の少ない電線をツイストした上でご使用下さい。

★電源投入後、本器が動作するまで約４秒間となります。インターロック回路等の信号としてご使用する

　場合は、遅延リレーをご使用下さい。

★２４Ｖ電源で使用する場合は、電源にＳＥＬＶ回路（安全を保障された電源）からの電源を供給して

　下さい。

★２４Ｖ電源について、ＤＣで使用する場合は、①番端子：ﾌﾟﾗｽ(+)　②番端子：ﾏｲﾅｽ(-)　にして下さい。

★本機器には、電源スイッチ・ヒューズは付いておりません。必要な場合には、本機器の近くに別途設置

　をして下さい

　　◎推奨ヒューズ定格：定格電圧２５０Ｖ、定格電流１Ａ

★圧着端子はネジサイズに合ったものをご使用下さい。

　　◎圧着端子サイズ：端子幅６ｍｍ以下

推奨圧着端子 メーカ：ニチフ

型式：ＩＣＴＶ－１．２５Ｙ－３Ｎ（Ｙ端子）

　　　ＩＣＴＶ－１．２５－３Ｓ（丸端子）

　　◎推奨締付トルク：０．５Ｎ・ｍ（５ｋｇｆ・ｍ）

　　◎適用線材：端子に適合する線材サイズをご使用願います。

　　　　　　　　線材はシールド線のご使用を推奨いたします。

　　　　　　　　Ｐｔ１００（測温抵抗体）の線材は、導線抵抗値が低く、３線間の抵抗差の無い、同一

★通信ケーブルには、シールド付ツイストペア線をご使用ください。

３－１　配線上の注意
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端子配列上での表記は以下の通りです。
Ｃ：コモン ＲＴＤ：測温抵抗体入力

ＮＯ：ノーマルオープン ＴＣ：熱電対入力

＋，－：配線上極性があります Ｉ：電流入力
Ａ，Ｂ，ｂ：配線上指定ががります Ｖ：電圧入力（０～１０ｍＶ以外）

ＣＴ：カレントトランス入力（極性はありません）

ＤＩ：デジタル入力
　＊入力種類の変更はパラメータにて可能です。（マルチ入力）

　＊出力の「Ｎ０」・「Ｃ」はリレー接点出力機種、「＋」・「－」はリレー接点出力機種以外となり
　　ます。

  ＊製品型式にて型式選択をしていない場合は、端子台が付きません。

★ＴＴＭ－２１４ 本体背面端子 ＊出力３・４はコモン（Ｃ）共通

リレー ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ

　 ①　　⑬　　⑦ ＮＯ 　＋
入力電源

　 ②　　⑭　　⑧ ＮＯ 　＋

出力４

　　 － Ｃ 　 ③　　⑮　　⑨ Ｃ 　－

出力１

　　 ＋ ＮＯ 　 ④　　⑯　　⑩　 ｂ　 ＋

　　 － Ｃ  　⑤　　⑰　　⑪ Ｂ － －
出力２

　　 ＋ ＮＯ 　 ⑥　　⑱　　⑫ Ａ ＋

リレー出力 リレー 　　ＲＴＤ入力　ＴＣ入力　　アナログ入力

以外 　　　　　　　　0-10mV入力

　　　通信・ＣＴ２点仕様 　 通信・ＤＩ２点仕様 　　通信・ＣＴ１点・ＤＩ１点仕様

Ａ ⑬ Ａ 　⑬ Ａ ⑬
ＲＳ－４８５ ＲＳ－４８５ ＲＳ－４８５

Ｂ ⑭ Ｂ 　⑭ Ｂ ⑭

⑮ 　⑮ ⑮
ＣＴ１入力 ＤＩ１入力 ＣＴ１入力

⑯ 　⑯ ⑯

⑰ 　⑰ ⑰
ＣＴ２入力 ＤＩ２入力 ＤＩ２入力

⑱ 　⑱ ⑱

　　＊ＣＴとＤＩの機種選択は上記

　　　選択のみとなります。

３－２　端子配列

出力３

＋

＋
－

－

＋

－
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★ＴＴＭ－２１７

本体背面端子

　 ①　　⑰　　⑨ ＋

　　ＡＩ入力（電圧・電流機種）

   ②　　⑱　　⑩ －
リレー ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ

－ Ｃ 　 ③　　⑲　　⑪ 　ＮＯ ＋ ＊出力３・４は

出力１ 出力３ コモン（Ｃ）共通
＋ ＮＯ 　 ④　　⑳　　⑫　 　ＮＯ ＋

　　　出力４
－ Ｃ 　 ⑤    ㉑　　⑬ 　Ｃ －

出力２

＋ ＮＯ 　 ⑥　　㉒　　⑭ ｂ　 ＋

－ Ｃ 　 ⑦　  ㉓　　⑮ Ｂ 　－ －

出力５

＋ ＮＯ 　 ⑧　　㉔　  ⑯ Ａ 　＋

リレー出力 リレー

以外

（出力５はｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀのみ）                 0-10mV入力

　ＲＴＤ入力　  ＴＣ入力　　アナログ入力

入力電源
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通信＋ＣＴ２点＋出力７ 通信＋ＤＩ３点

Ａ 　　⑰ Ａ 　　⑰

ＲＳ－４８５ ＲＳ－４８５

Ｂ 　　⑱ Ｂ 　　⑱

　　⑲ 　　⑲

ＣＴ１入力 ＤＩ１入力

　　⑳ 　　⑳

    ㉑     ㉑

ＣＴ２入力 ＤＩ２入力

    ㉒     ㉒

＋ ＮＯ     ㉓     ㉓
出力７ ＤＩ３入力

－ Ｃ     ㉔     ㉔

ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ リレー

通信＋ＣＴ１点＋ＤＩ１点＋出力７ 通信＋ＣＴ１点＋ＤＩ２点

Ａ 　　⑰ Ａ 　　⑰

ＲＳ－４８５ ＲＳ－４８５

Ｂ 　　⑱ Ｂ 　　⑱

　　⑲ 　　⑲
ＣＴ１入力 ＣＴ１入力

　　⑳ 　　⑳

    ㉑     ㉑

ＤＩ２入力 ＤＩ２入力

    ㉒     ㉒

＋ ＮＯ     ㉓     ㉓
出力７ ＤＩ３入力

－ Ｃ     ㉔     ㉔

ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ リレー

＋ ＋

＋

＋

＋

－－

－

＋

－

－

－
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★ＴＴＭ－２１５／２１９

本体背面端子

　　①　　　　　⑬

　ＣＴ１入力

　　②　　㉕　　⑭

－ Ｃ 　　③　  ㉖　　⑮

出力１ 　ＣＴ２入力
＋ ＮＯ 　　④　  ㉗  　⑯　

－ Ｃ 　　⑤　　㉘　　⑰ ＋

出力２ 　ＡＩ入力（電圧・電流機種）

＋ ＮＯ 　　⑥　　㉙　　⑱ －

リレー ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ

－ Ｃ 　　⑦　　㉚　　⑲ 　ＮＯ ＋

出力５ 出力３

＋ ＮＯ 　　⑧　　㉛　　⑳ 　ＮＯ ＋

　　出力４

－ Ｃ 　　⑨　　㉜　　㉑ 　Ｃ －

出力６      ＊出力３・４はコモン（Ｃ）共通

＋ ＮＯ 　　⑩  　㉝　  ㉒ ｂ　 　　　＋

－ Ｃ 　　⑪　　㉞    ㉓ Ｂ 　－ 　　　－
出力７

＋ ＮＯ 　　⑫　　      ㉔　　　 Ａ 　＋
リレー出力 リレー

以外

通信＋ＤＩ

Ａ     ㉖
ＲＳ－４８５

Ｂ     ㉗

    ㉘
ＤＩ１入力

    ㉙

    ㉚

ＤＩ２入力

    ㉛

    ㉜

    ㉝

　ＤＩ４入力

    ㉞

ＲＴＤ入力　ＴＣ入力　アナログ入力

ＤＩ３入力

　　　　　　0-10mV入力

入力電源

＋

－
＋

＋

＋

－

－
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接続図につきましては、端子番号の左側が機器内部、右側が外部となります。

★電源

ＴＴＭ－２１４

ＴＴＭ－２１５／７／９

＊計器への電源は、動力電源からのノイズを受けないように配線をして下さい。

　 ノイズの影響を受けやすい場合は、ノイズフィルタのご使用を推奨いたします。

　 尚、ノイズフィルタをご使用になる場合以下の点に注意をして下さい。
　　◎ノイズフィルタは、温調器になるべく近い位置に設置してください。

　　　又、ノイズフィルタ出力線（二次側）と温調器の電源端子への配線は、出来る限り短く配線して
　　　ください。

　　◎ノイズフィルタの入力線（一時側）と出力線（二次側）を分離してください。
　　　入出力線を一括束線したり、同じダクトや配管などで、お互いを近づけて配線すると高周波ノイズ

　　　成分が誘導し期待するノイズ減衰効果が得られません。

　　◎ノイズフィルタの接地線は、出来る限り短く配線をしてください。

　　　接地線が長いと、等価的にインダクタンスが挿入された事になり、高周波特性が悪化します。

　　◎ノイズフィルタの取付板で接地をする場合、機器筐体との接触抵抗を低くするため、塗料などを

　　　取り除いてから、ノイズフィルタを取り付けてください。　　

＊電源供給線は、電圧降下の少ない電線をツイストした上でご使用下さい。

＊電源投入後、本器が動作するまで約４秒間となります。インターロック回路等の信号として使用する

　場合は、遅延リレーをご使用下さい。

＊２４Ｖ電源でご使用になる場合は、電源にＳＥＬＶ回路（安全を保障された電源）からの電源を供給

　して下さい。

＊本器には、電源スイッチ・ヒューズは付いておりません。必要な場合には、本器の近くに別途設置し

　て下さい

　　◎推奨ヒューズ定格：定格電圧２５０Ｖ、定格電流１Ａ

＊本機器は入力電源と入出力間は絶縁されています。

＊アイソレーション図

出力にリレー、オープンコレクタ出力が 出力がＳＳＲ、電流出力、電圧出力同士の場合

含まれている場合

ＰＶ入力 出力１ ＰＶ入力 出力１ 絶縁
ＡＩ入力 出力２ ＡＩ入力 出力２ 非絶縁
ＣＴ入力 出力３～７ ＣＴ入力 出力３～７

ＤＩ 通信 ＤＩ 通信

＊出力数は仕様、機種で異なります。
＊出力３～７は絶縁されています。

ＡＣ２４Ｖ

ＤＣ２４Ｖ ＤＣ２１．６～２６．４Ｖ

ＡＣ２１．６～２６．４Ｖ ５０／６０Ｈｚ

消費電力

ＡＣ１００～２４０Ｖ ＡＣ８５Ｖ～２６４Ｖ ５０／６０Ｈｚ １２ＶＡ以下

５Ｗ以下

６Ｗ以下

電源種類

周波数

周波数 消費電力

５Ｗ以下

５０／６０Ｈｚ

５０／６０Ｈｚ

６Ｗ以下

ＤＣ２４Ｖ ＤＣ２１．６～２６．４Ｖ

変動範囲

ＴＴＭ－２１４

電源種類
１０ＶＡ以下

ＡＣ２１．６～２６．４Ｖ

ＡＣ１００～２４０Ｖ

ＴＴＭ－２１５

ＴＴＭ－２１９

ＡＣ２４Ｖ

端子番号①・②

ＡＣ８５Ｖ～２６４Ｖ

ＴＴＭ－２１７

変動範囲

３－３　各端子への配線

ＣＰＵ回路

電源回路

ＣＰＵ回路

ＲＴＤ入力　ＴＣ入力　アナログ入力

　　　　　　0-10mV入力

電源回路
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★入力

＊入力種類に合ったセンサをご使用下さい。

 （出荷時は「Ｋ熱電対」に設定されています）
＊熱電対入力の場合は、素線又は補償導線を

　使用下さい。

＊測温抵抗体入力の場合は、リード線の線抵抗
　が小さく、３線間の抵抗値の差が無い線材を

　ご使用下さい。

＊入力の信号線はノイズ誘導の影響を避ける為
　電源線・動力線・負荷線から離して配線をし

　て下さい。

ＴＴＭ－２１４

熱電対・０－１０ｍＶ 測温抵抗体 アナログ入力

　⑩ 　⑩ ｂ 　⑩ ＋

　⑪ － 　⑪ Ｂ 　⑪ －

　⑫ ＋ 　⑫ Ａ 　⑫

ＴＴＭ－２１７
熱電対・０－１０ｍＶ 測温抵抗体 アナログ入力

　⑭ 　⑭ ｂ 　⑭ ＋

　⑮ － 　⑮ Ｂ 　⑮ －

　⑯ ＋ 　⑯ Ａ 　⑯

ＴＴＭ－２１５／２１９

熱電対・０－１０ｍＶ 測温抵抗体 アナログ入力

  ㉒   ㉒ ｂ   ㉒ ＋

  ㉓ －   ㉓ Ｂ   ㉓ －

  ㉔ ＋   ㉔ Ａ   ㉔

端子番号㉒・㉓・㉔

端子番号⑭・⑮・⑯

ＴＴＭ－２１４
端子番号㉒・㉓・㉔ＴＴＭ－２１５

端子番号⑩・⑪・⑫

ＴＴＭ－２１９

ＴＴＭ－２１７
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★ＡＩ入力（電流・電圧のみ）

ＴＴＭ－２１７ ＴＴＭ－２１５／２１９

　⑨ ＋ 　⑰ ＋

　⑩ － 　⑱ －

＊ＡＩ入力はオプション仕様となっています。

　　（ＴＴＭ－２１４にはＡＩ入力はありません）

＊入力の信号線はノイズ誘導の影響を避ける為、電源線・動力線・負荷線から離して配線をして

　下さい。

★ＣＴ（電流検出器）入力

ＴＴＭ－２１４

＊イベント入力（ＤＩ１・ＤＩ２）

　⑮ 　を選択した場合は、ＣＴ１・

ＣＴ１ 　ＣＴ２は選択できません。

　⑯

＊イベント入力（ＤＩ２）を選択

　⑰ 　した場合は、ＣＴ２は選択でき

ＣＴ２ 　ません。

　⑱

ＴＴＭ－２１７ ＴＴＭ－２１５／２１９

＊イベント入力（ＤＩ１・

　⑲ 　ＤＩ２）を選択した場合 　⑬

ＣＴ１ 　は、ＣＴ１・ＣＴ２は ＣＴ１

　⑳ 　選択できません。 　⑭

＊イベント入力（ＤＩ２）

  ㉑ 　を選択した場合は、ＣＴ 　⑮

ＣＴ２ 　２は選択できません。 ＣＴ２

  ㉒ 　⑯

＊ＣＴ入力はオプション仕様となっています。

＊ＣＴ（電流検出器）により、ヒータ断線警報有効時、ヒータ断線異常を検知します。

＊使用可能なＣＴは「ＣＴＬ－６－Ｐ－Ｎ」となります。

＊最大２点まで選択できます。（ご注文時指定）

＊アナログ出力の場合は選択出来ません。

端子番号⑮・⑯・⑰・⑱

ＴＴＭ－２１７

ＴＴＭ－２１４

端子番号⑰・⑱
端子番号⑨・⑩

端子番号⑰・⑱

ＴＴＭ－２１５

ＴＴＭ－２１７
ＴＴＭ－２１９

ＴＴＭ－２１９ 端子番号⑬・⑭・⑮・⑯

ＴＴＭ－２１５
端子番号⑲・⑳・㉑・㉒

端子番号⑬・⑭・⑮・⑯
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★イベント（ＤＩ）入力

ＴＴＭ－２１４

＊ＣＴ１・ＣＴ２を選択した

　⑮ 　場合は、ＤＩ１・ＤＩ２は
　ＤＩ１　　　選択できません。

　⑯

＊ＣＴ１を選択した場合は、

　⑰ 　ＤＩ１は選択できません。

　ＤＩ２

　⑱

ＴＴＭ－２１７ ＴＴＭ－２１５／２１９

＊ＣＴ１・ＣＴ２を選択した
　⑲ 　場合は、ＤＩ１・ＤＩ２は   ㉘

　ＤＩ１　　　選択できません。 　ＤＩ１　　
　⑳ ＊ＣＴ１を選択した場合は、   ㉙

　ＤＩ１は選択できません。
  ㉑    ㉚

　ＤＩ２　　＊出力７を選択した場合は、 　ＤＩ２　　

  ㉒ 　ＤＩ３は選択できません。   ㉛

  ㉓   ㉜

　ＤＩ３

  ㉔   ㉝ 　ＤＩ４

  ㉞  （ＤＩ３／４ ＣＯＭ）

＊ＴＴＭ-２１５/２１９の

　ＤＩ３／ＤＩ４のコモン

＊ＤＩ入力はオプション仕様となっています。 　は共通となります。

＊最大４点まで選択できます。（ご注文時指定）

＊ＤＩ（デジタル）入力により、下記機能を実行出来ます。

　　 ＤＩ入力は外部からの無電圧接点信号です。

＊ＤＩの機能一覧

定値運転時

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転時

※１ プログラム運転時のみ選択可能です。

ＴＴＭ－２１５

ＴＴＭ－２１９

ＴＴＭ－２１７

端子番号⑮・⑯・⑰・⑱

端子番号㉘・㉙・㉚・㉛・㉜・㉝・㉞

端子番号⑲・⑳・㉑・㉒・㉓・㉔

ＴＴＭ－２１４

端子番号㉘・㉙・㉚・㉛・㉜・㉝・㉞

アクティブ

　ＤＩ３

バンク切り替え バンク切り替え

ＲＥＡＤＹＭＤ

ＡＴ停止 ＡＴ起動

タイマストップ タイマスタート

ＭＤ ＭＡＮＵＡＬ

逆動作 正動作

インターロック※１ －

ストップ

定置運転 プログラム運転

スタート

－ ステップ送り(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転時)※１

－ 一時停止(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転時)※１

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

－

－

－

－

－

－

－

－

 4D-3636-B                                                   　             3-10 



★通信機能

ＴＴＭ－２１４ ＴＴＭ－２１７ ＴＴＭ－２１５／２１９

　⑬ Ａ 　⑰ Ａ 　㉖ Ａ
通信 通信 通信

　⑭ Ｂ 　⑱ Ｂ 　㉗ Ｂ

＊通信機能には「通信」と「ローダ通信」と２種類あります。「通信」はオプション仕様となって

　います。

★通信

　＊ホストコンピュータとの通信用です。（通信機能オプション選択が必要となります）

　＊通信プロトコル ＴＯＨＯプロトコル
ＭＯＤＢＵＳプロトコル（ＲＴＵモード）

ＭＯＤＢＵＳプロトコル（ＡＳＣＩＩモード）

　＊インターフェイス ＲＳ４８５

★ローダ通信

　＊ＴＴＭ－２１０シリーズの全データを一括して設定する為の通信機能です。

　＊ローダ通信を行なう為には、専用ソフトをご使用されるパソコンにインストールする必要

　　があります。

　＊ＴＴＭ－２１０シリーズとパソコンを接続する為に、当社製接続ケーブル「ＴＴＭ－ＬＯＡＤ

　　 ＥＲ」（別売）が必要となります。

ＴＴＭ－２１７ 端子番号⑰・⑱

端子番号㉖・㉗ＴＴＭ－２１５

端子番号⑬・⑭ＴＴＭ－２１４

ＴＴＭ－２１９ 端子番号㉖・㉗
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★出力

出力１ 出力２ 出力３ 出力４ 出力５ 出力６ 出力７
③・④ ⑤・⑥ ⑦・⑨ ⑧・⑨

③・④ ⑤・⑥ ⑲・㉑ ⑳・㉑ ⑦・⑧ ⑨・⑩ ⑪・⑫

③・④ ⑤・⑥ ⑪・⑬ ⑫・⑬ ⑦・⑧ ㉓・㉔
③・④ ⑤・⑥ ⑲・㉑ ⑳・㉑ ⑦・⑧ ⑨・⑩ ⑪・⑫

●出力の割付

出力１ 出力２ 出力３ 出力４ 出力５ 出力６ 出力７
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ × × × × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：出力割り当て可能

×：出力割り当て不可能

●出力種類・仕様

　＊出力１・２

（抵抗負荷：１ＫΩ以上）

ＤＣ０～１Ｖ、ＤＣ０～１０ｍＶ（負荷抵抗：５００ＫΩ以上）

　＊出力３・４・５・６・７

ＴＴＭ－２１４

出力１ 出力２

　③ 　③ － 　⑤ 　⑤ －

　④ 　④ ＋ 　⑥ 　⑥ ＋

リレー ＳＳＲ／電流／電圧 リレー ＳＳＲ／電流／電圧

オープンコレクタ オープンコレクタ

出力３・４

＊出力３・４はコモン共通です

　⑦ 　⑦ ＋

　⑧ 　⑧ ＋

　⑨ 　⑨ －

リレー オープンコレクタ

イベント出力

ＴＴＭ－２１４

ＴＴＭ－２１７
ＴＴＭ－２１９

エンド出力

副出力（冷却）

オープンコレクタ

電流

ＳＳＲ駆動用電圧

出力種類
主出力（加熱）

タイマ出力

機種

ＴＴＭ－２１５

端子番号

伝送出力

電圧

ＤＣ０－１２Ｖ（負荷抵抗：６００Ω以上）

リレー接点 ＡＣ２５０Ｖ　３Ａ（抵抗負荷）、１ａ接点

ＤＣ２４Ｖ　１００ｍＡ（負荷電流）

ＤＣ０～５Ｖ、ＤＣ１～５Ｖ、ＤＣ０～１０Ｖ

ＤＣ２４Ｖ　１００ｍＡ（負荷電流）

ＤＣ４～２０ｍＡ（負荷抵抗：６００Ω以下）

リレー接点

オープンコレクタ

ＡＣ２５０Ｖ　１Ａ（抵抗負荷）、１ａ接点
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ＴＴＭ－２１７

出力１ 出力２

　③ 　③ － 　⑤ 　⑤ －

　④ 　④ ＋ 　⑥ 　⑥ ＋

リレー ＳＳＲ／電流／電圧 リレー ＳＳＲ／電流／電圧
オープンコレクタ オープンコレクタ

出力３・４ 出力５

　⑪ 　⑪ ＋ 　⑦ 　⑦ －

　⑫ 　⑫ ＋ 　⑧ 　⑧ ＋

　⑬ 　⑬ －

リレー オープンコレクタ

リレー オープンコレクタ

＊出力３・４はコモン共通です

出力７
　

  ㉓   ㉓ ＋

  ㉔   ㉔ －

リレー オープンコレクタ
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ＴＴＭ－２１５／２１９

出力１ 出力２

　③ 　③ － 　⑤ 　⑤ －

　④ 　④ ＋ 　⑥ 　⑥ ＋

リレー ＳＳＲ／電流／電圧 リレー ＳＳＲ／電流／電圧
オープンコレクタ オープンコレクタ

出力３・４ 出力５

　⑲ 　⑦ ＋ 　⑦ 　⑦ －

　⑳ 　⑧ ＋ 　⑧ 　⑧ ＋

　⑨ 　⑨ －

リレー オープンコレクタ

リレー オープンコレクタ

＊出力３・４はコモン共通です

出力６ 出力７

　⑨ 　⑨ － 　⑪ 　⑪ －

　⑩ 　⑩ ＋ 　⑫ 　⑫ ＋

リレー オープンコレクタ リレー オープンコレクタ

＊出力点数は最大７点まであり、制御出力・イベント出力・ＲＵＮ／ＲＤＹ出力・伝送出力・タイマー出力

　（３点）に使用できます。

　ご注文時型式にて指定となります。Ｐ１－３　型式表を参照願います。

＊機種により選択可能な出力点数が異なります。Ｐ３－１２　★出力の斜め線の部分は選択できません。

　又、Ｐ１－８　型式表でもご確認できます。

＊出力の「Ｎ０」・「Ｃ」はリレー接点出力機種、「＋」・「－」はリレー接点出力機種以外となります。

　配線先が指定となりますので、指定させた配線先に間違えなく配線を行なって下さい。

　  （極性「＋」、「－」には充分注意をして配線を行なって下さい）
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１）入力：Ｋ熱電対、出力１：リレー接点出力、単相１００Ｖ
★構成例

（例）ＴＴＭ－２１４

　　　　電源

　　　温度センサ（Ｋ熱電対）

★結線方法

　①　　 ⑬　　 ⑦

　②　　 ⑭　　 ⑧

　③　　 ⑮　　 ⑨

　④　　 ⑯　　 ⑩
　⑤　　 ⑰　　 ⑪ －

　⑥　　 ⑱　　 ⑫ ＋
＊熱電対には「＋」、「－」の極性が

　ありますので注意して配線をして下さい。

上記配線例の端子番号説明

端子番号

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑰

⑱

電源

今回は使用していません

＋側

３－４　配線例

今回は使用していません
出力４

今回は使用していません出力２

ＴＴＭ－２１４

コモン

電源

出力３

入力

ノーマルオープン

今回は使用していません

今回は使用していません

－側

通信

出力１

ＣＴ又はＤＩ入力

内容

ヒータ

ヒータ

⑯

外部リレー

Ｋ熱電対

外部リレー

OUT1 OUT2 OUT3 OUT4 RDY COM DI1 DI2 TMR

TIME

ﾟＦ

ﾟＣ
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２）入力：測温抵抗体、出力１：ＳＳＲ駆動電圧、単相１００Ｖ

★構成例

（例）ＴＴＭ－２１９ ＴＲＳ１２４５

ＳＳＲ

電源

★結線方法

　①　　　　　　⑬

　　　 －

　　　 ＋

ｂ

Ｂ
Ａ

　　＊測温抵抗体には、「Ａ」

　　「Ｂ」、「ｂ」の指定があ

　　りますので注意して配線し

　　て下さい。

上記配線例の端子番号説明

端子番号 端子番号

① ⑲ 出力３

② ⑳ 出力４

③ ㉑

④ ㉒

⑤ ㉓

⑥ ㉔

⑦ ㉕

⑧ ㉖

⑨ ㉗

⑩ ㉘

⑪ ㉙

⑬ ㉛

⑭ ㉜

⑮ ㉝

㉞

⑰

⑱

　⑪　　 ㉞     ㉓

－側

＋側 ｂ

今回は使用していません

出力６

今回は使用していません

今回は使用していません

ＡＩ入力

今回は使用していません

今回は使用しません

Ｂ

今回は使用していません

ＤＩ入力

Ａ
この端子は使用しません

通信

出力５

出力２

出力１

今回は使用していません

　⑫            ㉔

電源

内容

  ③　　 ㉖　　 ⑮

　⑦　　 ㉚　　 ⑲

　⑨　　 ㉜     ㉑

内容

　④　　 ㉗　　 ⑯

ヒータ

  ⑤　　 ㉘　　 ⑰

入力

　⑥　　 ㉙　　 ⑱

温度センサ（測温抵抗体）

電源

ＴＴＭ－２１９

  ②     ㉕     ⑭

　⑧　　 ㉛　　 ⑳

　⑩　　 ㉝　　 ㉒

㉚

⑯

今回は使用していません

⑫
今回は使用していません出力７

ＣＴ入力

測温抵抗体

ヒータ

DI1 DI2 DI3 DI4 RDY COM TMR
OUT1 OUT2 OUT3 OUT4 OUT5 OUT6 OUT7

TIME
ﾟＦ
ﾟＣ
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３）入力：測温抵抗体、出力１：ＳＳＲ駆動電圧、三相２００Ｖ

★構成例

＊三相２００Ｖにて使用可能なＳＳＲは
（例）ＴＴＭ－２１４ 　入力電流１０ｍＡ以下製品となります。

　　Ｒ

　　 電源Ｓ　　 

　　Ｔ

★結線方法

　　　Ｒ

電源　Ｓ　　 

　　　Ｔ

　①　　 ⑬　　 ⑦
　②　　 ⑭　　 ⑧

　　　－ 　③　　 ⑮　　 ⑨
　　　＋ 　④　　 ⑯　　 ⑩ ｂ

　⑤　　 ⑰　　 ⑪ Ｂ

　⑥　　 ⑱　　 ⑫ Ａ

＊ＳＳＲには「＋」、「－」の 　　＊測温抵抗体には、「Ａ」

　極性がありますので注意して 　　「Ｂ」、「ｂ」の指定があ

　配線をして下さい。 　　りますので注意して配線し

　　て下さい。

上記配線例の端子番号説明

端子番号

① ＊ＳＳＲは内部での故障により

② 　ショートする可能性がありま

③ 　すので、「温度ヒューズ」、

④ 　「過昇防止器」等でＳＳＲの

⑤ 　出力側の回路を遮断する事を

⑥ 　お勧め致します。

⑦

⑧

⑨

⑩

⑫

⑬

⑭

⑯

⑰

⑱

－側

ＣＴ又はＤＩ入力

出力１

今回は使用していません

＋側

通信

出力２

Ａ

入力 Ｂ

今回は使用していません

今回は使用していません

出力３

ｂ

内容

ヒータ

温度センサ（測温抵抗体）

今回は使用していません

ヒータ

電源

ＴＴＭ－２１４

⑪

⑮

出力４

＋

ＳＳＲ

＋

ＳＳＲ

測温抵抗体
－

ＳＳＲ
＋

－
ＳＳＲ

＋

OUT1 OUT2 OUT3 OUT4 RDY COM DI1 DI2 TMR

TIME

ﾟＦ

ﾟＣ
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４）入力：Ｋ熱電対、出力１：ＳＳＲ駆動電圧、出力２：リレー接点出力、単相１００Ｖ

　　　　　（加熱／冷却制御）

★構成例

ＴＲＳ１２４５

　　電源

★結線方法

　①　　　　　　⑬

　　　　－

　　　　＋

－

＋

＊ＳＳＲは内部での故障によりショートする可能性がありますので、 ＊熱電対には「＋」、

　「温度ヒューズ」、「過昇防止器」等でＳＳＲの出力側の回路を 　「－」の極性があ

　遮断する事をお勧め致します。 　りますので注意し

　て配線をして下さい。

上記配線例の端子番号説明

端子番号 端子番号

① ⑲ 出力３

② ⑳ 出力４

③ ㉑

④ ㉒

⑤ ㉓

⑥ ㉔

⑦ ㉕

⑧ ㉖

⑨ ㉗

⑪ ㉙

⑫ ㉚

⑬ ㉛

⑮ ㉝

⑯ ㉞

⑰

⑱
ＡＩ入力 今回は使用していません

ＣＴ入力

出力７ 今回は使用していません

今回は使用していません

今回は使用しません

今回は使用していません

＋側

内容

　⑨　　 ㉜     ㉑

通信

－側入力

今回は使用していません

この端子は使用しません

　⑧　　 ㉛　　 ⑳

  ⑤　　 ㉘　　 ⑰

－側
出力１

今回は使用していません
電源

　⑪　　 ㉞     ㉓

　⑫            ㉔

　⑥　　 ㉙　　 ⑱

内容

　⑩　　 ㉝　　 ㉒

  ③　　 ㉖　　 ⑮

　④　　 ㉗　　 ⑯

（例）ＴＴＭ－２１５

出力２

出力５

電源

今回は使用していません

コモン
ノーマルオープン

　⑦　　 ㉚　　 ⑲

＋側

温度センサ（Ｋ熱電対）

  ②     ㉕     ⑭

ＴＴＭ－２１５

⑩

⑭

㉘

㉜

ＤＩ入力

今回は使用していません出力６

冷凍機

ヒータ

外部リレー

Ｋ熱電対
ヒータ

外部リレー冷凍機

TIME

ﾟＦ

ﾟＣ

DI1 DI2 DI3 DI4 RDY COM TMR
OUT1 OUT2 OUT3 OUT4 OUT5 OUT6 OUT7
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５）入力：Ｋ熱電対、出力１：リレー接点出力、出力２：伝送出力、単相１００Ｖ

★構成例

（例）ＴＴＭ－２１４

　　　　電源

記録計

★結線方法

　①　　 ⑬　　 ⑦

　②　　 ⑭　　 ⑧
　③　　 ⑮　　 ⑨

　④　　 ⑯　　 ⑩
－ 　⑤　　 ⑰　　 ⑪ －

＋ 　⑥　　 ⑱　　 ⑫ ＋
＊熱電対には「＋」、「－」の極性が

　ありますので注意して配線をして下さい。

上記配線例の端子番号説明

端子番号

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑫

⑬

⑭

⑯

⑰

⑱

通信 今回は使用していません

ＣＴ又はＤＩ入力 今回は使用していません

入力

＋側

今回は使用していません

⑪ －側

ヒータ

ＴＴＭ－２１４

今回は使用していません

出力３

－側

＋側
出力２

ヒータ

内容

ノーマルオープン
コモン

電源

出力１

電源

温度センサ（Ｋ熱電対）

⑮

出力４

外部リレー

Ｋ熱電対

外部リレー

OUT1 OUT2 OUT3 OUT4 RDY COM DI1 DI2 TMR

TIME

ﾟＦ

ﾟＣ
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   本章では、基本的な操作に関してご説明いたします。

　　　４－１：設定モードの流れ Ｐ４－２・３

　　　４－２：基本操作

４－２－１：パラメータの切り替え Ｐ４－４～１８

４－２－２：設定項目選択画面設定 Ｐ４－１９

４－２－３：入力種類の設定 Ｐ４－２０

４－２－４：キー機能の設定 Ｐ４－２１

４－２－５：ＳＶリミッタ設定の設定方法 Ｐ４－２２

４－２－６：制御種類の設定方法 Ｐ４－２３・２４

４－２－７：出力の設定方法 Ｐ４－２５

４－２－８：優先画面の設定方法 Ｐ４－２６

４－２－９：ブラインド設定モードへの切り替え Ｐ４－２７・２８

４－２－１０：ＯＮ／ＯＦＦ制御への切り替え Ｐ４－２９

４、基本操作
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電源投入後、約４秒間本機器は

動作をしません。

SET21 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾓｰﾄﾞ設定      SET21 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾓｰﾄﾞ設定

 (C/P＝0)定値運転ﾓｰﾄﾞ時      (C/P≠0)ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転ﾓｰﾄﾞ時

ＭＯＤＥキー２秒 SET21 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾓｰﾄﾞ設定 ＭＯＤＥキー２秒

 C/Pの設定により相互に移行

　ＭＯＤＥキー

＊ＭＯＤＥキーにて各設定モードのパラメータ画面が順番に表示され、ＳＥＴ＊＊画面に戻ります。
＊▲・▼キーにて「ＳＥＴ０１」から「ＳＥＴ２３」の設定項目選択画面が順番に表示されます。

　（機能として無い画面は表示されません。）

　（プログラム運転モードは、Ｐ６－１３～　を参照願います）

＊各パラメータ画面から「ＭＯＤＥ」キーを２秒間押し続けると「運転モード」に戻ります。

ＭＯＤＥキー１０秒 ＭＯＤＥキー１０秒

★本器は２分以上キー操作を行なわない場合は、「運転モード」画面に自動的に戻ります。

★機能（仕様）に無いＳＥＴ画面は表示しません。
★運転モードから設定項目選択画面又設定項目選択画面から運転モードへはＭＯＤＥキーを２秒間

　長押しにて遷移します。

★パラメータ設定画面の遷移は▲・▼キーにて行います。
★各パラメータ設定画面の遷移はＭＯＤＥキーにて行います。

４－１　設定モードの流れ

電源投入

定値運転モード画面

このモードでは、ＰＶ値（現在値）の表示、制御の目標値
であるＳＶ値（設定値）の設定、タイマ１・２・３残時間
モニタ表示、優先画面１～１６を表示、設定されているバ
ンク番号表示、動作している各種機能（出力・ＣＴ・通
信・ＤＩ・ＡＩ等）を表示します。

各ＳＥＴ内パラメータ設定画面
各種パラメータを設定します。（Ｐ６－２～ を参照）

ブラインド設定画面
各種パラメータにてブラインド（表示を消す）する項目
を設定する画面へ移行します。
詳細は、（Ｐ４－２７・２８）を参照願います。

プログラム運転モード画面

このモードでは、ＰＶ値（現在値）の表示、ＳＶ値にはプ
ログラム運転状態、タイマ１・２・３残時間モニタ表示、
優先画面１～１６を表示、設定されているバンク番号表示、
動作している各種機能（出力・ＣＴ・通信・ＤＩ・ＡＩ
等）を表示します。

設定項目選択画面（ＳＥＴ０１～２３）
（Ｐ６－１以降を参照）ＳＥＴ０１～ＳＥＴ２３の各種パラメータを設定します。
ＳＥＴ２１、２２がプログラム運転に関する設定になります。

PROG
25

0
25

４秒後 ４秒後

0
INP1 初期画面
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■初期画面

本機器は電源ＯＮ直後、入力種類番号を表示し、４秒後に運転モード画面へ移行します。

初期画面

 入力表示のパラメータ

 入力種類番号

（工場出荷時は「０」）

　  ４秒後

定値運転モード画面

  ＰＶ値（現在値）

  ＳＶ値（目標値）

SET21 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾓｰﾄﾞ設定時

 (C/P≠0)ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転ﾓｰﾄﾞに移行します。
番号

0
1

2

3

4

初期画面 5

6

 入力表示のパラメータ 7

8

 入力種類番号 9

（工場出荷時は「０」） 10

11

　  ４秒後 12

13

プログラム運転モード画面 14

15
  ＰＶ値（現在値） 16

17

  ＳＶ値（PROG） 18

19
20

ＷＲｅ５－２６熱電対

Ｌ熱電対

入力種類番号と入力種類

ＰＲ４０－２０熱電対

入力種類

Ｊ熱電対

Ｔ熱電対

Ｅ熱電対

電源投入

Ｎ熱電対

ＰＬⅡ熱電対

ＤＣ　０－１Ｖ

Ｕ熱電対

ＤＣ　０－１０ｍＶ

ＪＰｔ１００

Ｐｔ１００

ＤＣ　０－１０Ｖ
ＤＣ　４－２０ｍＡ

ＤＣ　０－５Ｖ

電源投入
Ｋ熱電対

ＤＣ　１－５Ｖ

Ｂ熱電対

Ｓ熱電対

Ｒ熱電対

優先画面１～１６を表示、設定されているバンク番号表示、

0
INP1

0
25

0
INP1

PROG
25
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各設定項目選択画面及び各設定モードのフローについて説明致します。

４－２－１ パラメータの切り替え（全体の流れ）

＊▲・▼キーにて設定項目選択画面の切り替えに使用します。

　　　運転モード ＊ＭＯＤＥキーにて各設定モードの内の切り替えに使用します。

　一巡すると設定項目選択画面に戻ります。

＊製品仕様により表示しないモード画面もあります。

　ＭＯＤＥキー２秒間押

  S01-1  S01-2 　　S01-12

     入力１設定モード

　 MODEｷｰ     MODEｷｰ

  S02-1  S02-2     S02-7

     入力２設定モード

   MODEｷｰ     MODEｷｰ

S03-1  S03-6

　      キー機能設定モード

      MODEｷｰ 　　MODEｷｰ

  S04-1  S04-3     S04-60
　　  制御設定モード

      MODEｷｰ 　　MODEｷｰ      MODEｷｰ

  S05-1  S05-2     S05-13

　　  OUT１設定モード

      MODEｷｰ     MODEｷｰ     MODEｷｰ

▲キー 　▼キー   S20-1 S20-2     S20-16

　　  バンク設定モード

      MODEｷｰ 　　MODEｷｰ 　　　MODEｷｰ

  S20-1 S20-2     S20-16

▲キー 　▼キー
プログラム運転機能設定

      MODEｷｰ ※SET21 C/P以降 の設定ﾊﾟﾗﾒｰﾀ　及び　SET22 の各設定ﾊﾟﾗﾒｰﾀは、

　SET21 C/P=0　時は、表示されません。
　詳細は、P6-13、P6-14 を参照願います

▲キー 　▼キー バンク自動切替機能設定

      MODEｷｰ ※SET23 の各設定ﾊﾟﾗﾒｰﾀは、

　SET23 bAF=0　時は、表示されません。
　詳細は、P6-15を参照願います

＊各パラメータ画面の左上の数字は各パラメータ画面内の項目の番号です。

　　表記例：Ｓ２０－１：パラメータ画面ＳＥＴ２０の１項目を示します。

▲キー

▼キー▲キー

▼キー

MODEｷｰ

▲キー

４－２　基本操作

▲キー

MODEｷｰ

▼キー

　▼キー

 4D-3636-B                                                      　              4-4 



各設定モード流れ

定値運転モード プログラム運転モード
　SET21 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾓｰﾄﾞ設定 　SET21 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾓｰﾄﾞ設定

 　(C/P＝0)定値運転ﾓｰﾄﾞに移行  　(C/P＝1)ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転ﾓｰﾄﾞに移行

　　　1.PV/SV画面 　　　1.ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転画面

MODEｷｰ MODEｷｰ

　　　2.ﾀｲﾏ1ﾓﾆﾀ 　　　2.ｽﾃｯﾌﾟSV値画面

MODEｷｰ MODEｷｰ

　　　3.ﾀｲﾏ2ﾓﾆﾀ 　　　3.ｽﾃｯﾌﾟ時間ﾓﾆﾀ

MODEｷｰ MODEｷｰ

　　　4.ﾀｲﾏ3ﾓﾆﾀ 　　　4.ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転開始/停止画面

MODEｷｰ MODEｷｰ

　　　5.優先画面1 　　　5.ﾀｲﾏ1ﾓﾆﾀ

　　　（優先画面1から

　　　　16迄順番に表示）

MODEｷｰ MODEｷｰ

　　　20.優先画面16　　 　　　6.ﾀｲﾏ2ﾓﾆﾀ

MODEｷｰ MODEｷｰ

１へ

　　　７.ﾀｲﾏ3ﾓﾆﾀ

MODEｷｰ

　　　8.優先画面1

　　　（優先画面1から

　　　　16迄順番に表示）

MODEｷｰ

　　　23.優先画面16　　

MODEｷｰ
１へ

 4D-3636-B                                                      　              4-5 



ＳＥＴ１：入力１設定モード

　　0.設定項目選択画面

S01-1 MODEｷｰ

　　1.入力１種類設定

S01-2 MODEｷｰ

　　2.ｽｹｰﾘﾝｸﾞ上限設定

　　＊電流電圧入力時に表示

S01-3 MODEｷｰ

　　3.ｽｹｰﾘﾝｸﾞ下限設定

　　＊電流電圧入力時に表示

S01-4 MODEｷｰ

　　4.PV補正機能設定※１

S01-5 MODEｷｰ S01-9 MODEｷｰ

　　5.PV補正ｹﾞｲﾝ設定 　　9.PV補正後下限設定
　　＊PV ｹﾞｲﾝ・ｾﾞﾛ 点補正時に表示 　　＊PV X・Y 2点補正時に表示

S01-6 MODEｷｰ S01-10 MODEｷｰ

　　6.PV補正ｾﾞﾛ設定 　　10.PV補正後上限設定

　　＊PV ｹﾞｲﾝ・ｾﾞﾛ 点補正時に表示 　　＊PV X・Y 2点補正時に表示

S01-7 MODEｷｰ S01-11 MODEｷｰ

　　7.PV補正前下限設定 　　11.入力ﾌｨﾙﾀ設定

　　＊PV X・Y 2点補正時に表示

S01-8 MODEｷｰ S01-12 MODEｷｰ

　　8.PV補正前上限設定 　　12.小数点位置設定

　　＊PV X・Y 2点補正時に表示

MODEｷｰ MODEｷｰ
ＳＥＴ０１項９へ ＳＥＴ０１項０へ

※１：PV 補正機能設定

(PVF1=0)選択時、PV ｹﾞｲﾝ・ｾﾞﾛ 点補正を選択

(PVF1=1)選択時、PV X・Y 2点補正を選択
　詳細は、Ｐ６－４～６ を参照願います。
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ＳＥＴ２：入力２設定モード ＳＥＴ３：キー機能設定モード

　　　0.設定項目選択画面 　　　0.設定項目選択画面

S02-1 MODEｷｰ S03-1 MODEｷｰ

　　　1.入力２種類設定 　　　1.ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ１機能設定

S02-2 MODEｷｰ S03-2 MODEｷｰ

　　　2.ｽｹｰﾘﾝｸﾞ上限設定 　　　2.ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ２機能設定
　　　＊電流電圧入力時に表示

S02-3 MODEｷｰ S03-3 MODEｷｰ

　　　3.ｽｹｰﾘﾝｸﾞ下限設定 　　　3.ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ３機能設定
　　　＊電流電圧入力時に表示

S02-4 MODEｷｰ S03-4 MODEｷｰ

　　　4.PV補正ｹﾞｲﾝ設定 　　　4.ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ４機能設定

S02-5 MODEｷｰ S03-5 MODEｷｰ

　　　5.PV補正ｾﾞﾛ設定 　　　5.ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ５機能設定

S02-6 MODEｷｰ S03-6 MODEｷｰ

　　　6.入力ﾌｨﾙﾀ設定 　　　6.ｷｰﾛｯｸ設定ﾓｰﾄﾞ

S02-7 MODEｷｰ MODEｷｰ

　　　7.ﾛｰｶﾙ/ﾘﾓｰﾄ切替

MODEｷｰ

ＳＥＴ０３項０へ

ＳＥＴ０２項０へ
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ＳＥＴ４：制御設定モード

S04-11

　　　0.設定項目選択画面 　　　11.主制御操作量

S04-1 MODEｷｰ S04-12 MODEｷｰ

　　　1.ﾊﾞﾝｸ設定 　　　12.主制御出力ｹﾞｲﾝ設定

S04-2 S04-13 MODEｷｰ

　　　2.ﾊﾞﾝｸ上限設定 　　　13.ﾁｭｰﾆﾝｸﾞ種類設定

S04-3 MODEｷｰ S04-14 MODEｷｰ

　　　3.制御設定 　　　14.AT係数設定

S04-4 MODEｷｰ S04-15 MODEｷｰ

　　　4.SVﾘﾐｯﾀ上限設定 　　　15.AT感度設定

S04-5 MODEｷｰ S04-16 MODEｷｰ

　　　5.SVﾘﾐｯﾀ下限設定 　　　16.AT起動画面

S04-6 MODEｷｰ S04-17 MODEｷｰ

　　　6.制御ﾓｰﾄﾞ設定 　　　17.比例帯設定

S04-7 MODEｷｰ S04-18 MODEｷｰ

　　　7.制御種類設定 　　　18.積分時間設定

S04-8 MODEｷｰ S04-19 MODEｷｰ

　　　8.PID制御ﾀｲﾌﾟ設定 　　　19.微分時間設定

S05-9 MODEｷｰ S04-20 MODEｷｰ

　　　9.type　Bﾓｰﾄﾞ設定 　　　20.主制御比例周期

初期値　リレー：２０秒
　　　　ＳＳＲ：１秒

S04-10 MODEｷｰ MODEｷｰ

S04-21へ

　　　10.正動作逆動作設定
次ページへ続く

MODEｷｰ

S04-11へ
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S04-21 S04-32 MODEｷｰ

　　　21.ｱﾝﾁﾘｾｯﾄﾜｲﾝﾄﾞｱｯﾌﾟ       32.主制御ﾙｰﾌﾟ異常時間
         設定

S04-22 MODEｷｰ S04-33 MODEｷｰ

　　　22.主制御操作量ﾘﾐｯﾀ 　　　33.主制御OFF点位置
　　　　　上限設定 　　　　　選択設定

S04-23 MODEｷｰ S04-34 MODEｷｰ

　　　23.主制御操作量ﾘﾐｯﾀ 　　　34.主制御感度設定

　　　　　下限設定

S04-24 MODEｷｰ S04-35 MODEｷｰ

　　　24.主制御操作量変化率 　　　35.主制御OFF点位置設定

　　　　　ﾘﾐｯﾀ上昇設定

S04-25 MODEｷｰ S04-36 MODEｷｰ

　　　25.主制御操作量変化率 　　　36.主制御　保護offﾀｲﾏ

　　　　　ﾘﾐｯﾀ下降設定        (0～99分)

S04-26 MODEｷｰ S04-37 MODEｷｰ

　　　26.主制御　ｿﾌﾄｽﾀｰﾄ出力 　　　37.主制御　保護onﾀｲﾏ
　　　　　設定        (0～99分)

S04-27 MODEｷｰ S04-38 MODEｷｰ

　　　27.主制御　ｿﾌﾄｽﾀｰﾄ時間 　　　38.副制御操作量

　　　　　設定

S04-28 MODEｷｰ S04-39 MODEｷｰ

      28.主制御異常時操作量 　　　39.副制御出力ｹﾞｲﾝ設定

　　　　　設定

S04-29 MODEｷｰ S04-40 MODEｷｰ

      29.主制御ループ異常 　　　40.副制御比例帯設定

　　　　　PV閾値設定 　　　(0.10～10.00倍)

S04-30 MODEｷｰ S04-41 MODEｷｰ

      30.主制御異常時操作量 　　　41.副制御比例周期設定

　　　　　制御量閾値設定

S04-31 MODEｷｰ MODEｷｰ

      30.主制御ループ異常      31.主制御ループ異常

         PV変化量設定         PV変化量設定
次ページへ続く

S04-32へ

S04-42へ
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S04-42 S04-52

　　　42.副制御操作量ﾘﾐｯﾀ 　　　52.副制御OFF点位置設定
　　　　 上限設定

S04-43 MODEｷｰ S04-53 MODEｷｰ

　　　43.副制御操作量ﾘﾐｯﾀ 　　　53.副制御　保護offﾀｲﾏ
　　　　 下限設定        (0～99分)

S04-44 MODEｷｰ S04-54 MODEｷｰ

　　　44.副制御操作量変化率 　　　54.副制御　保護onﾀｲﾏ

　　　　 ﾘﾐｯﾀ上昇設定        (0～99分)

S04-45 MODEｷｰ S04-55 MODEｷｰ

　　　45.副制御操作量変化率 　　　55.ﾏﾆｭｱﾙﾘｾｯﾄ設定

　　　　 ﾘﾐｯﾀ下降設定

S04-46 MODEｷｰ S04-56 MODEｷｰ

　　　46.副制御異常時操作量 　　　56.ﾃﾞｯﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ設定

　　　　 設定

S04-47 MODEｷｰ S04-57 MODEｷｰ

　　　47.副制御ループ異常 　　　57.ﾗﾝﾌﾟ時間設定
　　　　 PV閾値設定

S04-48 MODEｷｰ S04-58 MODEｷｰ

　　　48.副制御ループ異常 　　　58.ﾊﾞﾙﾌﾞﾓｰﾀｽﾄﾛｰｸ時間設定

　　　　 制御量閾値設定

S04-49 MODEｷｰ S04-59 MODEｷｰ

　　　49.副制御ループ異常

　　　　 PV変化量設定 　　　59.ﾊﾞﾙﾌﾞﾓｰﾀﾄﾞﾗｲﾌﾞﾃﾞｯﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ設定

S04-50 MODEｷｰ S04-60 MODEｷｰ

　　　50.副制御ﾙｰﾌﾟ異常時間 　　　60.AT終了後初期開度

         設定

S04-51 MODEｷｰ MODEｷｰ

　　　51.副制御感度設定 ＳＥＴ０４項０へ

S04-52へ
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ＳＥＴ５：ＯＵＴ１設定モード

S05-10

　　　0.設定項目選択画面 　　　10.ｲﾍﾞﾝﾄ極性設定

S05-1 MODEｷｰ S05-11 MODEｷｰ

　　　1.接続先設定 　　　11.伝送出力機能設定

S05-2 MODEｷｰ S05-12 MODEｷｰ

　　　2.ｲﾍﾞﾝﾄ機能1設定 　　　12.伝送ｽｹｰﾘﾝｸﾞ上限設定

S05-3 MODEｷｰ S05-13 MODEｷｰ

　　　3.ｲﾍﾞﾝﾄ上限設定 　　　13.伝送ｽｹｰﾘﾝｸﾞ下限設定

S05-4 MODEｷｰ MODEｷｰ

　　　4.ｲﾍﾞﾝﾄ下限設定

S05-5 MODEｷｰ

　　　5.ｲﾍﾞﾝﾄ感度設定

S05-6 MODEｷｰ

　　　6.ｲﾍﾞﾝﾄﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾏ設定

S05-7 MODEｷｰ

　　　7.ｲﾍﾞﾝﾄ機能2設定

       (PV異常)

S05-8 MODEｷｰ

　　　8.ｲﾍﾞﾝﾄ機能3設定

       （CT異常）

S05-9 MODEｷｰ

　　　9.ｲﾍﾞﾝﾄ機能4設定

       （ﾙｰﾌﾟ異常）

MODEｷｰ

ＳＥＴ０５項０へ

S05-10へ

 4D-3636-B                                                      　              4-11 



ＳＥＴ６：ＯＵＴ２設定モード

S06-10

　　　0.設定項目選択画面 　　　10.ｲﾍﾞﾝﾄ極性設定

S06-1 MODEｷｰ S06-11 MODEｷｰ

　　　1.接続先設定 　　　11.伝送出力機能設定

S06-2 MODEｷｰ S06-12 MODEｷｰ

　　　2.ｲﾍﾞﾝﾄ機能1設定 　　　12.伝送ｽｹｰﾘﾝｸﾞ上限設定

S06-3 MODEｷｰ S06-13 MODEｷｰ

　　　3.ｲﾍﾞﾝﾄ上限設定 　　　13.伝送ｽｹｰﾘﾝｸﾞ下限設定

S06-4 MODEｷｰ MODEｷｰ

　　　4.ｲﾍﾞﾝﾄ下限設定

S06-5 MODEｷｰ

　　　5.ｲﾍﾞﾝﾄ感度設定

S06-6 MODEｷｰ

　　　6.ｲﾍﾞﾝﾄﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾏ設定

S06-7 MODEｷｰ

　　　7.ｲﾍﾞﾝﾄ機能2設定

　　　 (PV異常)

S06-8 MODEｷｰ

　　　8.ｲﾍﾞﾝﾄ機能3設定

　　　（CT異常）

S06-9 MODEｷｰ

　　　9.ｲﾍﾞﾝﾄ機能4設定

　　　（ﾙｰﾌﾟ異常）

MODEｷｰ

S06-10へ

ＳＥＴ０６項０へ
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ＳＥＴ７：ＯＵＴ３設定モード ＳＥＴ８：ＯＵＴ４設定モード

　　　0.設定項目選択画面 　　　0.設定項目選択画面

S07-1 MODEｷｰ S08-1 MODEｷｰ

　　　1.接続先設定 　　　1.接続先設定

S07-2 MODEｷｰ S08-2 MODEｷｰ

　　　2.ｲﾍﾞﾝﾄ機能1設定 　　　2.ｲﾍﾞﾝﾄ機能1設定

S07-3 MODEｷｰ S08-3 MODEｷｰ

　　　3.ｲﾍﾞﾝﾄ上限設定 　　　3.ｲﾍﾞﾝﾄ上限設定

S07-4 MODEｷｰ S08-4 MODEｷｰ

　　　4.ｲﾍﾞﾝﾄ下限設定 　　　4.ｲﾍﾞﾝﾄ下限設定

S07-5 MODEｷｰ S08-5 MODEｷｰ

　　　5.ｲﾍﾞﾝﾄ感度設定 　　　5.ｲﾍﾞﾝﾄ感度設定

S07-6 MODEｷｰ S08-6 MODEｷｰ

　　　6.ｲﾍﾞﾝﾄﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾏ設定 　　　6.ｲﾍﾞﾝﾄﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾏ設定

S07-7 MODEｷｰ S08-7 MODEｷｰ

　　　7.ｲﾍﾞﾝﾄ機能2設定 　　　7.ｲﾍﾞﾝﾄ機能2設定

　　　(PV異常) 　　　(PV異常)

S07-8 MODEｷｰ S08-8 MODEｷｰ

　　　8.ｲﾍﾞﾝﾄ機能3設定 　　　8.ｲﾍﾞﾝﾄ機能3設定

　　　（CT異常） 　　　（CT異常）

S07-9 MODEｷｰ S08-9 MODEｷｰ

　　　9.ｲﾍﾞﾝﾄ機能4設定 　　　9.ｲﾍﾞﾝﾄ機能4設定

　　　（ﾙｰﾌﾟ異常） 　　　（ﾙｰﾌﾟ異常）

S07-10 MODEｷｰ S08-10 MODEｷｰ

　　　10.ｲﾍﾞﾝﾄ極性設定 　　　10.ｲﾍﾞﾝﾄ極性設定

MODEｷｰ MODEｷｰ

ＳＥＴ０８項０へＳＥＴ０７項０へ
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ＳＥＴ９：ＯＵＴ５設定モード ＳＥＴ１０：ＯＵＴ６設定モード

　　　0.設定項目選択画面 　　　0.設定項目選択画面

S09-1 MODEｷｰ S10-1 MODEｷｰ

　　　1.接続先設定 　　　1.接続先設定

S09-2 MODEｷｰ S10-2 MODEｷｰ

　　　2.ｲﾍﾞﾝﾄ機能1設定 　　　2.ｲﾍﾞﾝﾄ機能1設定

S09-3 MODEｷｰ S10-3 MODEｷｰ

　　　3.ｲﾍﾞﾝﾄ上限設定 　　　3.ｲﾍﾞﾝﾄ上限設定

S09-4 MODEｷｰ S10-4 MODEｷｰ

　　　4.ｲﾍﾞﾝﾄ下限設定 　　　4.ｲﾍﾞﾝﾄ下限設定

S09-5 MODEｷｰ S10-5 MODEｷｰ

　　　5.ｲﾍﾞﾝﾄ感度設定 　　　5.ｲﾍﾞﾝﾄ感度設定

S09-6 MODEｷｰ S10-6 MODEｷｰ

　　　6.ｲﾍﾞﾝﾄﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾏ設定 　　　6.ｲﾍﾞﾝﾄﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾏ設定

S09-7 MODEｷｰ S10-7 MODEｷｰ

　　　7.ｲﾍﾞﾝﾄ機能2設定 　　　7.ｲﾍﾞﾝﾄ機能2設定

　　　(PV異常) 　　　(PV異常)

S09-8 MODEｷｰ S10-8 MODEｷｰ

　　　8.ｲﾍﾞﾝﾄ機能3設定 　　　8.ｲﾍﾞﾝﾄ機能3設定

　　　（CT異常） 　　　（CT異常）

S09-9 MODEｷｰ S10-9 MODEｷｰ

　　　9.ｲﾍﾞﾝﾄ機能4設定 　　　9.ｲﾍﾞﾝﾄ機能4設定

　　　（ﾙｰﾌﾟ異常） 　　　（ﾙｰﾌﾟ異常）

S09-10 MODEｷｰ S10-10 MODEｷｰ

　　　10.ｲﾍﾞﾝﾄ極性設定 　　　10.ｲﾍﾞﾝﾄ極性設定

MODEｷｰ MODEｷｰ

ＳＥＴ１０項０へＳＥＴ０９項０へ
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ＳＥＴ１１：ＯＵＴ７設定モード ＳＥＴ１２：ＣＴ設定モード

　　　0.設定項目選択画面 　　　0.設定項目選択画面

S11-1 MODEｷｰ S12-1 MODEｷｰ

　　　1.接続先設定 　　　1.CT1接続先設定

S11-2 MODEｷｰ S12-2 MODEｷｰ

　　　2.ｲﾍﾞﾝﾄ機能1設定 　　　2.CT1電流値ﾓﾆﾀ

S11-3 MODEｷｰ S12-3 MODEｷｰ

　　　3.ｲﾍﾞﾝﾄ上限設定 　　　3.CT1異常電流値設定

S11-4 MODEｷｰ S12-4 MODEｷｰ

　　　4.ｲﾍﾞﾝﾄ下限設定 　　　4.CT2接続先設定

S11-5 MODEｷｰ S12-5 MODEｷｰ

　　　5.ｲﾍﾞﾝﾄ感度設定 　　　5.CT2電流値ﾓﾆﾀ

S11-6 MODEｷｰ S12-6 MODEｷｰ

　　　6.ｲﾍﾞﾝﾄﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾏ設定 　　　6.CT2異常電流値設定

S11-7 MODEｷｰ MODEｷｰ

　　　7.ｲﾍﾞﾝﾄ機能2設定

　　　(PV異常)

ＳＥＴ１３：ＤＩ設定モード

S11-8 MODEｷｰ

　　　8.ｲﾍﾞﾝﾄ機能3設定 　　　0.設定項目選択画面

　　　（CT異常）

S11-9 MODEｷｰ S13-1   MODEｷｰ

　　　9.ｲﾍﾞﾝﾄ機能4設定 　　　1.機能設定

　　　（ﾙｰﾌﾟ異常）

S11-10 MODEｷｰ S13-2   MODEｷｰ

　　　10.ｲﾍﾞﾝﾄ極性設定 　　　2.極性設定

MODEｷｰ   MODEｷｰ

ＳＥＴ１１項０へ ＳＥＴ１３項０へ

ＳＥＴ１２項０へ
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ＳＥＴ１４：タイマ１設定モード ＳＥＴ１５：タイマ２設定モード

　　　0.設定項目選択画面 　　　0.設定項目選択画面

S14-1   MODEｷｰ S15-1   MODEｷｰ

　　　1.機能設定 　　　1.機能設定

S14-2   MODEｷｰ S15-2   MODEｷｰ

　　　2.単位設定 　　　2.単位設定

S14-3   MODEｷｰ S15-3   MODEｷｰ

　　　3.SV許容幅設定 　　　3.SV許容幅設定

S14-4   MODEｷｰ S15-4   MODEｷｰ

　　　4.ONﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾏ設定 　　　4.ONﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾏ設定

S14-5   MODEｷｰ S15-5   MODEｷｰ

　　　5.OFFﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾏ設定 　　　5.OFFﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾏ設定

S14-6   MODEｷｰ S15-6   MODEｷｰ

　　　6.繰り返し回数設定 　　　6.繰り返し回数設定

S14-7   MODEｷｰ S15-7   MODEｷｰ

　　　7.残時間ﾓﾆﾀ 　　　7.残時間ﾓﾆﾀ

  MODEｷｰ   MODEｷｰ

ＳＥＴ１４項０へ ＳＥＴ１５項０へ
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ＳＥＴ１６：タイマ３設定モード ＳＥＴ１７：通信設定モード

　　　0.設定項目選択画面 　　　0.設定項目選択画面

S16-1   MODEｷｰ S17-1   MODEｷｰ

　　　1.機能設定 　　　1.通信ﾌﾟﾛｺﾄﾙ設定

S16-2   MODEｷｰ S17-2   MODEｷｰ

　　　2.単位設定 　　　2.通信ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定

S16-3   MODEｷｰ S17-3   MODEｷｰ

　　　3.SV許容幅設定 　　　3.通信速度設定

S16-4   MODEｷｰ S17-4   MODEｷｰ

　　　4.ONﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾏ設定 　　　4.通信ｱﾄﾞﾚｽ設定

S16-5   MODEｷｰ S17-5   MODEｷｰ

　　　5.OFFﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾏ設定 　　　5.応答遅延時間設定

S16-6   MODEｷｰ S17-6   MODEｷｰ

　　　6.繰り返し回数設定 　　　6.通信切り替え設定

S16-7   MODEｷｰ   MODEｷｰ

　　　7.残時間ﾓﾆﾀ

  MODEｷｰ

ＳＥＴ１７項０へ

ＳＥＴ１６項０へ
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ＳＥＴ１８：初期設定モード

S18-11

　　　0.設定項目選択画面 　　　11.ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ一時呼び出し
　　　　設定

S18-1   MODEｷｰ S18-12   MODEｷｰ

　　　1.ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ解除 　　　12.設定値ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ

S18-2   MODEｷｰ S18-13   MODEｷｰ

　　　2.PV通常状態表示設定 　　　13.設定値の初期化

S18-3   MODEｷｰ  S18-14   MODEｷｰ

　　　14.ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ設定

　　　3.PV表示設定自動表示ロウ

S18-4   MODEｷｰ   MODEｷｰ

　　　4.PV表示設定自動表示ミドル

ＳＥＴ１９：優先画面設定モード

S18-5   MODEｷｰ 　　　0.設定項目選択画面

　　　5.PV表示設定自動表示ハイ
S19-1   MODEｷｰ

S18-6   MODEｷｰ 　　　1.優先画面1設定

　　　6.PV表示設定用切り替え幅

S19-16   MODEｷｰ

S18-7   MODEｷｰ 　　　16.優先画面16設定

　　　7.PVｲﾍﾞﾝﾄ出力時表示設定

  MODEｷｰ

＊優先画面1～16が順番に表示

S18-8   MODEｷｰ

ＳＥＴ２０：バンク設定モード

　　　8.PV異常時表示設定

　　　0.設定項目選択画面

S18-9   MODEｷｰ
S20-1   MODEｷｰ

　　　9.CT異常時表示設定

　　　1.ﾊﾞﾝｸ選択1設定

S18-10   MODEｷｰ

　　　10.ﾙｰﾌﾟ異常時表示設定 S20-16   MODEｷｰ

　　　16.ﾊﾞﾝｸ選択16設定

  MODEｷｰ

＊ﾊﾞﾝｸ選択1～16が順番に表示

ＳＥＴ１９項０へ

ＳＥＴ１８項０へ

S18-11へ

ＳＥＴ２０項０へ
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４－２－２ 設定項目選択画面設定

＊設定値内容の詳細は、上記　（Ｐ６　２～８３） のパラメータ設定を参照願います。

＊ＳＥＴ２１～２３ の設定モード詳細については、（Ｐ５－４７～７５）を参照願います。

＊ＳＥＴ２１～２３ の設定画面は、ＳＥＴ２１（Ｐ５－５２）、ＳＥＴ２２（Ｐ５－５５）、
　ＳＥＴ２３（Ｐ５－７２）の参照をお願いします。

ＳＥＴ２３ バンク自動切替に関するモード

ＳＥＴ０６

ＳＥＴ０２
ＳＥＴ０３ キー機能設定に関するモード

制御内容設定に関するモード

出力（ＯＵＴ）１設定に関するモード

出力（ＯＵＴ）２設定に関するモード

入力２設定に関するモード

Ｐ６－１４～４８

ＳＥＴ１２

タイマ２設定に関するモード

ＳＥＴ０４

ＳＥＴ０５

ＳＥＴ１０

ＳＥＴ０９

出力（ＯＵＴ）４設定に関するモード

出力（ＯＵＴ）７設定に関するモード

出力（ＯＵＴ）６設定に関するモード

Ｐ６－７２

ＳＥＴ０８
ＳＥＴ０７

Ｐ６－８０～８３

Ｐ６－５９～６１

Ｐ６－４９～５６
出力（ＯＵＴ）３設定に関するモード

設定項目選択画面
ＳＥＴ０１

出力（ＯＵＴ）５設定に関するモード

Ｐ６－２～７

Ｐ６－８～１１
Ｐ６－１２～１３

Ｐ６－５７～５８

内容
入力１設定に関するモード

優先画面設定の関するモード

タイマ３設定に関するモード

通信設定に関するモード

ＣＴ設定に関するモード

ＤＩ設定に関するモード

ＳＥＴ１５

ＳＥＴ１６

ＳＥＴ２２

ＳＥＴ２１

ＳＥＴ１３

ＳＥＴ１７

ＳＥＴ１８ 初期設定に関するモード

ＳＥＴ１４
Ｐ６－６２～６４

Ｐ６－６５～６６

Ｐ６－６７～７０

ＳＥＴ１１

ＳＥＴ１９

Ｐ６－７７～７９

バンク設定に関するモード

Ｐ６－７３～７６

プログラム設定に関するモード

ＳＥＴ２０

プログラム機能設定に関するモード

タイマ１設定に関するモード

Ｐ６－７１
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４－２－３ 入力種類の設定

使用する入力種類にあわせる設定を行ないます。＊工場出荷時は「０：Ｋ熱電対」に設定されています。

初期画面   入力表示のパラメータ

       入力種類番号

      （工場出荷時は「０」）

SET21 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾓｰﾄﾞ設定 SET21 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾓｰﾄﾞ設定
 (C/P＝0)定値運転ﾓｰﾄﾞに移行  (C/P≠0)ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転ﾓｰﾄﾞに移行

定値運転モード画面 プログラム運転モード画面の時

  ＰＶ値（現在値）   ＰＶ値（現在値）

  ＳＶ値（目標値）   ＳＶ値（PRoG）

Ｍ

Ｏ

Ｄ 入力１設定モード 設定モードは、定値運転モードと同じ

Ｅ （入力１設定画面へ）

キ   各セット画面

｜

２   各設定モード

秒

押

S01-1 入力種類設定画面 入力種類番号表
番号

0
1

2

3

4

5

6

＊この画面で入力種類を設定します。 7

　入力種類番号は右上の入力種類番号表の数字と一致しています。 8

　又、各数字の意味は入力種類番号表と一致しています。　　 9

＊番号の設定は，▲・▼キーにて行います。 10

　工場出荷時の「０：Ｋ熱電対」を「１：Ｊ熱電対」へ 11

　変更した場合の画面は下記の様になります。 12

13

14

15

16
17

18

19
20

＊各設定画面から「ＭＯＤＥ」キーを２秒間押し続けると「運転モード画面」へ移行します。
＊各設定画面より約２分後に自動的に「運転モード画面」に戻ります。（どの設定画面からも）

Ｊ熱電対

ＪＰｔ１００

ＤＣ　０－１Ｖ
ＤＣ　０－５Ｖ

Ｐｔ１００

ＤＣ　０－１０ｍＶ

 ＭＯＤＥキー押

ＭＯＤＥキー２秒間押

　　　　　　電源投入

４秒後 ４秒後

ＭＯＤＥキー２秒間長押

Ｒ熱電対

Ｓ熱電対

Ｂ熱電対

Ｎ熱電対

Ｔ熱電対

Ｅ熱電対

ＤＣ　０－１０Ｖ
ＤＣ　４－２０ｍＡ

Ｕ熱電対

Ｌ熱電対

ＤＣ　１－５Ｖ

入力種類

Ｋ熱電対

ＷＲｅ５－２６熱電対

ＰＲ４０－２０熱電対

ＰＬⅡ熱電対

入力種類番号
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４－２－４ キー機能の設定

キー機能の設定方法に関して説明します。
定値運転モード画面 プログラム運転モード画面の時

  ＰＶ値（現在値）   ＰＶ値（現在値）

  ＳＶ値（目標値）   ＳＶ値（PRoG）

入力１設定画面 設定モードは、定値運転モードと同じ
Ｍ （入力１設定画面へ）

Ｏ   各セット画面

Ｄ

Ｅ   各設定モード

キ

｜

２

秒 キー機能設定画面

押

　各セット画面

　各設定モード

S03-1 ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ１機能設定画面

　　＊この画面でファンクションキー機能を設定します。

　　　キー機能の内容につきましては、下記ファンクションキー機能割り当て　　
　　　表を参照願います。

　　＊画面上の数字は割り当て表の数字と一致しています。

　　＊番号の設定は、▲・▼キーにて行います。
　　＊工場出荷時は「００：機能無」に設定されています。

　　＊ファンクションキー２から５への設定画面への移行は、「ＭＯＤＥ」

　　　キーにて行います。

　　　「ＭＯＤＥ」キーを１回ずつ押す事により順番に移行します。
　（但し、ＴＴＭ－２１４はファンクションキー「１」のみです）

ファンクションキー機能割り当て表

番号 番号

　　 ★☆ 　　 ★☆

０＊ ＊０

１＊ ＊１

２＊ ＊２

３＊ ＊３

４＊ ＊４

５＊ ＊５

＊６

＊７
＊８

＊９

＊Ａ
＊Ｂ

＊Ｃ

＊Ｄ

例１：２３→２秒間長押しでキーが有効でＰＩＤオートチューニング開始／停止用キー設定
例２：４４→４秒間長押しでキーが有効でタイマ機能スタート／リセット用キー設定

＊各設定画面から「ＭＯＤＥ」キーを２秒間押し続けると「運転モード画面」へ移行します。

＊各設定画面より約２分後に自動的に「運転モード画面」に戻ります。（どの設定画面からも）

＊ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ機能Ａ～Ｄはプログラム運転時のみ動作します。定値運転時は設定のみ可能です。

制御モード／制御停止

画面逆送り

押し時間１秒 桁移動

ﾀｲﾏ　ｽﾀｰﾄ／ﾘｾｯﾄ

無し

AT開始／AT停止

 ＭＯＤＥキー押

ＭＯＤＥキー２秒間押

SET22呼び出し機能

押し時間２秒

ｽﾃｯﾌﾟ送り
一時停止

押し時間５秒

押し時間４秒

定値運転/ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転切り替え

ENT

SV/MV画面切り替え

ﾊﾞﾝｸ切り替え
AUTO/MANUAL切り替え

　　　▲キー２回押。但し、ＴＴＭ－２１４は１回押。

機能無し

機能設定

押し時間３秒

押し時間設定

ＭＯＤＥキー２秒間長押

★ ☆
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４－２－５ ＳＶリミッタ設定の設定方法

ＳＶリミッタは上限と下限の設定可能な範囲を決める設定です。
ＰＩＤ制御の場合の比例帯を設定する際の基本の範囲となります。

定値運転モード画面 プログラム運転モード画面の時

  ＰＶ値（現在値）   ＰＶ値（現在値）

  ＳＶ値（目標値）   ＳＶ値（PRoG）

入力１設定画面 設定モードは、定値運転モードと同じ
（入力１設定画面へ）

  各セット画面

Ｍ   各設定モード
Ｏ
Ｄ
Ｅ
キ 制御設定モード
｜
２
秒
押

S04-3 ＳＶリミッタ上限設定画面
　　＊この画面でＳＶリミッタ上限値を設定します。
　　＊設定は▲・▼キーにて行います。
　　＊設定した値はＳＶ設定が出来るＭＡＸ（上限）の値です。

　　＊工場出荷時は「１２００」に設定されています。
　　＊ＳＬＨの値を小さくすることにより、設定の誤操作の回避になります。

　　　しいては、火災・故障防止にもなります。

S04-4 ＳＶリミッタ下限設定画面

　　＊この画面でＳＶリミッタ下限値を設定します。
　　＊設定は▲・▼キーにて行います。
　　＊設定した値はＳＶ設定が出来るＭＩＮ（下限）の値です。
　　＊工場出荷時は「０」に設定されています。

＊各設定画面から「ＭＯＤＥ」キーを２秒間押し続けると「運転モード画面」へ移行します。
＊各設定画面より約２分後に自動的に「運転モード画面」に戻ります。（どの設定画面からも）

ＭＯＤＥキー２秒間押

　　　▲キー３回押。但し、ＴＴＭ－２１４は２回押。

ＭＯＤＥキーを３回押

ＭＯＤＥキー２秒間長押
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４－２－６ 制御種類の設定方法

制御種類の設定方法に関して説明します

定値運転モード画面 プログラム運転モード画面の時

  ＰＶ値（現在値）   ＰＶ値（現在値）

  ＳＶ値（目標値）   ＳＶ値（PRoG）

入力１設定画面 設定モードは、定値運転モードと同じ

（入力１設定画面へ）

  各セット画面

  各設定モード

Ｍ

Ｏ

Ｄ 制御設定モード

Ｅ

キ

｜

２

秒

押

S04-6 制御種類設定画面

　＊この画面で制御種類を設定します。

　＊画面上の数字は制御種類設定表の数字と一致しています。
　＊設定は▲・▼キーにて行います。

　＊工場出荷時は「１」に設定されています。
制御種類設定表

番号

0

1

2

3

4

5

6

S04-8 ＰＩＤ制御タイプ設定画面

　＊この画面でＰＩＤ制御タイプ種類を設定します。
　＊画面上の数字はＰＩＤ制御タイプ設定表の数字と一致しています。

　＊設定は▲・▼キーにて行います。

　＊工場出荷時は「１」に設定されています。

ＰＩＤ制御タイプ設定表
番号

0

1
2

次ページに続く

ＯＮ／ＯＦＦＰＩＤ

ＯＮ／０ＦＦ

ＰＩＤ

ＯＮ／ＯＦＦ

ＰＩＤ

無し

ＯＮ／ＯＦＦ

ｔｙｐｅ　Ｃ（外乱抑制）
ｔｙｐｅ　Ｂ（ｵｰﾊﾞｰｼｭﾄ抑制）

位置比例

ｔｙｐｅ　Ａ（ﾉｰﾏﾙ）

制御タイプ

位置比例

　ＭＯＤＥキー押

　　　▲キー３回押。但し、ＴＴＭ－２１４は２回押。

無し

無し

副制御主制御

無し

ＰＩＤ

ＭＯＤＥキーを６回押

ＭＯＤＥキー２秒間押 ＭＯＤＥキー２秒間長押
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前ページからの続き

S04-9 Ｔｙｐｅ　Ｂモード設定画面

　＊この画面でＰＩＤ　Ｔｙｐｅ　Ｂモード種類を設定します。

　＊画面上の数字はＴｙｐｅ　Ｂモード設定表の数字と一致しています。

　＊設定は▲・▼キーにて行います。

　＊工場出荷時は「１」に設定されています。

Ｔｙｐｅ　Ｂモード設定表

番号

0

1

2

S04-10 正動作／逆動作設定画面

　＊この画面で正動作／逆動作を設定します。

　＊画面上の数字は正動作／逆動作設定表の数字と一致しています。

　＊設定は▲・▼キーにて行います。

　＊工場出荷時は「０」に設定されています。

正動作／逆動作設定表

番号

0

1

S04-13 チューニング種類設定画面

　＊この画面でチューニング種類を設定します。

　＊画面上の数字はチューニング種類設定表の数字と一致しています。

　＊設定は▲・▼キーにて行います。

　＊工場出荷時は「１」に設定されています。

　＊製品に機能が無い仕様は表示しません。

チューニング種類設定表

番号

1

2

3

4

5

＊各設定画面から「ＭＯＤＥ」キーを２秒間押し続けると「運転モード画面」へ移行します。

＊各設定画面より約２分後に自動的に「運転モード画面」に戻ります。（どの設定画面からも）

副ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ

副ｾﾙﾌﾁｭｰﾆﾝｸﾞ

　ＭＯＤＥキー押
ｵｰﾊﾞｰｼｭｰﾄ

ｵｰﾊﾞｰｼｭｰﾄ抑制　弱

ｵｰﾊﾞｰｼｭｰﾄ抑制　中

ｵｰﾊﾞｰｼｭｰﾄ抑制　強

ＭＯＤＥキーを３回押
動作種類

逆動作

主／副ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ

正動作

種類

主ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ

主ｾﾙﾌﾁｭｰﾆﾝｸﾞ
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４－２－７ 出力の設定方法

ＯＵＴ（出力）２をイベント出力（工場出荷時設定）から副出力に設定する方法について説明

致します。

定値運転モード画面 プログラム運転モード画面の時

  ＰＶ値（現在値）   ＰＶ値（現在値）

  ＳＶ値（目標値）   ＳＶ値（PRoG）

入力１設定画面 設定モードは、定値運転モードと同じ

（入力１設定画面へ）

  各セット画面

  各設定モード

Ｍ

Ｏ

Ｄ

Ｅ ＯＵＴ（出力）２設定画面

キ

｜   各セット画面

２

秒   各設定モード

押

し

S06-1 接続先設定画面

　＊この画面でＯＵＴ２（出力２）の接続先（出力機能）を設定します。

　＊設定は▲・▼キーにて行います。

　＊工場出荷時は、「２」に設定されています。

　　「２」を「１」に設定変更することで、副出力（冷却）になります。

＊各設定画面から「ＭＯＤＥ」キーを２秒間押し続けると「運転モード画面」へ移行します。

＊各設定画面より約２分後に自動的に「運転モード画面」に戻ります。（どの設定画面からも）

ＭＯＤＥキーを１回押

ＭＯＤＥキー２秒間長押

▲キー５回押。但し、ＴＴＭ－２１４は４回押。

ＭＯＤＥキー２秒間長押
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４－２－８ 優先画面の設定方法

優先画面の設定方法に関して説明します

定値運転モード画面 プログラム運転モード画面の時

  ＰＶ値（現在値）   ＰＶ値（現在値）

  ＳＶ値（目標値）   ＳＶ値（PRoG）

入力１設定画面 設定モードは、定値運転モードと同じ

（入力１設定画面へ）

  各セット画面

  各設定モード

Ｍ

Ｏ

Ｄ

Ｅ 優先画面設定画面

キ

｜   各セット画面

２

秒   各設定モード

押

し

S19-1 優先画面１設定画面

　＊この画面で優先画面に移行したいパラメータを設定します。

　＊設定は▲・▼キーにて行います。

　＊工場出荷時は、「ＯＦＦ」に設定されています。

　＊各パラメータが順番に出てきます。優先画面に設定したいパラメータが

　　出たら「ＭＯＤＥ」キーを押して次の画面へ移ります。

S19-16 優先画面１６設定画面

　＊この画面で優先画面に移行したいパラメータを設定します。

　＊設定は▲・▼キーにて行います。

　＊工場出荷時は、「ＯＦＦ」に設定されています。

　＊既に優先画面に設定したパラメータは表示しません。

＊優先画面に設定した順番で運転モード画面に表示されます。

＊各設定画面から「ＭＯＤＥ」キーを２秒間押し続けると「運転モード画面」へ移行します。

＊各設定画面より約２分後に自動的に「運転モード画面」に戻ります。（どの設定画面からも）

ＭＯＤＥキー２秒間長押

　　▼キー２回押

ＭＯＤＥキーを１回押

ＭＯＤＥキーを１５回押

ＭＯＤＥキー２秒間長押
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４－２－９ ブラインド設定モードへの切り替え

ブラインド機能の設定方法に関して説明します

定値運転モード画面 プログラム運転モード画面の時

  ＰＶ値（現在値）   ＰＶ値（現在値）

  ＳＶ値（目標値）   ＳＶ値（PRoG）

入力１設定画面 設定モードは、定値運転モードと同じ

（入力１設定画面へ）

  各セット画面

  各設定モード

　　

　の表示がブリンク後、「ＦＵＮＣ」キーを押し、その後

　「ＭＯＤＥ」キーを押す。

　ＰＶ／ＳＶブラインド設定画面

　＊「ＦＵＮＣ」キーにて設定します。

　　下側（赤）の文字が消えている状態でブラインド状態となります。

　　（「ＦＵＮＣ」キーを押すと「ＰＶＳＶ」→「ＰＶ」→「ＳＶ」→
　　　「ＰＶＳＶ」の順番に表示します）

　　ＭＯＤＥキー

　タイマ１ブラインド設定画面

　＊「ＦＵＮＣ」キーにて設定します。

　　下側（赤）の文字が「ＯＦＦ」でブラインド状態です。

　Ｍ

　Ｏ

　Ｄ 　　ＭＯＤＥキー

　Ｅ

　キ

　｜ 　タイマ２ブラインド設定画面

　＊「ＦＵＮＣ」キーにて設定します。

　　下側（赤）の文字が「ＯＦＦ」でブラインド状態です。

　　ＭＯＤＥキー

　タイマ３ブラインド設定画面

　＊「ＦＵＮＣ」キーにて設定します。

　　下側（赤）の文字が「ＯＦＦ」でブラインド状態です。

　　ＭＯＤＥキー

次ページへ続きます

　ＭＯＤＥキー１０秒間長押 ＭＯＤＥキー１０秒間長押
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前ページからの続きです

　 ＭＯＤＥキー３秒押

　　　＊上記のどの画面からでも「ＭＯＤＥ」キーを

　　　　３秒間押すと画面が移行します。

　　

▲・▼キーにて変更 　ＭＯＤＥキー 　ＭＯＤＥキーにて

（製品仕様により表示 　変更（製品仕様に

　されない項目もあり 　より表示されない

　ます） 　項目もあります）

　ＭＯＤＥキー

　　　ＭＯＤＥキー

　ＭＯＤＥキーにて

　変更（製品仕様に

　より表示されない

　項目もあります）

＊各ＳＥＴ項目も、「ＭＯＤＥ」キーにて

　パラメータ画面へ移行しブラインド設定を行います。

＊ブラインド設定は全ての画面とも　「ＦＵＮＣ」キーにて設定します。

下側（赤）の文字が「ＯＦＦ」の状態でブラインド状態となります。

＊各画面から「ＭＯＤＥ」キーを３秒間押すと 　　に戻ります。

＊ブラインド設定モードを終了する方法

　１）電源「ＯＦＦ」後、再度電源を投入すると初期画面表示後「運転モード画面」に戻ります。

　２）各ＳＥＴ画面から３秒間「ＭＯＤＥ」キーを押し続けると、「ＰＶ／ＳＶブラインド設定

　　　画面」に移行します。

　　　その後、「ＭＯＤＥ」キーを約１０秒間押し続けると「運転モード画面」に戻ります。

＊上記図では、ＳＥＴ１ と ＳＥＴ２０　のみを示し他のＳＥＴ＊＊は省略しています。

　他のＳＥＴ＊＊も同様に、各パラメータに対しブランド状態の設定が可能です。

　　 ＭＯＤＥキー

ＭＯＤＥキー
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４－２－１０ ＯＮ／ＯＦＦ制御への切り替え

　工場出荷時初期設定のＢＡＮＫ１にＯＮ／ＯＦＦ制御が設定されております。

　以下に、ＯＮ／ＯＦＦ制御への設定方法を説明します。

定値運転モード画面の時 プログラム運転モード画面の時

  ＰＶ値（現在値）   ＰＶ値（現在値）

  ＳＶ値（目標値）   ＳＶ値（PRoG）

入力１設定画面 設定モードは、定値運転モードと同じ

（入力１設定画面へ）

  各セット画面

  各設定モード

Ｍ

Ｏ

Ｄ

Ｅ 制御設定モード

キ

｜

２

秒

押

し

S04-1 バンク設定画面

　＊この画面でＯＮ／ＯＦＦ制御への設定変更を行います。

　　▲キーにて「０」を「１」に変更しますと「ＯＮ／ＯＦＦ制御」に設定

　　されます。

　　その後、「ＭＯＤＥ」キーを２秒間押すと運転モード画面へ戻ります。

　　（約２分後に自動的に運転モード画面へ戻ります）

　＊ＯＮ／ＯＦＦ制御の感度幅は工場出荷時「１℃」に設定されております。

　＊ＯＮ／ＯＦＦ制御に設定されますと、ＰＩＤ制御に関係する項目は表示

　　されなくなります。

ＭＯＤＥキー２秒間長押

　　　▲キー３回押。但し、ＴＴＭ－２１４は２回押。

ＭＯＤＥキーを１回押

ＭＯＤＥキー２秒間長押
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　本章では、機器の運転に関してご説明いたします。

　　　５－１：運転上の注意事項 Ｐ５－２

　　　５－２：運転モニタ表示
５－２－１：操作量モニタ Ｐ５－３

５－２－２：タイマ残時間モニタ Ｐ５－３

５－２－３：温度測定値モニタ Ｐ５－３

５－２－４：ＣＴモニタ Ｐ５－３

　　　５－３：運転設定方法
５－３－１：目標値（ＳＶ）設定 Ｐ５－４～６
５－３－２：ＯＮ／ＯＦＦ制御設定 Ｐ５－７・８
５－３－３：ＰＩＤ制御設定 Ｐ５－９～１２
５－３－４：加熱／冷却制御設定 Ｐ５－１３・１４
５－３－５：指示計設定 Ｐ５－１５・１６
５－３－６：過昇防止器（警報器）設定 Ｐ５－１７
５－３－７：イベント設定 Ｐ５－１８・１９

５－３－８：ＭＤ／ＲＥＡＤＹ設定方法 Ｐ５－２０・２１

　　　５－４：各機能設定方法及び機能内容の説明
５－４－１：オートチューニング（ＡＴ）機能 Ｐ５－２２～２４

５－４－２：セルフチューニング機能 Ｐ５－２５・２６

５－４－３：モード／マニュアル機能 Ｐ５－２７

５－４－４：バンク機能 Ｐ５－２８～３０

５－４－５：タイマ機能 Ｐ５－３１～３７

５－４－６：ループ異常機能 Ｐ５－３８・３９

５－４－７：カレントトランス（ＣＴ）異常機能 Ｐ５－４０～４４

５－４－８：位置比例制御 Ｐ５－４５

５－４－９：同時昇温機能 Ｐ５－４６

　　　５－５：プログラム運転機能の説明

５－５－１：プログラム運転操作の流れ Ｐ５－４８

５－５－２：ＳＥＴ２１ プログラム機能設定 Ｐ５－４９～５１

５－５－３：ＳＥＴ２１ プログラム機能設定画面 Ｐ５－５２

５－５－４：ＳＥＴ２２ プログラム設定 Ｐ５－５３～５４

５－５－５：ＳＥＴ２２ プログラム設定画面 Ｐ５－５５

５－５－６：プログラム運転時画面表示と操作説明 Ｐ５－５６～６０

５－５－７：プログラム運転補足説明 Ｐ５－６１～６９

　　　５－６：バンク自動切替機能の説明 Ｐ５－７０

５－６－１：バンク自動切替設定 Ｐ５－７１～７２

５－６－２：ＳＥＴ２３ バンク自動切替機能 Ｐ５－７３

　　　 　　 設定モード設定画面

５－６－３：バンク自動切替機能補足説明 Ｐ５－７４～７８

５、運転
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運転を開始する前に下記の内容をご確認の上、電源を「ＯＮ」にしてご使用願います。

★電源ＯＮ時の動作
　 本機器には電源スイッチがありませんので、電源を接続しますと本器の電源が「ＯＮ」となり

　 初期画面を約４秒間表示後、すぐに運転を開始いたします。

　 工場出荷時は、制御設定モードの制御モードが「ＲＵＮ（制御開始）」となっています
　 ので、各配線が完了し、設定値（ＳＶ）を設定しますと制御を開始いたします。

　 工場出荷時の、制御方式は「ＰＩＤ制御」設定されています。
　　   ＊比 例 帯：３．０％

　　　　 積　  分：０秒

　　　　 微　  分：０秒
　　　　 比例周期：リレー接点出力　　２０秒

　　　　 　　　　　ＳＳＲ駆動出力　　　１秒

★入力異常時の動作

　 入力信号がオープン又はショート（測温抵抗体入力時のみ）状態の場合、本機器は入力異常

　 （バーンアウトなど）と判断いたします。

　 内容に準ずる

（Ｐ６－５２を参照）

　＊バーンアウト機能：熱電対や測温抵抗体において線材が断線した場合、強制的に調節計の

　　　　　　　　　　　出力を上限又は下限側（安全側）に働く機能

★各パラメータの確認

　　設定値（ＳＶ）やＰＩＤなどの各パラメータは、制御対象に合った値を設定してください。

　　各パラメータ設定の詳細に付きましては、項６のパラメータ設定を参照願います。

　　ＲＵＮ（制御開始）、ＲＥＡＤＹ（制御停止）の切換設定の詳細に付きましては、Ｐ５－２０～

　　２１を参照願います。

★停電時（瞬時停電）の動作

　　１サイクル以内の停電の場合は動作に影響はありません。

５０Ｈｚ

６０Ｈｚ

　　又、ＤＣ電源の場合は４０ｍｓ以下の停電の場合は動作に影響はありません。

　　それ以上の停電でリセットとなります。

入力種類 制御出力の動作 イベント出力の動作

５－１　運転上の注意事項

１サイクル　
２０ｍｓ

ＤＣ　０－１Ｖ

ＤＣ　０－５Ｖ

１６．７ｍｓ

本機器の表示

熱電対

オーバースケール

ＤＣ　４－２０ｍＡ

操作量リミッタ下限

ＤＣ　０－１０ｍＶ

ＤＣ　１－５Ｖ

ＤＣ　０－１０Ｖ

アンダースケール

測温抵抗体

入力異常時の設定
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５－２－１ 操作量モニタ：ＳＥＴ０４（制御設定モード）
★制御時の出力の割合を表示します。

１）主制御操作量モニタ画面
S04-10 主制御操作量

　＊数字が小さい時は操作（出力）量が少なく、大きい時は操作（出力）

　　量が多くなります。
　＊操作（出力）量は操作量設定リミッタ設定範囲内で出力します。

　　操作量設定に関しては、Ｐ６－１７を参照願います。

２）副制御操作量表示画面

S04-33 副制御操作量
　＊数字が小さい時は操作（出力）量が少なく、大きい時は操作（出力）

　　量が多くなります。

　＊操作（出力）量は操作量設定リミッタ設定範囲内で出力します。

　　操作量設定に関しては、Ｐ６－３４を参照願います。

５－２－２ タイマ残時間モニタ：運転モード

★タイマ動作時の残時間を表示します。

タイマ１残時間モニタ画面

運転モード項２．３．４

　＊上段：ＯＮディレイ

　　下段：ＯＦＦディレイ

　＊動作中は【：】点滅。

　＊▲・▼キーで残時間変更

　＊タイマ２・３の残時間モニタ画面も同じです。

５－２－３ 温度測定値モニタ：運転モード

★センサで測定してる現在の値を表示します。

現在測定値モニタ画面

　＊上段：測定値

　＊下段：目標値

５－２－４ ＣＴモニタ：ＳＥＴ１２（ＣＴ設定モード）

★ＣＴ（カレントトランス）で測定している現在の値を表示します。

１）ＣＴ１測定値モニタ画面

S12-2 ＣＴ１電流値モニタ

　＊カレントトランス（ＣＴ）にて測定している値を表示

　＊測定値：０．０～５０．０Ａ

２）ＣＴ２測定値モニタ画面

S12-5 ＣＴ２電流値モニタ

　＊カレントトランス（ＣＴ）にて測定している値を表示

　＊測定値：０．０～５０．０Ａ

５－２　運転モニタ表示
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定値運転設定例として、目標値（ＳＶ）設定、制御設定とイベント設定に関しまして説明いたします。

５－３－１ 目標値（ＳＶ）設定
　　　目標値（ＳＶ）を４５０℃に設定する場合

　　　　

　　　　①そのまま設定する場合

初期画面

定値運転モード画面

　測定値（ＰＶ）

　目標値（ＳＶ）：工場出荷時は「０」に設定されています。

定値運転モード画面

　測定値（ＰＶ）

　目標値（ＳＶ）＝４５０℃

　　目標値（ＳＶ）が「４５０」になるまで▲キーを押す。

４秒後

　　桁については自動的に繰り上がります。

５－３　運転設定方法

電源投入
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　　　　②桁移動機能を、ＦＵＮＣキーに割り当てて設定する場合

初期画面

SET21 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾓｰﾄﾞ設定 SET21 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾓｰﾄﾞ設定

 (C/P＝0)定値運転ﾓｰﾄﾞに移行  (C/P≠0)ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転ﾓｰﾄﾞに移行

定値運転モード画面の時 プログラム運転モード画面の時

測定値（ＰＶ）   ＰＶ値（現在値）

目標値（ＳＶ）

　工場出荷時は「０」に   ＳＶ値（PRoG）

　設定されています。

入力１設定モード 以降、定値運転モードと同じ、

入力１設定画面へ

Ｍ

Ｏ 　　▲キー２回押し

Ｄ 　　但し、ＴＴＭ－２１４は１回押

Ｅ キー機能設定モード

キ

｜

２

秒

押

S03-1 ファンクションキー１機能設定画面
　ファンクションキー機能内容

　＊この画面でファンクションキー（ＦＵＮＣ）を桁移動機能に

　　　設定します。

　　▲・▼キーにて「００」を「＊１」に設定します。

　　「＊」はファンクションキー（ＦＵＮＣ）の押し時間の設定

　　項目となります。

　　０：無、１：１秒、２：２秒、３：３秒、４：４秒、

　　５：５秒

　＊設定例：「１１」　１秒間押し続けると「ＦＵＮＣ］キーが

　　機能します。

＊各画面から「ＭＯＤＥ」キーを２秒間押し続けると「運転モード画面」へ移行します。

＊各画面にて約２分間キー操作を行わないと「運転モード画面」へ戻ります。

次ページへ続きます

４秒後

　　　　　電源投入

４秒後

　　ＭＯＤＥキー２秒押 ＭＯＤＥキー２秒間長押

　　ＭＯＤＥキー１回押
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前ページからの続きです

運転モード画面

　測定値（ＰＶ）

　目標値（ＳＶ）：工場出荷時は「０」に設定されています。

目標値設定画面

　＊ＦＵＮＣキーを押すと一番右の数字が点滅します。
　　ＭＯＤＥキーを押すと点滅している数字が点灯に変わり

　　設定が確定します。

　　又、点滅は約３秒間で点灯になり設定が確定します。

点滅

目標値設定画面

　＊ＦＵＮＣキーを１回押すと右側から２番目の「０」が点滅

　　します。

　　この状態で、▲キーにて「０」を「５」に設定します。

　　ＭＯＤＥキーを押すと点滅している数字が点灯に変わり設

　　定が確定します。

　　又、点滅は約３秒間で点灯になり設定が確定します。

点滅

目標値設定画面

　＊ＦＵＮＣキーを１回押すと右側から３番目の「０」が点滅

　　します。

　　この状態で、▲キーにて「０」を「４」に設定します。

　　ＭＯＤＥキーを押すと点滅している数字が点灯に変わり設

　　定が確定します。

　　又、点滅は約３秒間で点灯になり設定が確定します。

点滅

運転モード画面

　測定値（ＰＶ）

　目標値（ＳＶ）＝４５０℃
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５－３－２ ＯＮ／ＯＦＦ制御設定

制御中の測定値（ＰＶ）が目標値（ＳＶ）に達すると制御出力がＯＦＦし、その後、測定値

（ＰＶ）がピーク値を過ぎ目標値（ＳＶ）に近づいて行き、目標値を越すと制御出力がＯＮ
し、ある位置でこの動作を繰り返します。

この時のＯＦＦした点（測定値）とＯＮした点の幅が調節感度（感度幅）となります。

★ＯＮ／ＯＦＦ制御の設定
　　工場出荷時には「ＰＩＤ制御」に設定されています。「ＯＮ／ＯＦＦ制御」はバンク機能

　　の「１」に予め設定されていますので、制御設定モードの「バンク設定画面」で設定変更
　　する事により設定できます。

１）バンクの設定変更方法

定値運転モード画面の時 プログラム運転モード画面の時

  ＰＶ値（現在値）   ＰＶ値（現在値）

  ＳＶ値（目標値）   ＳＶ値（PRoG）

入力１設定画面 以降、定値運転モードと同じ、

入力１設定画面へ

  各セット画面

  各設定モード

Ｍ

Ｏ

Ｄ

Ｅ 制御設定モード

キ

｜

２

秒

押

S04-1 バンク設定画面

　＊この画面でＯＮ／ＯＦＦ制御への設定変更を行います。

　　▲キーにて「０」を「１」に変更しますと「ＯＮ／ＯＦＦ制御」に

　　設定されます。
　　その後「ＭＯＤＥ」キーを２秒間押すと運転モード画面へ戻ります。

　　（約２分後に自動的に運転モード画面へ戻ります）

　＊ＯＮ／ＯＦＦ制御の感度幅は工場出荷時「１℃」に設定されており

　　ます。
　＊ＯＮ／ＯＦＦ制御に設定されますと、ＰＩＤ制御に関係する項目は

　　表示されなくなります。

次のページに続きます。

ＭＯＤＥキーを１回押

ＭＯＤＥキー２秒間押

　　　▲キー３回押し。但し、ＴＴＭ－２１４は２回押

ＭＯＤＥキー２秒間長押
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前ページからの続きです

２）調節感度の設定方法
　　　「ＯＮ／ＯＦＦ制御」では、ＯＮとＯＦＦする切り替わりに一定の幅を設け動作を安定

　　　させます。この幅を「調節感度（ヒステリシス＝感度幅）」と呼びます。
　　　以下は、バンク設定で制御方法を「ＯＮ／ＯＦＦ制御」に設定変更後の「調節感度」の

　　　設定方法です。（工場出荷時は調節感度「１℃」に設定されています）

定値運転モード画面の時 プログラム運転モード画面の時

  ＰＶ値（現在値）   ＰＶ値（現在値）

  ＳＶ値（目標値）   ＳＶ値（PRoG）

入力１設定画面 以降、定値運転モードと同じ、

入力１設定画面へ

  各セット画面

  各設定モード

Ｍ

Ｏ

Ｄ

Ｅ 制御設定モード 調節感度（逆動作）の動き

キ

｜ 　調節感度（加熱）

２

秒

押

S04-30 主制御感度幅設定画面 ▲

　＊この画面で調節感度を設定します。

　　▲・▼キーにて設定を変更します。
　　その後「ＭＯＤＥ」キーを２秒間押すと運転モード画面へ戻ります。

　　（約２分後に自動的に運転モード画面へ戻ります）

　＊ＯＮ／ＯＦＦ制御の感度幅は工場出荷時「１℃」に設定されており

　　ます。

　＊ＯＮ／ＯＦＦ制御により「ＰＩＤ制御」に関係する項目は表示され

　　ません。

＊各画面から「ＭＯＤＥ」キーを２秒間押し続けると「運転モード画面」へ移行します。

＊各画面にて約２分間キー操作を行わないと「運転モード画面」へ戻ります。

　ＰＶ

 目標値

ＯＦＦ

　　　▲キー３回押し。但し、ＴＴＭ－２１４は２回押

ＭＯＤＥキー１３回押

ＯＮ

ＭＯＤＥキー２秒間押 ＭＯＤＥキー２秒間長押
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５－３－３ ＰＩＤ制御設定

★ＰＩＤ制御の設定
　　工場出荷時には「ＰＩＤ制御」に設定されていますが、「Ｐ＝比例帯」、「Ｉ＝積分」、

　　「Ｄ＝微分」、「比例周期」の値は暫定の値です。
　　工場出荷時の値は、Ｐ１＝３．０、Ｉ＝０、Ｄ＝０、比例周期＝1秒（ＳＳＲ機種）／２０秒

　　リレー機種）となっています。

１）オートチューニング（ＡＴ）開始方法

　　＊オートチューニングを実行すると、目標値に対する最適なＰＩＤ定数を自動的に設定します。
　　＊ＲＤＹ中及びＯＮ／ＯＦＦ制御の場合はオートチューニングは実行できません。

　　＊オートチューニングの結果は、「Ｐ」、「Ｉ」、「Ｄ」の値に反映されます。

　　＊オートチューニング機能の詳細は、Ｐ５－２２～２４を参照願います。

　①オートチューニング起動画面にて

定値運転モード画面の時 プログラム運転モード画面の時

  ＰＶ値（現在値）   ＰＶ値（現在値）

  ＳＶ値（目標値）   ＳＶ値（PRoG）

入力１設定画面 以降、定値運転モードと同じ、

入力１設定画面へ

  各セット画面

  各設定モード

制御設定モード

S04-15 ＡＴ起動画面

　＊この画面でオートチューニング開始を行います。

　　▲・▼キーにて開始・停止設定を行います。

　＊オートチューニング中は、ＳＶ（緑色）が「目標値」と「Ａｔ」が交互

　　に表示します。

　　オートチューニングが完了すると、「目標値」表示となります。

　　（「運転モード画面」に戻ります）

　＊オートチューニング中は、▲・▼キー以外は機能しません。

　＊工場出荷時は、「ＯＦＦ」に設定されています。

　　　▲キー３回押。但し、ＴＴＭ－２１４は２回押

ＭＯＤＥキーを１５回押

ＭＯＤＥキー２秒間押 ＭＯＤＥキー２秒間長押
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　②ファンクションキーにて起動
　　　先ずは、ファンクションキー機能を「ＡＴ開始／停止」機能に設定します。

定値運転モード画面の時 プログラム運転モード画面の時

  ＰＶ値（現在値）   ＰＶ値（現在値）

  ＳＶ値（目標値）   ＳＶ値（PRoG）

入力１設定画面 以降、定値運転モードと同じ、

Ｍ 入力１設定画面へ

Ｏ   各セット画面

Ｄ

Ｅ   各設定モード

キ

｜

２

秒 キー機能設定画面

押
　各セット画面

　各設定モード

S03-1 ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ１機能設定画面

　　＊この画面でファンクションキー機能を設定します。

　　　キー機能の内容につきましては、下記ファンクションキー機能割り　

　　　当て表（Ｐ４－２１）を参照願います。

　　＊画面上の数字は割り当て表の数字と一致しています。

　　＊番号の設定は、▲・▼キーにて行います。

　　＊工場出荷時は「００：機能無」に設定されています。

　　＊「★＝ファンクションキー押し時間」、「☆＝３（ＡＴ開始／停止

　　　機能）」に設定します。

　　＊ファンクションキー２から５への設定画面への移行は、「ＭＯＤＥ」

　　　キーにて行います。　

　　　「ＭＯＤＥ」キーを１回ずつ押す事により順番に移行します。

　　　（但し、ＴＴＭ－２１４のファンクションキーは「１」のみです）

＊以上で、ファンクションキー（ＦＵＮＣ）がＡＴ開始／停止機能キーに設定されました。

＊運転モード画面にて、ファンクションキー（ＦＵＮＣ）を押す事により、ＡＴが開始／停止
　します。

　又、ＡＴ中に、▲・▼キーを押すとＡＴが停止します。

＊オートチューニング中は、ＳＶ（緑色）が「目標値」と「Ａｔ」が交互に表示します。

＊オートチューニングが完了すると、「目標値」表示となります。
＊ＴＴＭ－２１４以外の機種は、どのファンクションキーにもＡＴ開始／停止機能キーとして

　設定が出来ます。

＊各画面から「ＭＯＤＥ」キーを２秒間押し続けると「運転モード画面」へ移行します。

＊各画面にて約２分間キー操作を行わないと「運転モード画面」へ戻ります。

 ＭＯＤＥキー押

ＭＯＤＥキー２秒間押

　　　▲キー２回押。但し、ＴＴＭ－２１４は１回押

ＭＯＤＥキー２秒間長押

★ ☆
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２）セルフチューニング開始方法

　＊セルフチューニングは、コントローラの運転開始時と目標値変更時にＰＩＤ定数を定める
　　機能です。

　　一度ＰＩＤ定数を求めたあとは、目標値が変更されない限り次の運転開始時にセルフチュ

　　ーニングは実行されません。
　＊ＳＥＴ０４（制御設定モード）のチューニング種類設定にて、セルフチューニングに設定

　　されている場合に実行されます。

　　工場出荷時は、オートチューニングに設定されています。

定値運転モード画面の時 プログラム運転モード画面の時

  ＰＶ値（現在値）   ＰＶ値（現在値）

  ＳＶ値（目標値）   ＳＶ値（PRoG）

入力１設定画面 以降、定値運転モードと同じ、

入力１設定画面へ

  各セット画面

  各設定モード

Ｍ

Ｏ

Ｄ

Ｅ 制御設定モード

キ

｜

２

秒

押

S04-12 チューニング種類設定画面

　＊この画面でチューニング種類を設定します。

　＊画面上の数字はチューニング種類設定表の数字と一致しています。

　＊番号の設定は、▲・▼キーにて行います。

　＊工場出荷時は、「１：主オートチューニング」に設定されています。

　　「２：主セルフチューニング」に設定変更にて、セルフチューニング

　　となります。

チューニング種類設定表

番号

1

2

3

4

5

＊各画面から「ＭＯＤＥ」キーを２秒間押し続けると「運転モード画面」へ移行します。

＊各画面にて約２分間キー操作を行わないと「運転モード画面」へ戻ります。

種類

主ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ

    ＭＯＤＥキーを１２回押

　　　▲キー３回押。但し、ＴＴＭ－２１４は２回押

副ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ

副ｾﾙﾌﾁｭｰﾆﾝｸﾞ

主／副ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ

主ｾﾙﾌﾁｭｰﾆﾝｸﾞ

　ＭＯＤＥキー２秒間押 ＭＯＤＥキー２秒間長押
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３）マニュアルでの設定方法

　＊ＰＩＤ定数のマニュアル設定は、ＳＥＴ０４（制御設定モード）にて個別に設定します。

定値運転モード画面の時 プログラム運転モード画面の時

  ＰＶ値（現在値）   ＰＶ値（現在値）

  ＳＶ値（目標値）   ＳＶ値（PRoG）

入力１設定画面 以降、定値運転モードと同じ、

入力１設定画面へ

  各セット画面

  各設定モード

Ｍ

Ｏ

Ｄ

Ｅ 制御設定モード

キ

｜ 　各セット画面

２

秒 　各設定モード

押

S04-16 比例帯（Ｐ）設定画面

　＊この画面で比例帯（Ｐ）を設定します。

　＊設定は▲・▼キーにて行います。

　＊工場出荷時は、「３．０」に設定されています。

S04-17 積分時間（Ｉ）設定画面

　＊この画面で積分時間（Ｉ）を設定します。

　＊設定は▲・▼キーにて行います。

　＊工場出荷時は、「０」に設定されています。

　　「０」は積分動作無です。

S04-18 微分時間（Ｄ）設定画面

　＊この画面で微分動作（Ｄ）を設定します。

　＊設定は▲・▼キーにて行います。

　＊工場出荷時は、「０」に設定されています。

　　「０」は微分動作無です。

＊各画面から「ＭＯＤＥ」キーを２秒間押し続けると「運転モード画面」へ移行します。

＊各画面にて約２分間キー操作を行わないと「運転モード画面」へ戻ります。

        ＭＯＤＥキーを１回押

     ＭＯＤＥキーを１６回押

        ＭＯＤＥキーを１回押

　　　▲キー３回押。但し、ＴＴＭ－２１４は２回押

　ＭＯＤＥキー２秒間押 ＭＯＤＥキー２秒間長押
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５－３－４ 加熱／冷却ＰＩＤ制御設定

★加熱／冷却ＰＩＤ制御の設定

　　加熱／冷却制御の場合、出力１以外に出力を機種選択し、工場出荷時には出力機能として

　　「イベント出力」に設定されていますので、「副出力」に設定する必要があります。

　　又、制御種類設定にて、工場出荷時「副出力」の制御種類として「無し」に設定されていま

　　すので制御種類を「ＰＩＤ」に設定する必要があります。

　　工場出荷時、加熱側は「ＰＩＤ制御」に設定されていますが、「Ｐ＝比例帯」、「Ｉ＝積分」
　　、「Ｄ＝微分」、「比例周期」の値は暫定の値です。

　　工場出荷時の値は、Ｐ１＝３．０、Ｉ＝０、Ｄ＝０、比例周期＝1秒（ＳＳＲ機種）／２０秒
　　（リレー機種）となっています。

　　冷却側の「ＰＩＤ」の値は、Ｐ２＝１．００（この値は主制御比例帯に対する倍率です）、

　　比例周期＝２０秒（ＳＳＲ機種・リレー機種共）、ＩとＤの値は主制御の値と同じとなりま

　　す。

　＊出力１（ＯＵＴ１）が加熱制御、出力２（ＯＵＴ２）が冷却制御の設定の場合

　◎制御種類及び出力機能設定方法

定値運転モード画面の時 プログラム運転モード画面の時

  ＰＶ値（現在値）   ＰＶ値（現在値）

  ＳＶ値（目標値）   ＳＶ値（PRoG）

入力１設定画面 以降、定値運転モードと同じ、

入力１設定画面へ

  各セット画面

  各設定モード

Ｍ

Ｏ

Ｄ

Ｅ 制御設定モード

キ

｜   各セット画面

２

秒   各設定モード

押

S04-6 制御種類選択画面

　＊この画面で制御種類を設定します。

　＊設定は▲・▼キーにて行います。

　＊工場出荷時は、「１」に設定されています。
　　「１」を「３」に設定変更することで、過熱／冷却ＰＩＤに設定

　　されます。

次のページへ続きます。

　　　▲キー３回押。但し、ＴＴＭ－２１４は２回押

ＭＯＤＥキーを６回押

ＭＯＤＥキーを６回押

ＭＯＤＥキー２秒間押 ＭＯＤＥキー２秒間長押
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前ページからの続きです

S04-12 チューニング種類設定画面

　＊この画面でチューニング種類を設定します。
　＊設定は▲・▼キーにて行います。

　＊工場出荷時は、「１」に設定されています。
　　「１」を「５」に設定変更することで、主制御・副制御共「ＰＩＤ

　　オートチューニング」になります。

Ｍ 以上で、制御種類の設定が完了です。

Ｏ

Ｄ 次に、出力機能（接続先）を設定します。
Ｅ

キ チューニング種類設定画面から「ＭＯＤＥ」キーにて、制御設定モードへ戻ります。

｜

２ 制御設定モード

秒

押   各セット画面

  各設定モード

ＯＵＴ２設定モード

  各セット画面

  各設定モード

S06-1 接続先設定画面

　＊この画面でＯＵＴ２（出力２）の接続先（出力機能）を設定します。

　＊設定は▼キーにて行います。

　＊工場出荷時は、「２」に設定されています。
　　「２」を「１」に設定変更することで、副制御（冷却）出力になり

　　ます。

＊ＰＩＤの設定方法は、Ｐ５－９　５－３－３　ＰＩＤ制御設定方法を参照願います。

　加熱／冷却制御の場合は、「セルフチューニング」はありません。

＊各画面から「ＭＯＤＥ」キーを２秒間押し続けると「運転モード画面」へ移行します。

＊各画面にて約２分間キー操作を行わないと「運転モード画面」へ戻ります。

ＭＯＤＥキーを１回押

　　▲キーを２回押

 4D-3636-B                                                   　      5-14 



５－３－５ 指示計設定

★指示計としての設定
　　定値運転モードで、目標値（ＳＶ）をブラインドする事により指示計として使用できます。

定値運転モード画面

  ＰＶ値（現在値）

  ＳＶ値（目標値）

入力１設定画面

  各セット画面

  各設定モード

　　   の表示がブリンク後、「ＦＵＮＣ」キーを押し、

　続けて「ＭＯＤＥ」キー押す。

　ＰＶ／ＳＶブラインド設定画面

　＊「ＦＵＮＣ」キーにて設定します。

　　下側（赤）の文字が消えている状態でブラインド状態となります。

　　（「ＦＵＮＣ」キーを押すと「ＰＶＳＶ」→「ＰＶ」→「ＳＶ」→

　　　「ＰＶＳＶ」の順番に表示します）

　　「ＦＵＮＣ」キーを一回押し下側（赤）文字を「ＰＶ」のみにします。

　　この状態で電源を一端切り再度電源を投入するか、「ＭＯＤＥ」キー

　　を約１０秒押し続けると上側（緑）のみの表示となります。

以上で目標値（ＳＶ）がブラインド設定され表示されなくなりました。

次に、出力を出さない設定を行います。

定値運転モード画面

  ＰＶ値（現在値）

  ＳＶ値（目標値）

Ｍ

Ｏ

Ｄ

Ｅ 入力１設定画面

キ

｜   各セット画面

２

秒   各設定モード

押

し

次ページへ続きます

　ＭＯＤＥキー２秒間長押

　　　▲キー３回押。但し、ＴＴＭ－２１４は、２回押。

　ＭＯＤＥキー１０秒間押
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前ページからの続きです。

制御設定モード

Ｍ

Ｏ 　各セット画面

Ｄ

Ｅ 　各設定モード

キ
｜

２
秒 S04-6　制御種類設定画面

押

　＊この画面で制御種類を設定します。
　＊設定は▲・▼キーにて行います。

　＊工場出荷時は、「１」に設定されています。
　　「１」を「０」に設定変更することで、出力がでなくなります。

＊各画面から「ＭＯＤＥ」キーを２秒間押し続けると「運転モード画面」へ移行します。

＊各画面にて約２分間キー操作を行わないと「運転モード画面」へ戻ります。

ＭＯＤＥキーを６回押
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５－３－６ 過昇防止器（警報器）設定

★過昇防止器（警報器）としての設定
　　定値運転モードで、ＯＵＴ１（出力１）を過昇防止器として使用する場合の設定

定値運転モード画面

  ＰＶ値（現在値）

  ＳＶ値（目標値）

入力１設定画面

  各セット画面

  各設定モード

Ｍ

Ｏ

Ｄ

Ｅ ＯＵＴ１（出力１）設定モード

キ

｜   各セット画面

２

秒   各設定モード

押

し

S05-1 接続先選択画面

　＊この画面で出力の接続先を設定します。

　＊設定は▲・▼キーにて行います。

　＊工場出荷時は、「０」に設定されています。
　　「０」を「２」に設定変更することで、イベント出力に設定されます。

S05-2 イベント機能１設定画面

　＊この画面でイベント機能を設定します。

　＊設定は▲・▼キーにて行います。

　＊工場出荷時は、「０００」に設定されています。

　　過昇防止器（警報器）としての使用により、「００６」又は「０１６」

　　に設定します。「０１６」設定の場合、目標値以上になり、その後、

　　目標値以下になったとしても、出力は出たままとなります。

　　電源の再投入で設定がリセットされます。

S05-3 イベント上限設定画面

　＊この画面でイベント上限の目標値を設定します。

　＊設定は▲・▼キーにて行います。

　＊工場出荷時は、「０」に設定されています。

　　具体的な目標値を設定してください。

＊各画面から「ＭＯＤＥ」キーを２秒間押し続けると「運転モード画面」へ移行します。

＊各画面にて約２分間キー操作を行わないと「運転モード画面」へ戻ります。

ＭＯＤＥキーを１回押

ＭＯＤＥキーを１回押

　　▲キー４回押。但し、ＴＴＭ－２１４は３回押。

ＭＯＤＥキーを１回押

ＭＯＤＥキー２秒間長押
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５－３－７ イベント設定

★イベント設定値（警報値）の設定

　　　イベント設定値（警報値）をＯＵＴ２に設定する場合

　　　　　設定条件：偏差下限、待機機能付き、３０℃、感度１℃（その他機能無）
　　　　　オプションで出力を選択していない場合は設定できません。

定値運転モード画面の時 プログラム運転モード画面の時

  ＰＶ値（現在値）   ＰＶ値（現在値）

  ＳＶ値（目標値）   ＳＶ値（PRoG）

入力１設定画面 以降、定値運転モードと同じ、

入力１設定画面へ

  各セット画面

  各設定モード

Ｍ

Ｏ

Ｄ

Ｅ ＯＵＴ２（出力２）設定画面

キ

｜   各セット画面

２

秒   各設定モード

押

S06-2 イベント機能１設定画面

　＊この画面でイベント機能を設定します。

　＊設定は▲・▼キーにて行います。

　＊工場出荷時は、「０００」に設定されています。

　　「０００」を「０２３」に設定する事で警報種類を偏差下限・待機

　　機能に設定されます。

偏差下限：設定値（ＳＶ）からの幅を設定

待機機能：一度警報領域を外れるまで警報が発生しない機能

S06-4 イベント下限設定画面

　＊この画面でイベント下限目標値を設定します。

　＊設定は▲・▼キーにて行います。

　＊工場出荷時は、「０」に設定されています。

　　「０」を「３０」に設定すると偏差下限警報値が３０℃に設定され

　　ます。

設定値（ＳＶ）から３０℃下で警報が発生。

例：ＳＶ＝２００℃、下限警報＝１７０℃以下

次ページへ続きます

    ＭＯＤＥキー１回押

    ＭＯＤＥキーを６回押

    ＭＯＤＥキー２回押

　　▲キー５回押。但し、ＴＴＭ－２１４は４回押

ＭＯＤＥキー２秒間長押ＭＯＤＥキー２秒間押
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前ページからの続きです

５．イベント感度設定画面
　＊この画面でイベント感度を設定します。

　＊設定は▲・▼キーにて行います。
　＊工場出荷時は、「０」に設定されています。

　　「０」を「１」に設定する事で下限警報の感度幅が１℃に設定され

　　ます。
警報が入る温度：１７０℃

警報が切れる温度：１６９℃

＊各画面から「ＭＯＤＥ」キーを２秒間押し続けると「運転モード画面」へ移行します。
＊各画面にて約２分間キー操作を行わないと「運転モード画面」へ戻ります。
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５－３－８ ＭＤ／ＲＥＡＤＹ設定方法

★制御を開始（ＲＵＮ）をするか、停止（ＲＥＡＤＹ）するかを選択します。ＲＵＮ／ＲＥＡＤＹ
　の切り換えは、「ＦＵＮＣ」キーにて割り当ててキー操作で行うか、オプションのデジタル

　（ＤＩ）入力や通信機能で行うことが出来ます。

①ファンクションキーにて設定

定値運転モード画面の時 プログラム運転モード画面の時

  ＰＶ値（現在値）   ＰＶ値（現在値）

  ＳＶ値（目標値）   ＳＶ値（PRoG）

入力１設定画面 以降、定値運転モードと同じ、

入力１設定画面へ

  各セット画面

  各設定モード

Ｍ

Ｏ

Ｄ キー機能設定画面

Ｅ

キ   各セット画面

｜ 入力１設定モード

２   各設定モード

秒

押

S03-1 ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ１機能設定画面

　＊この画面でファンクションキー機能を設定します。

　　キー機能の内容につきましては、下記ファンクションキー機能割り当　

　　て表（Ｐ４－２１）を参照願います。

　＊画面上の数字は割り当て表の数字と一致しています。

　＊設定は▲・▼キーにて行います。

　＊工場出荷時は、「００」に設定されています。
　＊「★＝ファンクションキー押し時間」、「☆＝２（制御開始／制御

　　停止）」に設定します。

　　★＝０：なし、１：１秒、２：２秒、３：３秒、４：４秒、５：５秒
　＊ファンクションキー２から５への設定画面への移行は、「ＭＯＤＥ」

　　キーにて行います。

　　「ＭＯＤＥ」キーを１回ずつ押す事により順番に移行します。　
　　（但し、ＴＴＭ－２１４はファンクションキーは「１」のみです）

＊以上で、ファンクション（ＦＵＮＣ）キーが「制御開始（ＲＵＮ）」・「制御停止（ＲＥＡＤ

　Ｙ）」に設定されました。

＊運転モード画面にて、ファンクションキー（ＦＵＮＣ）を押す事により、「ＲＵＮ」・「ＲＥ

　ＡＤＹ」の動作をします。
＊ＴＴＭ－２１４以外の機種は、どのファンクションキーにも［ＲＵＮ」・「ＲＥＡＤＹ」機能

　キーとして設定が出来ます。

＊各画面から「ＭＯＤＥ」キーを２秒間押し続けると「運転モード画面」へ移行します。

＊各画面にて約２分間キー操作を行わないと「運転モード画面」へ戻ります。

   ＭＯＤＥキー押

　　　▲キー２回押。但し、ＴＴＭ－２１４は１回押

ＭＯＤＥキー２秒間長押ＭＯＤＥキー２秒間押

★

☆
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②ＤＩ機能（イベント入力）にて設定

　　　オプションとしてＤＩ機能（イベント入力）が必要になります。

定値運転モード画面の時 プログラム運転モード画面の時

  ＰＶ値（現在値）   ＰＶ値（現在値）

  ＳＶ値（目標値）   ＳＶ値（PRoG）

入力１設定画面 以降、定値運転モードと同じ、

入力１設定画面へ

  各セット画面

  各設定モード

Ｍ

Ｏ 　　　▲キーを押してＤＩ設定画面を呼び出します

Ｄ 　　（オプション選択点数より押す回数は異なります）

Ｅ ＤＩ設定画面

キ

｜   各セット画面

２

秒   各設定モード

押

S13-1 ＤＩ機能設定画面

　＊この画面でＤＩ機能を設定します。

　＊設定は▲・▼キーにて行います。

　＊工場出荷時は、「００００」に設定されています。

　　「２」に設定し、アクティブ状態で「ＲＥＡＤＹ」設定となります。

S13-2 ＤＩ極性設定画面

　＊この画面でＤＩ機能を設定します。

　＊設定は▲・▼キーにて行います。

　＊工場出荷時は、「００００」に設定されています。

　　各桁とも、「０：クローズアクティブ」、「１：オープンアクティブ」

　　となります

＊各画面から「ＭＯＤＥ」キーを２秒間押し続けると「運転モード画面」へ移行します。

＊各画面にて約２分間キー操作を行わないと「運転モード画面」へ戻ります。

ＭＯＤＥキー押し

ＤＩ１設定

製品によりＤＩの使用できる点数が異なります
ＤＩ２設定

　　ＭＯＤＥキー押し

　　ＤＩ４設定

　　ＤＩ１設定

　　ＤＩ２設定

　　ＤＩ３設定

ＤＩ３設定

ＤＩ４設定

ＭＯＤＥキー２秒間長押ＭＯＤＥキー２秒間押
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５－４ 各機能設定方法及び機能内容の説明 

 
５－４－１ オートチューニング（ＡＴ）機能 

■オートチューニング（ＡＴ）とは 

 

・オートチューニング（ＡＴ）は制御対象に強制的にＯＮ／ＯＦＦ動作を行い、設定された温度に対する最適な 

ＰＩＤパラメータを自動演算、設定する機能です。 

・ＡＴを行う際は、入力１端子や出力端子（ヒータ電源など）を必ず配線し、設定温度（ＳＶ）を設定の上、 

制御可能な状態で行って下さい。 

・制御種類設定でＰＩＤ制御（正動作｛冷却｝／逆動作｛加熱｝）、加熱冷却ＰＩＤ制御、位置比例制御を 

選択しＰＩＤパラメータを自動で設定したい時にご使用下さい。 

・ＡＴが完了して、自動で設定されたＰＩＤパラメータは記憶されますので、電源を切っても値は保持されます。 

 但し、ＡＴ中に電源を切ったり、ＡＴの中止、ＡＴエラーが生じた場合のＰＩＤパラメータは変化しません 

ので、最初から行って下さい。 

 

 ＡＴ使用の禁止 

①ＡＴ中は強制的にＯＮ／ＯＦＦ動作を行う為、制御対象によりＰＶが大きく変化します。 

ＰＶの大きな変動が許されない制御対象にはＡＴを使用しないで下さい。 

②圧力制御や流量制御のように応答が速い制御対象にはＡＴを使用しないで下さい。 

③出力（ヒータや電磁弁等）に大きく急激な出力変化を加えると、問題のある制御対象には使用しないで下さい。 

 ＡＴ時、操作量リミッタはアナログ出力には有効ですが、デジタル出力にはリミットは効きません。 

 ＡＴ時、操作量変化リミッタは効きません。 

 

○注ＡＴ使用上の注意 

①制御種類設定でＯＮ／ＯＦＦ制御を設定している場合、ＡＴ起動画面は表示されません。 

②チューニング種類設定でセルフチューニングを設定している場合、ＡＴ起動画面は表示されません。 

③ＡＴの起動から完了までに掛かる時間は制御対象により異なります。 

④制御対象によっては最適なＰＩＤパラメータが得られない事があります。 

 このような場合には、手動でＰＩＤパラメータを調整して下さい。 

⑤制御モードでマニュアルを設定した場合にもＡＴは起動します。但し、ＡＴ終了後はマニュアルに 

戻りますので、ＡＴ結果を反映させる場合は、制御モードで制御開始を設定して下さい。 

⑥ＡＴ中に入力異常（断線等）が起こった場合は“ＥＲＲ０２”が表示され、ＡＴは強制終了しますので、 

再度ＡＴを行って下さい。 

⑦ＡＴ中は全ての設定の変更は出来ません。 

⑧温度変化が非常に遅い制御対象や、周囲温度付近でＡＴを実行した場合、温度変動を的確に与えられない為 

ＡＴを正常に完了出来ない場合があります。（ＡＴ開始から３時間経過すると“ＥＲＲ０２”が表示されます。） 

 このような場合には、手動でＰＩＤパラメータを調整して下さい。 

⑨３時間以上経過してもＡＴが完了しない場合、入力、出力の配線や入力種類設定、正動作／逆動作切換設定が 

 正しく設定されていない場合があります。再度配線とパラメータを確認して下さい。 

⑩操作量リミッタを設定している場合は、ＡＴで最適なＰＩＤパラメータが得られない事があります。 

 デジタル出力の場合は、ＡＴ中に操作量リミッタは効きません。 

⑪操作量変化リミッタを設定している場合は、ＡＴで最適なＰＩＤパラメータが得られない事があります。 

⑫チューニング種類設定で副セルフチューニングを設定した場合は、主制御のＡＴは出来ません。 

⑬ＰＩＤ制御タイプＣにてＡＴを行うと、アンチリセットワインドアップのパラメータも自動で演算されます。 

 タイプＡやＢに変更する場合、アンチリセットワインドアップを特に設定されない場合は 

 初期値にパラメータを変更して下さい。 

⑭ループ異常を設定した場合、設定によりＡＴ中にもループ異常が発生しますので適切に設定して下さい。 

ループ異常が発生した場合ＡＴは停止しません。発生後、ＡＴを停止してもループ異常は解除されません。 
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  ＡＴ再実行について 

ＡＴにより算出されたＰＩＤパラメータは全ての状態で最適ではありません。 

以下の設定や状態を変更した場合に、最適な制御が出来なくなる場合がありますので、 

その際は再度ＡＴを行って下さい。 

 

本製品以外の変更 本製品の設定変更 

センサ（異種に変更時） 入力種類設定 制御種類設定 正動作逆動作設定 

出力（ヒータや電源等） ＳＶを大きく変更 ＰＩＤ制御タイプ チューニング種類設定 

制御対象の動作が変化 ＳＶリミッタ上限下限 ｔｙｐｅＢモード 主副制御操作量リミッタ 

 主副制御比例帯設定 積分時間設定 微分時間設定 

 ｱﾝﾁﾘｾｯﾄﾜｲﾝﾄﾞｱｯﾌﾟ ﾊﾞﾙﾌﾞﾓｰﾀｽﾄﾛｰｸ時間  

 

 

■ＡＴの特殊動作について 

 

 ①ＤＩで制御をＲＥＡＤＹにしていた場合にも、ＡＴ起動画面や、キー機能設定でのＡＴ起動／停止により 

  ＡＴは起動します。 

 ②ＡＴ中にＤＩで制御をＲＵＮからＲＥＡＤＹもしくは、ＲＥＡＤＹからＲＵＮにした場合や、ＤＩで制御 

  をオートからマニュアルもしくは、マニュアルからオートにした場合はＡＴは継続されます。 

 ③ＡＴ中にＤＩで逆動作から正動作もしくは、正動作から逆動作にした場合、ＡＴ中でも動作は切換ります。 

 

 

■ＡＴの起動／停止方法 

 ＡＴは電源投入後、制御可能な状態ならば制御停止中、昇温中、制御安定時のどの状態からでも開始出来ます。 

 

①運転モード（電源投入初期画面）からMODEキーを長押しし、設定項目選択画面に移行します。 

②設定項目選択画面で□▽／□△キーを押し、制御設定モード（ＳＥＴ０４）を表示させます。 

③MODEキーを数回押し、ＡＴ起動画面を表示させます。 

④□▽／□△キーを押すとＡＴを実行します。ＡＴ中はＳＶ画面にＳＶとＡＴが交互に点滅します。 

 ＡＴを停止させる場合は、□▽／□△キーを押すと停止します。ＡＴ起動画面に戻ります。 

⑤ＡＴが完了するとＡＴ起動画面に戻ります。完了後、自動的にＰＩＤパラメータが設定されます。 

⑥MODEキーを長押しすると、運転モードに戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4D-3636-B            5- 24 

■制御タイプによるＡＴ後の制御特性 

○注  制御特性グラフは一例であり、制御対象により異なる制御特性を示す場合がありますので、ご注意下さい。 

 

 

 ＰＩＤ制御タイプＡ～Ｃを設定したＡＴ後の制御特性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＰＩＤ制御タイプＢ弱～Ｂ強を設定したＡＴ後の制御特性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

100

0 10

時間

測定値（ＰＶ）

タイプＡ

タイプＢ

タイプＣ

 

測定値（ＰＶ） 

時間 

制御開始点 

制御設定値ＳＶ 

 

 

0

100

0 10

時間

測定値（ＰＶ）

タイプＢ弱

タイプＢ中

タイプＢ強

 
 

 測定値（ＰＶ） 

時間 

制御開始点 

制御設定値ＳＶ 
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５－４－２ セルフチューニング機能 

■セルフチューニングとは 

・オペレータがチューニングの指令を出す事なく運転開始時(電源投入を含む)または設定値変更時または 

ハンチング発生時に自動的で判断しチューニング行いＰＩＤ定数を修正する機能です。 

・セルフチューニングを行う際は、入力１端子や出力端子（ヒータ電源など）を必ず配線し、設定温度 

（ＳＶ）を設定の上、制御可能な状態で行って下さい。 

・制御種類設定でＰＩＤ制御（正動作｛冷却｝／逆動作｛加熱｝）、加熱冷却ＰＩＤ制御、位置比例制御を 

選択しＰＩＤパラメータを自動で設定したい時にご使用下さい。 

・セルフチューニングが完了して、自動で設定されたＰＩＤパラメータは記憶されますので、電源を切って 

も値は保持されます。 

 但し、セルフチューニング中に電源を切った場合、ＰＩＤパラメータは変化しません。 

 

・ステップ応答によるチューニング 

 運転開始時(電源投入時を含む)または設定値変更時に次の条件が満たされる場合ステップ応答法による 

 セルフチューニングが開始されます。 

  1)現在の設定値でチューニングが行なわれていない場合。(前回のチューニング時) 

  2)偏差＞比例帯×１．２５の場合。 

ステップ応答可能範囲

開始温度

設定値

経過時間

温度

比例帯＊１．２５

 
 

・ハンチングによるチューニング 

 設定値到達後にハンチングが発生した場合に次の条件が満たされる場合オートチューニングが 

 開始されます。 

 1)ハンチング幅がＡＴ感度／２より大きく、ハンチングが収束しない場合。 

設定値

経過時間

温度

ＡＴ感度／２

ＡＴ感度／２

ハンチング幅
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○注使用上の注意点 

セルフチューニングは通常制御の応答により、ＰＩＤ定数を修正する機能な為、現状の制御結果の影響を 

受けます。下記の様な環境で使用されますと正確な補正ができない事があります。 

1) 外乱の多い制御系(外乱によりハンチングの様な動作をする場合) 

2) 制御出力に長い時間のディレイが掛かる制御系 

 

また、次の様な場合はオートチューニングでチューニングを実施してください。 

１） オーバーシュート抑制を重視したい場合。 

２） 目標値追従性を重視したい場合。 

３） 外乱応答性を重視したい場合。 

４） 応答が速い制御系(半田ゴテなど) 

５） 無駄時間が長い制御系(恒温槽など) 
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５－４－３ モード／マニュアル機能 

 

■モード（ＭＤ）／マニュアル（ＭＡＮ）機能 

 制御モードで設定された制御とマニュアル制御をＦＵＮＣキーや、ＤＩまたは通信で切り換え出来ます。 

 切り換わる制御はＳＥＴ４、制御モード（ＭＤ）によりＲＵＮ他、ＲＥＡＤＹ、ＭＡＮＵＡＬ、タイマ制御に

する事が出来ます。制御モード（ＭＤ）は□▽または□△キーで切り換え出来ます。 

 以下の説明は制御モード（ＭＤ）をＲＵＮにした場合です。 

 マニュアル制御は制御対象の状態に関わらず、操作量（制御用出力）を任意に設定、出力出来る機能です。 

 システム試運転時に操作端（ヒータ、バルブなど）の動作確認を行う場合や、万一のセンサー故障などにより 

 通常の制御が行えない場合、手動でシステムを運用出来ます。 

 

 ＰＩＤ制御を設定した場合は、オート制御／マニュアル制御の相互を切り換える時に、操作量（制御出力）の 

 急変を抑え、さらに急変による周辺機器の損傷、制御系への悪影響を抑えるバランスレス・バンプレス機能を 

 搭載しているので、安心して操作出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 オート／マニュアル時のＰＶ／ＳＶ画面    

ＲＵＮ時、ＲＥＡＤＹ時           マニュアル時 

℃
OUT1

           

℃
OUT1

 
 制御設定値(ＳＶ)が設定できます。       操作量（ＭＶ）が設定できます 

○注マニュアル時に制御設定(ＳＶ)の変更を行なう場合は“ＳＥＴ４／ＳＶ”で行なってください。 

 

 

    マニュアル制御      オート制御 

0 

100 

0  

時間 

操作量（ＭＶ） 

操作量（ＭＶ） 

0

100

0 10

時間

操作量（ＭＶ）

操作量（ＭＶ）

 

オート制御 マニュアル制御 

 操作量変更 切り換え 
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５－４－４ バンク機能  

 

■バンク機能とは 

 

・本製品一台で異なる温度制御や警報設定などを行う際に、その都度温度設定、ＰＩＤ値、警報設定などを 

 変更せず、バンク毎に該当するパラメータを設定しておき、バンク設定を変更するだけでご希望の制御を 

 させる事が可能な機能です。 

 バンク０～７の８つのメモリバンクを持っています。メモリバンクとは、特定の設定値群をひとまとめに 

 したものです。１つの設定群に最大１６種類までのバンク機能を持ったパラメータを設定する事が出来ます。 

 

 

    １６種類のパラメータは『バンク設定モード』で設定を行ったパラメータとなります。 

    『バンク設定モード』で設定されていないパラメータは、各バンクの共通パラメータとなります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バンク０ 

バンク１ 

バンク２ 

バンク３ 

バンク４ 

バンク５ 

バンク６ 

バンク７ 
バンク設定モードで設定した１６種類の任意の 

パラメータのみ設定変更が可能となります。 

バンク設定モードで設定した１６種類の任意の 

パラメータのみ設定変更が可能となります。 

バンク設定モードで設定した１６種類の任意の 

パラメータのみ設定変更が可能となります。 

バンク設定モードで設定した１６種類の任意の 

パラメータのみ設定変更が可能となります。 

バンク設定モードで設定した１６種類の任意の 

パラメータのみ設定変更が可能となります。 

バンク設定モードで設定した１６種類の任意の 

パラメータのみ設定変更が可能となります。 

バンク設定モードで設定した１６種類の任意の 

パラメータのみ設定変更が可能となります。 

バンク設定モードで設定した１６種類の任意の 

パラメータのみ設定変更が可能となります。 
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＜設定方法＞ 

    ：制御設定モード（ＳＥＴ０４）の設定について ･･･Ｐ６－１４を参照願います。 

     バンク設定モード（ＳＥＴ２０）の設定について･･･Ｐ６－７２参照願います。 

 

  ■操作フロー 

 
 

電源投入 

入力１設定モード 

ＳＥＴ０１画面 

 

運転モード 

 

約4秒後（自動） 

MODEｷｰ 2秒 

△･▽ｷｰ  

バンク設定モード 

ＳＥＴ２０画面 

バンク選択０１設定 

バンク選択０２設定？ 

MODEｷｰ 

バンク設定するパラメータを 

△・▽キーにて選択 

バンク選択０２設定 

・ 

・ バンク選択０３～１６ 

・ 

バンク設定するパラメータを 

△・▽キーにて選択 

バンク選択０３設定？ 

バンク選択１６設定 バンク設定するパラメータを 

△・▽キーにて選択 

不要 MODEｷｰ SET20画面へ 

不要 MODEｷｰ SET20画面へ 

必要 MODEｷｰ 

必要 MODEｷｰ 

最大１６個選択可能 

選択しない場合：ＯＦＦ 

  ①へ 
バンク設定モード 

ＳＥＴ２０画面 

MODEｷｰ 
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    バンク切り替えの記憶について 

    ①制御設定モードの「バンク切り替え」による変更・・・ 

              ＭＯＤＥキーを押した場合に記憶されます。（次の画面へ移行した時） 

              △・▽キーでの切り替え時には記憶されませんのでご注意願います。 

    ②ＦＵＮＣキー・・・ＦＵＮＣキーを押した場合に記憶されます。 

    ③ＤＩ    ・・・ＤＩにて切り替えた場合に記憶されます。 

    ④通信    ・・・通信にて切り替えた場合にリミットされるパラメータのみ 

              設定値が変更されます。記憶はあくまで“ＳＴＲ（ストア命令）”です。 

                ＳＴＲ・・・取扱説明書 通信編を参照願います。 

 

     ○注②～④にてバンク切り替えを行う場合、パラメータの設定値にリミッタが掛かってしまう場合が 

      ありますのでご注意願います。 

 

      ＜リミットが掛かるパラメータ＞  

              1)入力種類設定・・・ＩＮＰ１、ＩＮＰ２ 

              2)小数点位置 ・・・ｄＰ１ 

              3)摂氏／華氏 ・・・℃／ﾟＦ 

 

例）入力種類をＫ熱電対からＴ熱電対に切り替えた場合 

設定範囲がＴ熱電対の方が狭い為、ＳＶリミッタ上限・下限設定値が変わってしまいます。 

 

      ＜対策＞リミッタが掛かるパラメータをバンク設定モードに設定する。 

 

 

  

制御設定モード 

ＳＥＴ０４画面 

 

  ①から 

MODEｷｰ 

バンク切り替え 

ｂＡＮＫ＊画面 

パラメータ設定 

MODEｷｰ 

バンク切り替え 

ｂＡＮＫ＊画面 

バンク設定済み 

他のバンク設定がある 

△・▽ｷｰ 

ｂＡＮＫ＊：０～７ 

制御設定モード 

ＳＥＴ０４画面 

 
MODEｷｰ 

バンク毎に該当するパラメータを設定する 

使用するバンクに設定する 
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 ５－４－５ タイマ機能 

 

■タイマ機能とは 

 

・あるトリガが発生してから一定時間または一定時間後にイベントを発生させる機能です。 

 

おもな使用例と設定は下記の通りです。 

 

 ■電源を入れて自動的に制御を開始／停止したい場合（オートスタート） 

    電源を入れて２時間後に１８０℃で２０分間制御する設定例 

  
 

ＣＮｔ 
名称 設定内容 設定値 

 制御設定 １８０℃ 180 

 制御ﾓｰﾄﾞ タイマ１で制御の開始／停止をする TIME1 

 

  
 

ｔＩＭＥ１ 
名称 設定内容 設定値 

 機能設定 ｵｰﾄｽﾀｰﾄ 1 

 on ﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾏ ２時間 02:00 

 off ﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾏ ２０分 00:20 

 

 

電源

制御

onディレイ
２時間

offディレイ
２０分

ON

OＦＦ

RUN

RDY

温度

180℃

常温
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 ■ＦＵＮＣキー押して制御を開始／停止したい場合（マニュアルスタート） 

    ＦＵＮＣキーを押して２時間後に１８０℃で２０分間制御する設定例 

  
 

ＫＥＹ 
名称 設定内容 設定値 

 ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ 1 機能設定 押し時間設定なし／ﾀｲﾏ ｽﾀｰﾄ/ﾘｾｯﾄ 04 

 

  
 

ＣＮｔ 
名称 設定内容 設定値 

 制御設定 １８０℃ 180 

 制御ﾓｰﾄﾞ タイマ１で制御の開始／停止をする TIME1 

 

  
 

ｔＩＭＥ１ 
名称 設定内容 設定値 

 機能設定 ﾏﾆｭｱﾙｽﾀｰﾄ 2 

 on ﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾏ ２時間 02:00 

 off ﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾏ ２０分 00:20 

 

電源

制御

onディレイ
２時間

offディレイ
２０分

ON

OＦＦ

RUN

RDY

温度

180℃

常温

FUNCキーを押す
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 ■測定値が設定値に到達したら接点出力を出したい場合（ＳＶスタート） 

    １８０℃到達したあと、１分間出力１を出す設定例 

  
 

ＣＮｔ 
名称 設定内容 設定値 

 制御設定 １８０℃ 180 

 

  
 

ｏＵｔ１ 
名称 設定内容 設定値 

 接続先設定 ﾀｲﾏ 1 出力 5 

 

  
 

ｔＩＭＥ１ 
名称 設定内容 設定値 

 機能設定 SV ｽﾀｰﾄ 3 

 ｽﾀｰﾄ SV 許容幅設定 ２℃の幅を持たせる 2 

 off ﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾏ １分 00:01 

 

 

 

 

温度

180℃

常温

出力１
ON

OＦＦ

1分間接点出力をする。

ｽﾀｰﾄSV許容幅を２℃に設定す
ると、ＳＶ±１℃の範囲に入った

時点からタイマが動作する。
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 ■接点出力３，４を順番に出したい場合（イベント＊スタート） 

    タイマ１を使って出力３を出し、タイマ１が終了したらタイマ２を開始して出力４を出す設定例 

 

  
 

ｏＵｔ３/４ 
名称 設定内容 設定値 

 接続先設定 ﾀｲﾏ 1 出力 5 

 接続先設定 ﾀｲﾏ 2 出力 9 

 

  
 

ｔＩＭＥ１ 
名称 設定内容 設定値 

 機能設定 ｵｰﾄｽﾀｰﾄ 1 

 on ﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾏ ０分 00:00 

 off ﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾏ １分 00:01 

 

  
 

ｔＩＭＥ２ 
名称 設定内容 設定値 

 機能設定 ｲﾍﾞﾝﾄ 3 ｽﾀｰﾄ 10 

 on ﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾏ １分 00:01 

 off ﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾏ １分 00:01 

 

 

 

電源

offディレイ
１分

ON

OＦＦ

出力３
ON

OＦＦ

onディレイ
１分

出力４
ON

OＦＦ

offディレイ
１分
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 ■簡易プロコンとして使う場合（マニュアルスタート、イベント＊スタート） 

  ＦＵＮＣキーを押したら、１分で１００℃まで上げて、１分１００℃を保ち、１分で０℃まで落とす設定例 

 

  
 

ＫＥＹ 
名称 設定内容 設定値 

 ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ 1 機能設定 押し時間設定なし／ﾀｲﾏ ｽﾀｰﾄ/ﾘｾｯﾄ 04 

 

  
 

ｏＵｔ３/４ 
名称 設定内容 設定値 

 接続先設定 ﾀｲﾏ 1 出力 5 

 接続先設定 ﾀｲﾏ 2 出力 9 

 

  
 

ｔＩＭＥ１ 
名称 設定内容 設定値 

 機能設定 ﾏﾆｭｱﾙｽﾀｰﾄ 2 

 on ﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾏ ０分 00:00 

 off ﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾏ ２分 00:02 

 

  
 

ｔＩＭＥ２ 
名称 設定内容 設定値 

 機能設定 ｲﾍﾞﾝﾄ 3 ｽﾀｰﾄ 10 

 on ﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾏ ２分 00:02 

 off ﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾏ １分 00:01 

 

  
 

ｂＮＫ 
名称 設定内容 設定値 

  制御設定 SV 

  ランプ時間設定 RMP 

 

      以下の設定はＳＥＴ４ ｂＡＮＫ（バンク切り替え）で切り替えながら入力して下さい。 

   ※ｂＡＮＫを０に設定 

  
 

ＣＮｔ 
名称 設定内容 設定値 

 制御設定 ０℃ 0 

 ﾗﾝﾌﾟ時間設定 設定 OFF 0.0 

 

   ※ｂＡＮＫを１に設定 

  
 

ＣＮｔ 
名称 設定内容 設定値 

 制御設定 １００℃ 100 

 ﾗﾝﾌﾟ時間設定 １分で１００℃上げる 100.0 

 

   ※ｂＡＮＫを２に設定 

  
 

ＣＮｔ 
名称 設定内容 設定値 

 制御設定 ０℃ 100 

 ﾗﾝﾌﾟ時間設定 １分で１００℃上げる 100.0 

 

   ※バンク設定が終わってからＤＩを設定しないと、バンク切り替えが出来ません。 

  
 

ｄＩ 
名称 設定内容 設定値 

 機能設定 DI1,DI2 ともバンク切り替え 0011 

   設定が終わったら、製品の配線を行います。 
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 ２０４ ２０５／９ ２０７ 

出力３とＤＩ１を繋げる。 ⑦－⑮ 

⑨－⑯ 

⑲－  

－  

⑬－  

⑮－  

出力４とＤＩ２を繋げる。 ⑧－⑰ 

⑨－⑱ 

⑳－  

－  

⑭－  

⑮－  
 

○注出力とＤＩを繋げるときは、出力はオープンコレクタを選択して下さい。 

 

 

 

電源

offディレイ
２分

ON

OＦＦ

出力３

ON

OＦＦ

onディレイ
２分

出力４
ON

OＦＦ

offディレイ
１分

FUNCキー

制御温度の
動き

100℃

常温

ランプ機能により１分間で
１００℃上がる

ランプ機能により１分間で
１００℃下がる

バンク１ バンク２ バンク０バンク０
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■「RDYランプ」点灯状態の補足説明 

下記の表は、制御モードにﾀｲﾏ動作が設定されている時のRDYﾗﾝﾌﾟ表示状態を示します。 

SET04 制御MDの状態（MD／READY）に応じ表示状態が変わります。 

 

  

Md 

RDY RUN MAN 
TIMEx 

運転前 on ﾃﾞｨﾚｲ off ﾃﾞｨﾚｲ 運転後 

無し   点滅 消灯 消灯 点滅 点滅 消灯 点滅 

func 

Md⇔RdY 

Md 点滅 消灯 消灯 点滅 点滅 消灯 点滅 

RdY 点灯 点灯 点灯 点灯 点灯 点灯 点灯 

di 

Md⇔RdY 

MD 点滅 消灯 消灯 点滅 点滅 消灯 点滅 

RDY 点灯 点灯 点灯 点灯 点灯 点灯 点灯 

 

  ※上記表の点滅周期は５００ｍＳです。 

  ※インターロック機能による強制停止時、ＲＤＹランプ点滅は、早い点滅（周期１００ｍＳ）になります。 
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  ５－４－６ ループ異常機能 

 

■ループ異常とは 

 

・出力異常を検知する事が可能な機能です。 

・制御ループ異常ＰＶ閾値設定（ｔＳ＊）および、制御ループ異常制御量閾値設定（ＭＳ＊）で閾値を満た

している場合、ループ異常時間設定（ＬｏＰ＊）時間毎にＰＶ変化量（ＰＳ＊）を判定します。 

・「ＰＳ＊」以下である時に、「ループ異常」を検知します。 

・ＰＳ＊＝０ の時はＬｏＰ＊による時間判定のみ。ｔＳ＊またはＭＳ＊で閾値を満たしている時間が 

ＬｏＰ＊を超えると、「ループ異常」を検知します。 

    （＊は１＝主制御または２＝副制御） 

 

 

    ＯＵＴ１～ＯＵＴ７のいずれかをイベントループ異常有りに選択した場合、使用可能となります。 

 

    主制御ループ異常関係の設定について    ･･･････････････････････････Ｐ６－２６～２９参照 

    副制御ループ異常関係の設定について    ･･･････････････････････････Ｐ６－３９～４２参照 

    ＯＵＴ１～７ イベント機能４設定ループ異常（Ｅ１～７Ｆ４）の設定について･･･Ｐ６－５４参照 

 

＜ループ異常発生状態の例＞ 

判定しない
領域

判定しない
領域

ＰＶ閾値
（ＴＳ＊）

操作量閾値
（ＭＳ＊）

監視時間
（ＬｏＰ＊）

ON

OFF

ＳＶ

ＰＶ

ＭＬＬ＊

ＭＬＨ＊

ＭＶ＊

判定する
領域

判定する
領域

監視時間
（ＬｏＰ＊）

監視時間
（ＬｏＰ＊）

ﾙｰﾌﾟ異常
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＜設定方法＞ 

 

 
 

    ループ異常の保持解除方法について 

     1)イベント機能４設定の付加機能の設定を「０：無し」設定にする。 

     2)異常では無い状態で電源を切り、再度電源投入する。 

      

電源投入 

入力１設定モード 

ＳＥＴ０１画面 

 

運転モード 

 

約4秒後（自動） 

MODEｷｰ 2秒 

△･▽ｷｰ  

制御設定モード 

ＳＥＴ０４画面 

主制御ループ異常時間設定 

ＬｏＰ１ 

MODEｷｰ 

主制御 異常時間設定を 

△・▽キーにて設定 

MODEｷｰ 

MODEｷｰ 

 設定終了 

副制御ループ異常時間設定 

ＬｏＰ２ 

副制御 異常時間設定を 

△・▽キーにて設定 

MODEｷｰ 

制御設定モード 

ＳＥＴ０４画面 

△･▽ｷｰ  

ＯＵＴ１～７設定モード 

ＳＥＴ０５～１１画面 

イベント機能４設定 

Ｅ＊Ｆ４ 

接続先設定 

ｏ＊Ｆ 
△・▽キーにて 

「２」のイベント出力に設定 

△・▽キーにてループ異常を出力する 

ＯＵＴ＊出力画面にする 

（ＯＵＴ１～７より選択） 

MODEｷｰ 

△・▽キーにて 

「０１」のループ異常機能有り 

「１１」のループ異常機能有り＋保持有り 
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５－４－７ カレントトランス（ＣＴ）異常機能 

 

■ＣＴ（カレントトランス）機能とは 

 

・リレー、ＳＳＲなどの故障により出力が正常にＯＮ／ＯＦＦしていないことを検出する機能です。 

・ＣＴで故障を検出する際は、ＣＴ端子と出力端子（ヒータ電源など）を必ず配線し、CT*接続先設定（ＣＩ＊）と

CT1異常電流値設定（Ｃｔ１）を設定の上、制御可能な状態で行って下さい。 

 

制御出力１の状態 
ヒータへの通電 

ＣＴ異常 

状態 出力＊ 動作ランプ 

ＯＮ 点灯 
有 ※1) 正常 

無(出力断線状態) 異常 

ＯＦＦ 消灯 
有(出力短絡状態) 異常 

無 ※2) 正常 

 

   

   

   

                  ON 

          制御出力１ 

        Ton ※3)         Toff※4)  

   

 

                

                  OFF 

※1) 上図で Tonの間に、CT電流値がCT1異常電流値設定より大きければ通電有り（正常）とします。 

※2) 上図で Toffの間に、CT電流値がCT1異常電流値設定より小さければ通電無し（正常）とします。 

              ※3) 制御出力１のON時間(Ton)が３００ｍｓ以下は、出力断線状態の検出を行いません。 

              ※4) 制御出力１のOFF時間(Toff)が３００ｍｓ以下は、出力短絡状態の検出を行いません。 

          

       ※ CT電流値が小さいと、検出が不安定となります。このような場合は、負荷線を下図のように 

複数回貫通するよう巻いてください。２回巻けば検出電流は２倍となります。 

○注ただし、検出精度は２倍悪くなります。 

                 負荷線 

                   

 

ＣＴ

 
 

■ＣＴの取り付け、設定計算、パラメータ設定例 

 ■単相 

   ＣＴは下図の位置に設置してください。 

 

  

負荷

ＣＴ
製品
ＣＴ入力へ　

ＡＣライン
負荷：ヒータ など

  
○注配線は片方のみ通して下さい。入れる方向は有りません。 
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  ■CT1異常電流値設定の計算 

          設定する検出電流は 

                                                 正常値の電流＋ヒータ断線時の電流       

                    ∴  CT1異常電流値設定値 ＝                                           

                                                             ２                          

          を目安に設定してください。 

    ○注測定電流が小さすぎて、負荷線をＣＴにＮ回巻きつけるた場合は、ＣＴにＮ倍の電流が流れる事にな

りますので注意してください。実際に流れている電流が１０Ａだとしても、６巻きした場合は６０Ａ

流した場合と同じ電流が流れます。 

 

   (例) １００Ｖ,２ＫＷのヒーターの場合 

      【正常時】                                            【断線時】 

負荷

ＣＴ

１００Ｖ

２０Ａ→

←２０Ａ

製品
ＣＴ入力へ　   

負荷

ＣＴ

製品
ＣＴ入力へ　

１００Ｖ

０Ａ

０Ａ

断線

 
  

正常時の電流のヒーター電流は２０Ａ、断線時の電流が０ＡであるためCT1異常電流値設定値は   

    

                                   正常値の電流＋ヒータ断線時の電流      ２０ + ０  

       ∴ CT1異常電流値設定値 ＝                                 ＝         ＝１０［Ａ］ 

                                             ２               ２ 

 となります。 

 

   ■ パラメータ設定例 

   上記の例で、出力１にＣＴ１を取り付けて、出力２にＣＴ異常を出力させる設定例を挙げます。 

  
 

ｏＵｔ２ 
名称 設定内容 設定値 

 接続先設定 ｲﾍﾞﾝﾄ出力 2 

 ｲﾍﾞﾝﾄ機能 3 設定(CT 異常) 全ﾓｰﾄﾞ、付加機能無し、ＣＴ１異常 001 

 

  
 

ＣＴ 
名称 設定内容 設定値 

 CT1 接続先設定 OUT1 に接続(DO の場合設定可) 1 

 CT1異常電流値設定  10.0 

 

 

 

石原 (寛)
テキストボックス
B
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   ■三相の場合 

   ■デルタ結線 

       (例)  ２００Ｖ,２ＫＷのヒーターを３本使用した時 

                   【正常時】 

                

負荷

ＣＴ

負
荷

負
荷

ＣＴ

２００Ｖ

２００Ｖ

２００Ｖ

１７．３Ａ→

１７．３Ａ→

１７．３Ａ→

製品
ＣＴ入力へ　

製品
ＣＴ入力へ　     

 

         各相の正常時の電流は１７.３Ａ（≒√３×１０Ａ） となります。 

 

   【相間で断線時】                   【負荷側で断線時】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

断線時の電流＝１０Ａ×√３×（√３／２）       断線時の電流＝１０Ａ×√３×（１／√３） 

       ＝１５Ａ                       ＝１０Ａ 

 

   相間側で断線した時のヒータ断線検出電流値は  

CT1異常電流値設定値＝（１７．３＋１５）／２≒１６．１［Ａ］  

 

負荷側で断線した時のヒータ断線検出電流値は 

CT1異常電流値設定値＝（１７．３＋１０）／２≒１３.６５［Ａ］  

 

となり、いずれの場合でも検出できるようにするためには、１６．１ＡをCT1異常電流値設定値とします。 

 

 

 

  

負荷

ＣＴ

負
荷

負
荷

ＣＴ

２００Ｖ

２００Ｖ

２００Ｖ

製品
ＣＴ入力へ　

製品
ＣＴ入力へ　

断線

１５Ａ→

１５Ａ→

 

負荷

ＣＴ

負
荷

負
荷

ＣＴ

２００Ｖ

２００Ｖ

２００Ｖ

１７．３Ａ→

製品
ＣＴ入力へ　

製品
ＣＴ入力へ　

断線１０Ａ→

１０Ａ→
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   ■スター結線 

 (例)  ２００Ｖ,２ＫＷのヒーターを３本使用した時 

             【正常時】 

 

 

 

  

   

              

                                         

 

   

 

               各相の正常時の電流は５．８Ａ（≒１０Ａ×（１／√３））となります。   

 

 

                      【相間で断線時】 

ＣＴ

負
荷

負荷
負荷

ＣＴ

２００Ｖ

２００Ｖ

２００Ｖ

製品
ＣＴ入力へ　

ＣＴ入力へ　
製品

断線

５Ａ→

５Ａ→

 
相間で断線時の電流＝１０Ａ×（１／√３）×（√３／２）＝５Ａ 

 

【負荷側で断線時】 

ＣＴ

負
荷

負荷負荷

ＣＴ

２００Ｖ

２００Ｖ

２００Ｖ

５Ａ→

５Ａ→

製品
ＣＴ入力へ　

ＣＴ入力へ　
製品

断線

 
 

           負荷側で断線時の電流＝ １０Ａ×（１／√３）×（√３／２）＝５Ａ 

 

本結線の場合のCT1異常電流値設定値は５．４Ａ(＝（５．８＋５）／２) となります。 

 

 

ＣＴ

負
荷

負荷負荷

ＣＴ

２００Ｖ

２００Ｖ

２００Ｖ

５．８Ａ→

５．８Ａ→

５．８Ａ→

製品
ＣＴ入力へ　

ＣＴ入力へ　
製品
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        ■Ｖ結線 

     (例)  ２００Ｖ,２ＫＷのヒーターを２本使用した時 

             【正常時】 

 

 

 

                       

                                       

  

 

 

 

 

     ＣＴを取り付ける相手の電流は １７．３Ａ(≒√３ × １０Ａ)となります。 

 

            【コモン側で断線時】                 【負荷側で断線時】 

 
５Ａ→

ＣＴ

ＣＴ

負荷

負荷２００Ｖ

２００Ｖ

２００Ｖ

製品
ＣＴ入力へ　

製品
ＣＴ入力へ　

断線

５Ａ→

    

ＣＴ

ＣＴ

負荷

負荷２００Ｖ

２００Ｖ

２００Ｖ

製品
ＣＴ入力へ　

製品
ＣＴ入力へ　

１０Ａ→

断線

１０Ａ→

 
              

断線時の電流＝１０Ａ×（１／２）         断線時の電流＝１０Ａ×１ 

             ＝５Ａ                      ＝１０Ａ 

 

      コモン側で断線した時のヒータ断線検出電流値は  

ヒータ断線検出電流値＝（１７．３＋ ５）／２≒１1．２［Ａ］  

 

負荷側で断線した時のヒータ断線検出電流値は 

ヒータ断線検出電流値＝（１７．３＋１０）／２≒１３.７［Ａ］  

 

となり、いずれの場合でも検出できるようにするためには、１３．７Ａをヒータ断線検出電流とします。 

 

   ■ パラメータ設定例 

   上記の例で、出力１、２にＣＴ１、２を取り付けて、出力３にＣＴ異常を出力させる設定例を挙げます。 

 
 

ｏＵｔ２ 
名称 設定内容 設定値 

 接続先設定 ｲﾍﾞﾝﾄ出力 2 

 ｲﾍﾞﾝﾄ機能 3 設定(CT 異常) 全ﾓｰﾄﾞ、付加機能無し、ＣＴ１異常＋ＣＴ２異常 003 

 

 
 

Ｃｔ 
名称 設定内容 設定値 

 CT1 接続先設定 OUT1 に接続(DO の場合設定可) 1 

 CT1異常電流値設定  13.7 

 CT2接続先設定 OUT2に接続(DOの場合設定可) 2 

 CT2異常電流値設定  13.7 

 

 

ＣＴ

ＣＴ

負荷

負荷２００Ｖ

２００Ｖ

２００Ｖ

製品
ＣＴ入力へ　

製品
ＣＴ入力へ　

１０Ａ→

１０Ａ→

１７．３Ａ→
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５－４－８ 位置比例制御 

 

■位置比例制御とは 

・ＰＩＤ制御で求められた操作量をバルブモータストローク時間によりバルブに開信号または閉信号を出力し 

バルブ開度を変化させ流量を調節し対象の温度を制御します。フィードバッグ抵抗無しで制御が可能です。 

・バルブモータストローク時間とはバルブが全閉から全開に成るまでの時間を言います。 

 

 

センサー

開信号

閉信号

調節計

制御対象

温水 温水

温水排出

バルブ

 
 

・バルブモータドライブデッドバンド 

 位置比例制御は調節計の操作量とバルブの開度を一致させるように開信号側または閉信号の出力を操作します。 

 バルブの寿命を考慮し頻繁な開閉の切り替え動作は極力抑える必要があります。 

 開信号および閉信号の出力切り替え点にデッドバンドを設け、この領域にでは開信号および閉信号の 

両出力共に停止して頻繁な開閉の切り替え動作を低減させています。 

 

デッドバンド

開度
MV

開信号 閉信号

 
 

・ＡＴ終了後初期開度 

 オートチュニング終了後のアンダーシュートを抑えるため終了直後の操作量を設定する事が可能です。 

例）ＡＴ終了後の応答 

ｔ

温度

初期開度＝１００％

初期開度＝０％

AT中 通常制御
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５－４－９ 同時昇温機能 

 

■同時昇温とは 

・ＲＳ－４８５通信機能を使用して多ｃｈで同時昇温の制御を行なう場合にマスタ／スレーブを決める事で 

各ｃｈの特性に関わらず同時刻に目標値に到達させる事ができます。 

制御開始から目標値へ到達する時間が最も遅いｃｈをマスタにし、それ以外をスレーブにします。 

 ・同時昇温機能は運転開始時(電源投入時を含む)または設定値変更時より開始されマスタが目標値へ 

到達すると終了します。 

 

調節計１ｃｈ 調節計２ｃｈ 調節計３ｃｈ 調節計４ｃｈ

ヒータ ヒータ ヒータ ヒータ

センサー センサー

センサー

センサー

炉

入力 出力 入力 出力 入力 出力 入力 出力

 
 

 

・使用方法 

1)通信プロトコル設定(SEt17)をtohoプロトコルに設定する。 

2)通信切替設定(SEt17)を目標値への到達が最も遅いｃｈを同時昇温マスタにそれ以外を同時昇温スレーブに 

設定する。 

 3)主制御感度設定(SEt04)を設定する。 

同時昇温中のスレーブ側はマスタの現在温度に対してON/OFF制御するので、チャタリングが起こらない 

程度に感度を設定する。 

 

○注使用上の注意点 

1)必要に応じてｃｈ毎にオートチューニングをしてください。 

  2)同時昇温機能を使う場合は外部との通信は行なわないでください。 
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５－５ プログラム運転機能の説明 

 
■デジタルコントローラ ＴＴＭ－２１０シリーズ は、簡易プログラムコントローラを実現できます。 

ＴＴＭ－２１０シリーズのプログラム運転について説明します。 

 

・本機のプログラム運転は、「バンク機能」及び「プログラムステップ機能」を自動制御することで 

プログラム運転を実現しています。この状態を下記に示します。 

 

■プログラム運転動作説明図 

 

STEP1 STEP2 STEP3 STEP4 STEP5 STEP6 STEP7 STEP8

ＳＶ１

50℃
ＴＩＭ１

00:30

ST１BK
バンク１

バンク１

ＲＭＰ

10
Ｐ１

4.0

・・・

ｏ２Ｆ

Ｉ

20
Ｄ

5

ＳＶ２

100℃
ＴＩＭ２

00:40

ST2BK
バンク１

バンク１

ＲＭＰ

10

・・・

ｏ２Ｆ

ＳＶ３

150℃
ＴＩＭ３

00:50

ST3BK
バンク１

バンク１

ＲＭＰ

10

・・・

ｏ２Ｆ

ＳＶ４

200℃
ＴＩＭ４

01:00

ST4BK
バンク１

バンク１

ＲＭＰ

10

・・・

ｏ２Ｆ

ＳＶ５

150℃
ＴＩＭ５

00:30

ST5BK
バンク２

バンク２

ＲＭＰ

5

・・・

ｏ２Ｆ
ﾀｲﾏONﾃﾞｨﾚ-

ＳＶ６

100℃
ＴＩＭ６

00:40

ST6BK
バンク２

バンク２

ＲＭＰ

5

・・・

ｏ２Ｆ

ＳＶ７

150℃
ＴＩＭ７

00:50

ST7BK
バンク1

バンク１

ＲＭＰ

10

・・・

ｏ２Ｆ

ＳＶ８

20℃
ＴＩＭ８

00:10

ST8BK
バンク3

バンク３

ＲＭＰ

30

・・・

ｏ２Ｆ
ＲＵＮ出力

バンク０

ＲＭＰ

Ｐ１

3.0M
A

X
16ﾊ

ﾟﾗ
ﾒｰ

ﾀ

・・・

ｏ２Ｆ
エンド出力

Ｉ

0
Ｄ

0

バンク０

ＲＭＰ

・・・

ｏ２Ｆ
エンド出力

運転開始 運転終了

ＥＮＤ
ＰＶ

バンク０

ＲＭＰ

M
A

X

16ﾊ
ﾟﾗ

ﾒｰ
ﾀ

・・・

ｏ２Ｆ
エンド出力

運転停止運転停止

STOP操作

STOP操作

Ｐ１

2.0
Ｉ

10
Ｄ

2

Ｐ１

3.0
Ｉ

0
Ｄ

0

Ｐ１

3.0
Ｉ

0
Ｄ

0

Ｐ１

4.0
Ｉ

20
Ｄ

5

Ｐ１

4.0
Ｉ

20
Ｄ

5

Ｐ１

4.0
Ｉ

20
Ｄ

5

Ｐ１

4.0
Ｉ

20
Ｄ

5

Ｐ１

2.0
Ｉ

10
Ｄ

2

Ｐ１

2.0
Ｉ

10
Ｄ

2

SET22
設定値

最大８ｽﾃｯﾌﾟ

SET20
設定値

ステップＳＶ　設定

ステップ時間　設定

ステップバンク　設定

ｏ２Ｆ出力例

温度変化パターン

ﾀｲﾏONﾃﾞｨﾚ-

参照
1ﾊﾞﾝｸ

 
 

温度など変化させたい状況をパターンとします。図は温度変化パターンの例ですが、このパターンを 

自動で制御させたい場合、その最小単位をＳＴＥＰ（ステップ）と呼びます。 

ステップの自動運転シーケンスは、ＳＥＴ２２の「プログラムステップ」パラメータに設定します。 

ＳＥＴ２２ のうち「ステップバンク設定」は、ＳＥＴ２０の「バンク機能」を参照します。 

この参照により、各ステップ毎の「入力・出力・タイマ出力・イベント入出力・制御パラメータなど」 

の動作を決定します。 

   バンクには、「入力」「出力」「タイマ出力」「イベント」などの制御に必要なパラメータを設定します。 

自動運転シーケンス中のシーケンスは、ステップを自動的に切替え、制御パラメータを設定したバンクも 

切替えられます。この仕組みによりプログラム運転を行ないます。 

   本機では、最大で８ステップのプログラム運転ができます。 
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５－５－１ プログラム運転操作の流れ 
 

■デジタルコントローラ ＴＴＭ－２１０シリーズを使用して、プログラム運転を行う操作の流れについて 

説明します。プログラム運転を行うには、ＳＥＴ２０、ＳＥＴ２１、ＳＥＴ２２ のパラメータ設定が必要です。 

 

■設定する内容は、次の通りです。 

ＳＥＴ２０バンク設定に、ステップ毎に設定値を変更したいパラメータを設定します。 

プログラム運転中に切替える必要があるパラメータをＳＥＴ１～１７ から選択の上、設定してください。 

 

バンク設定方法詳細は、運転説明バンク機能（Ｐ５－２８から３０）を参照願います。 

 

ＳＥＴ２１プログラム機能設定は、プログラム運転方法を設定します。 

また、ＳＥＴ２２プログラム設定では、プログラム運転パターンを設定します。 

本マニュアルに従い設定を行ってください。 

 

○注 :プログラムを使用しない「定値運転ﾓｰﾄﾞ」 と 「ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転ﾓｰﾄﾞ」がありますが、「定値運転ﾓｰﾄﾞ」時は、 

ＳＥＴ２２プログラム設定は表示されません。切替えは、ＳＥＴ２１（Ｃ／Ｐ） で行います。 

 

下記の図は、プログラム運転時の概略フローです。フローに沿って設定をお願いします。 

 

「２．～４．」の設定・動作確認については本書、運転設定方法（Ｐ５－４から２１） 

各機能設定方法及び機能内容の説明（Ｐ５－２２から４６）を参照願います。 

 

１、プログラムの検討 

制御に必要な設定パラメータや運転状態を検討してください。 

・プログラム運転パターンの検討 

・設定パラメータの検討 

 

２、基本設定を行います。必要なﾊﾟﾗﾒｰﾀをSET1～19に設定してください。 

・「入力設定」センサ種類、温度範囲など 

・「出力設定」出力種類、出力方法、警報設定の有無など 

・「イベント機能使用の有/無」 ＤＩ極性など 

 「タイマ機能使用の有/無」 タイマ動作方法、時間設定など 

 「キー設定」  Funcｷ―使用の有無など 

 

３、バンクの設定を行います。 

・ SET1～17 のプログラム運転で切替えが、必要パラメータをバンクに 

設定してください。 

 

４、定値運転モード動作の確認 

・キー操作 または DI によるマニュアル操作でバンクを切替えて、 

バンクの設定値に問題がないか、確認を行います。設定したすべての 

バンク毎で、制御状態が予定通りであるか、確認をお願いします。 

 

５、プログラム運転モードの設定を行います。 

プログラム運転チャートに従い、ＳＥＴ２１ プログラム機能設定 及び ＳＥＴ２２ プログラム設定 

を行います。 

 

６、プログラム運転モード動作の確認 

・キー操作 または DI によるマニュアル操作で、ステップを切替えてステップ毎の動作状態を確認します。 

 

注意 プログラム運転を開始する前に・・ 

プログラム運転中の事故、特に無人運転を行う前に、プログラム内容 及び 制御状態の確認をお願い 

します。 

プログラムの検討

プログラム運転モード
運転開始する。

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転ﾓｰﾄﾞの設定

定置運転ﾓｰﾄﾞで運転を確認

基本設定（制御設定）
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５－５－２ ＳＥＴ２１ プログラム機能設定 

 
■ＳＥＴ２１ プログラム機能設定では、プログラム運転の運転方法を設定します。 

 

設定値「プログラム運転モード」「停電補償幅」「時間単位」「ＷＡＩＴ幅」 

「プログラム運転開始／停止」を設定します。 

 

下記の図は、「ＳＥＴ２１ プログラム機能設定」のフローです。 

○注 :設定値により、表示されない画面がありますのでご注意ください。 

（ ）内の文字は、画面表示される文字になります。 

 

 

 [設定フロー］ 

 

ＳＥＴ２１（ＰＧＭｄ）
プログラムモードの選択

ＳＥＴ２１（Ｈ／ＭＰ）
時間単位の選択

ＳＥＴ２１（ＷＡＩｔ）
ＷＡＩＴ幅の設定

ＳＥＴ２１（ＰＧＦ）
プログラム機能設定モード

の設定

プログラムモード設定　※２　
　Ⅲ．ＰＧＭｄ＝０，１の時　（ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転ＯＮ）
　Ⅳ．ＰＧＭｄ＝２，３の時　（ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転ＯＮ　停電補償あり）

Ⅰ．
Ｃ／Ｐ＝０ の時
ＳＥＴ２１
最初に戻る。

Ⅲ．
ＰＧＭＤ＝０，１ の時

ＳＥＴ２１最初に戻る。

時間単位設定  ※４
　Ⅴ．Ｈ／ＭＰ＝０，３の時　（ｽﾃｯﾌﾟ時間）
　Ⅵ．Ｈ／ＭＰ＝１，２，４、５の時　（ｿｰｸ時間）

ＷＡＩＴ幅設定　※５
　時間単位が、ソーク時間設定の時のみ表示します。
　ステップ時間の時は表示されません。

ＳＥＴ２１（PｏC）
停電補償幅設定

停電補償幅設定  ※３
　プログラムモード設定が、停電補償ありの時のみ
　表示します。これ以外の時は表示されません。

Ⅳ．
ＰＧＭＤ＝２，３ の時

Ⅴ．
Ｈ／ＭＰ＝０，３ の時

Ⅵ．
Ｈ／ＭＰ＝１，２，４，５ の時

ＳＥＴ２１（C/P）
運転種類設定の選択

運転種類設定　※１　
　Ⅰ．C/P＝０の時　（ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転ＯＦＦ）
　Ⅱ．C/P＝１の時　（ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転ＯＮ）

Ⅱ．
Ｃ／Ｐ＝１ の時

 
 

次ページでは、各設定値の内容を説明します。 



4D-3636-B            5- 50 

※１ 運転種類設定（Ｃ／Ｐ） 

       「運転方法」の設定を行います。 

 

設定範囲                初期値 ：０ 定値運転モード 

０：定値運転モード  （プログラム運転モードＯＦＦ） 

１：プログラム転モード（プログラム運転モードＯＮ） 

 

 

※２ プログラム運転モード設定（ＰＧＭｄ） 

    プログラム運転中に停電を発生した場合の「復帰運転方法」及び「プログラム運転後の動作方法」 

を設定します。 

 

設定範囲                初期値：０ プログラム１（停電補償無し） 

０：プログラム１（停電補償無し） 

１：プログラム２（停電補償無し） 

２：プログラム１（停電補償有り） 

３：プログラム２（停電補償有り） 

 

・プログラム１：プログラム運転終了後に、制御を停止します。 

運転終了後、ＥＮｄを表示して、制御を停止します。 

・プログラム２：プログラム運転終了後も、最終ステップの状態で制御を継続します。 

運転終了後、ＥＮｄ表示しますが、制御を継続します。 

手動操作（KEY操作） または DI入力によって、制御を停止状態にします。 

 

○注：ＳＥＴ４ 制御モード設定（Ｍｄ）は、プログラム運転モード（Ｃ／Ｐ＝１）で無効になります。 

定値運転モードのみ有効です。 

 

停電補償について  

「停電補償あり」の時、停電から復帰した際に、停電前に運転をしていたステップから再開します。 

「現在ステップ」「繰り返し回数」「残時間」を記憶しています。 

停電発生時は、停電補償幅設定（ＰｏＣ）設定条件を満たした際、ステップ内の最後に記憶した状態に戻

り、運転を再開します。 

 

○注：復帰する条件（停電補償幅設定）を満たしている時にプログラム運転途中から再開しますが、 

復帰の際、ステップ内の時間については、誤差を生じますのでご注意下さい。 

  

○注：復帰する条件は、復帰時のＰＶ値と停電前ＰＶ値の差が、下記の停電補償幅設定（ＰｏＣ）より 

小さい時に復帰します。 

＜条件＞ 停電補償幅設定（ＰｏＣ）≧（復帰時のＰＶ値）－（停電前ＰＶ値） 

 

 

※３ 停電補償幅設定（ＰｏＣ） 

停電復帰時、上記条件の判定幅の設定をします。 

 

設定範囲                  初期値：０ 

温度入力時（℃）   ０～９９９ （０．０～９９９．９）  ０で、常に復帰 

ｱﾅﾛｸﾞ入力時（ﾃﾞｼﾞｯﾄ） ０～９９９９             ０で、常に復帰 

 

○注：停電復帰後、センサ断線状態 又は センサ異常の場合は、(ＰｏＣ)設定値にかかわらず 

復帰動作しませんのでご注意下さい。運転状態は、プログラム運転停止中になります。 
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※４ 時間単位設定（Ｈ／ＭＰ） 

    ステップの「時間の単位」と「ステップ移行条件（時間カウントダウン条件）」を設定します。 

 

設定範囲                      初期値：０ ステップ時間（時：分） 

０：ステップ時間（時：分） １：ソーク時間１（時：分） ２：ソーク時間２（時：分） 

３：ステップ時間（分：秒） ４：ソーク時間１（分：秒） ５：ソーク時間２（分：秒） 

 

○注：「ステップ」「ソーク１」「ソーク２」の意味について 

  ［ステップ時間］ ＰＶ、ＳＶの状態に関係なく、設定したステップ時間（SET22 tIM*）で 

ステップを進めます。従って、設定した時間経過後に次ステップへ移行します。 

  [ソーク時間１]   設定したウエイト幅内に１度でもＰＶ値が入れば、時間のカウントダウンを 

行います。時間経過後に、次ステップへ移行します。 

           ランプが設定されている場合も、設定されているＳＶ値で判断します。 

  [ソーク時間２]   設定したウエイト幅内のみで、時間のカウントダウンを行います。 

  

詳細は、５－５－７ プログラム運転補足説明（Ｐ５－６１から６９）の参照をお願いします。 

 

 

※５ ＷＡＩＴ幅設定（ＷＡＩｔ） 

 「ソーク時間１，２」機能を使用する場合、「ＰＶ値に対する幅」を設定します。 

  

  設定範囲                  初期値：２ 

        (温度入力時) 

   ソーク時間１の時  ０～９９９ （０．０～９９９．９） ℃ 

   ソーク時間２の時  ０～９９９ （０．０～９９９．９） ℃ 

  (ｱﾅﾛｸﾞ入力時) 

   ソーク時間１の時  ０～９９９９   ﾃﾞｼﾞｯﾄ 

   ソーク時間２の時  ０～９９９９   ﾃﾞｼﾞｯﾄ 

 

○注：ＷＡＩＴ幅設定 についての補足 

ソーク時間２（H/MP=2)の時でも、ＷＡＩＴ幅設定(WAIt=0)では、ソーク時間１の動作と 

同じになります。 

 

詳細は、５－５－７ プログラム運転補足説明（Ｐ５－６１から６９）を参照願います。 
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５－５－３ ＳＥＴ２１ プログラム機能設定画面  

 
■プログラム機能設定画面を示します。 

 

SET21
PGF

PGMD
0

H/MP
0

WAIT
2

プログラムモード設定

時間単位設定

ウエイト幅設定

プログラム機能設定モード

POC
0 ※ C/P=0(通常) 及び

   PGMd=0,1(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転 停電補償なし)
    の時は表示しない。

停電補償幅設定

25
25

ＰＶ値（現在値）

ＳＶ値（設定値）

MODEｷｰ２秒間押し

MODEｷｰ押し

MODEｷｰ押し

MODEｷｰ押し

MODEｷｰ押し

MODEｷｰ押し

SET21 PGF に戻る。

Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
キ
ー
２
秒
間
押
し

SET01
INP1

入力１設定画面

△ｷーまたは▽ｷｰ を数回押し

※ C/P=0(通常) の時は表示しない。

※ C/P=0(通常) 及び
   H/MP=0,3(ｽﾃｯﾌﾟ時間)の時は表示しない。

温度入力時　（初期値=0）
0～999（0．0～999．9）（℃）

ｱﾅﾛｸﾞ入力時　（初期値=0）
0～9999　（ﾃﾞｼﾞｯﾄ）

0 時：分（ステップ時間）（初期値）
1 時：分（ソーク時間１）
2 時：分（ソーク時間２）

3 分：秒（ステップ時間）
4 分：秒（ソーク時間１）
5 分：秒（ソーク時間２）

C/P
0

運転種類設定

MODEｷｰ押し

番号 設定範囲
0 定値運転ﾓｰﾄﾞ　（初期値）
1 プログラム運転モード

番号 設定範囲
0 プログラムモード１（停電補償無し）初期値

1 プログラムモード２（停電補償無し）

2 プログラムモード１（停電補償有り）

3 プログラムモード２（停電補償有り

※ C/P=0(通常) の時は表示しない。

温度入力時　（初期値=2）
 ｿｰｸ時間1：0～999（0．0～999．9）（℃）
 ｿｰｸ時間2：0～999（0．0～999．9）（℃）
ｱﾅﾛｸﾞ入力時
 ｿｰｸ時間1：0～9999（ﾃﾞｼﾞｯﾄ）
 ｿｰｸ時間2：0～9999（ﾃﾞｼﾞｯﾄ）
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５－５－４ ＳＥＴ２２ プログラム設定 
 

■ＳＥＴ２２ プログラム設定 では、プログラム運転のパターン（プログラム）設定を行います。 

［設定する内容］ 

・プログラムの「使用ステップ数」の設定 

・ステップ毎の「バンク指定」「ステップＳＶ値」「ステップ時間」の設定 

・「繰り返しスタートステップ」「繰り返しエンドステップ」「実行回数」の設定 

 

 [設定フロー］ 

下記の図は、「ＳＥＴ２２ プログラム設定」のフローです。（ ）内は、画面表示される文字になります。 

ＳＥＴ２２（ＳｔＥＰＮ）
使用ステップ数の設定

ＳＥＴ２２（Ｓｔ＊ｂＫ）
バンク指定の設定

ＳＥＴ２２（ＳＶ＊）
ステップＳＶ値の設定

ＳＥＴ２２（ｔＩＭ＊）
ステップ時間の設定

使用ステップ数設定（ＳｔＥＰＮ）
　・設定範囲　： １～８
　・初期値　 　：  ８

ＳＥＴ２２（ＳｔＲＳｔ）
繰り返しｽﾀｰﾄｽﾃｯﾌﾟの設定

ＳＥＴ２２（ＥＮｄＳｔ）
繰り返しｴﾝﾄﾞｽﾃｯﾌﾟの設定

使用ｽﾃｯﾌﾟ数の繰り返し　１～ＳｔＥＰＮ
（ＳｔＥＰＮまで繰り返し表示する）

ＳＥＴ２２（RUNP）
実行回数の設定

繰り返しｽﾀｰﾄｽﾃｯﾌﾟ
　・設定範囲 ：ＳｔＲＳｔ＝１～繰り返しｴﾝﾄﾞｽﾃｯﾌﾟ設定(ENdSt)
　・初期値　：１

繰り返しｴﾝﾄﾞｽﾃｯﾌﾟ
　・設定範囲
　　繰り返しスタートステップ設定(StRSt StRSt)～
　　使用ステップ数設定、またはStEPN
　　※StEPNに設定すると使用ｽﾃｯﾌﾟ数設定に設定された値が
　　　「繰り返しｴﾝﾄﾞｽﾃｯﾌﾟ設定」となります。
　・初期値：StEPN

実行回数の設定
　・設定範囲　：ＲＵＮＰ＝０～９９９９
　　　　（０の時：無制限に繰り返す）
　・初期値　：１

ＳＥＴ２２（ＰＲｏＧ）
プログラム設定モード

の設定
ＳＥＴ２１（Ｃ／Ｐ）　運転種類　Ｃ／Ｐ＝０（ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転ＯＦＦ）の時
ＳＥＴ２２画面　表示されません。

バンク設定（Ｓｔ＊ｂＫ）　※５
　ステップ１～８　バンク指定

ステップＳＶ（ＳＶ＊）
　ステップ毎のＳＶ値設定
　・設定範囲 ： ＳＬＬ～ＳＬＨ
　・初期値　　： ０

ステップ時間（ｔＩＭ*）　※６
　ステップの時間設定

ＳＥＴ２１（Ｃ／Ｐ）　運転種類
　Ｃ／Ｐ＝１の時

ＳＥＴ２２ 最初に戻る。

 
○注:設定値により、表示されない画面がありますのでご注意ください。 

運転モードが定値運転モード（C/P=0の時）は、本画面は表示されません。 
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※５ バンク設定 （Ｓｔ＊ｂＫ） 

    プログラムのステップ毎に切換えを行う。「バンクＮｏ．」の指定ができます。 

 

   設定範囲 Ｓｔ＊ｂＫ＝０～７（範囲は SET4 bANKH に依存） 初期値：Ｓｔ＊ｂＫ＝０（＊＝１～８） 

 

○注パラメータ設定表示「Ｓｔ＊ｂＫ」の＊は、「ステップＮｏ．」を示します。 

（範囲は SET22 StEPN に依存） 

 

○注:プログラム運転中のみ有効になります。 

 

○注: バンク自動切替機能使用時（SET23 BAF=1の時）には表示されません。 「バンクＮｏ．」の指定は、 

バンク自動切替機能が優先されます。 

 

 

※６ ステップ時間 （ｔＩＭ＊） 

     プログラムの各ステップ時間を設定します。 

 

   設定範囲 ｔＩＭ＊＝００：００～９９：５９        初期値：００：００ （＊＝１～８） 

 

○注:パラメータ設定表示「ｔＩＭ＊」の＊は、「ステップＮｏ．」を示します。 

（範囲は SET22 StEPN に依存） 

 

○注:時間の単位は、時間単位設定（SET21 H/MP）で設定します。 

 

○注: 設定値が ００：００ の時は、無限に運転を継続します。 
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５－５－５  ＳＥＴ２２ プログラム設定画面 

 
■プログラム設定画面を示します。 

SET22
PROG

STEPN
8

SV1
0

TIM1
0000

使用ステップ数 設定

ステップ ＳＶ設定

ステップ　時間設定

プログラム設定モード

ST1BK
0

※ C/P=0(通常) の時、設定 SET22 は表示しません。
　　従って、以降（RUNP）まで、すべての画面
　　表示されません。

ステップ　指定バンク設定

25
25

ＰＶ値（現在値）

ＳＶ値（設定値）

MODEｷｰ２秒間押し

MODEｷｰ押し

MODEｷｰ押し

MODEｷｰ押し

MODEｷｰ押し

MODEｷｰ押し

Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
キ
ー
２
秒
間
押
し

SET01
INP1

入力１設定画面

△ｷーを数回 または　▽ｷｰを１回押し

SV8
0

TIM8
0000

ステップ ＳＶ設定

ステップ　時間設定

ST8BK
0

ステップ　指定バンク設定

MODEｷｰ押し

MODEｷｰ押し

MODEｷｰ押し

※ StEPNまで繰り返し表示する。

※繰り返し スタートステップ設定へ続く

繰
り
返
し
　
１
～
Ｓ
ｔ
Ｅ
Ｐ
Ｎ

STRST
1

繰り返し スタートステップ設定

ENDST
STEPn

繰り返し エンドステップ設定

MODEｷｰ押し

MODEｷｰ押し

SET22 PROG に戻る。

RUNP
1
MODEｷｰ押し

実行回数設定

Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
キ
ー
２
秒
間
押
し
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５－５－６ プログラム運転時画面表示と操作説明 

 
■運転画面の切換え 

プログラムを使用しない 「定値運転」 と  

プログラムによる自動運転 「ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転」 の 

切換えを(SET21 C/P)で行います。 

本章では、「ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転ﾓｰﾄﾞ」 について説明します。 

 

下記の図は、運転ﾓｰﾄﾞの違いによる表示を示します。 

 

○注 : 図は「TTM-214操作パネル表示部・操作部」の例です。 

TTM-214以外の（TTM-215,217,219）についても、 

操作方法は、TTM-214と同じになります。    

プログラム運転モード

 

 

 

22
PROG(0

89
89%0

0030
0029

ステップ時間 モニタ

(0

0000
0030

タイマ１ モニタ

(1

0000
0030(2

0000
0030(3

PROG
STOP

プログラム運転／停止 画面

0

SV表示
運転前:PRｏG （運転前）
運転中:残時間
運転終了:EＮｄ

ＰV表示
PV値：運転前:・運転中・
　　　　　運転終了

補助表示
運転前:ﾌﾞﾗﾝｸ(表示なし)
運転中:現ｽﾃｯﾌﾟNo.
運転終了:"Ｅ"表示
   ℃(ｱﾅﾛｸﾞ時表示なし)

SV表示
運転前:－－－－
運転中:ｽﾃｯﾌﾟSV値
運転終了:最終ｽﾃｯﾌﾟSV値

ＰV表示
運転前:－－－－
運転中:ｽﾃｯﾌﾟ設定時間
運転終了:００：００

ＰV表示
運転前:PV値
運転中:PV値
運転終了:PV値

SV表示
運転前:－－：－－
運転中:ｽﾃｯﾌﾟ残時間
運転終了:００：００

ＰV表示
ＰＲｏＧ：運転前・
　　　　運転中・運転終了

SV表示
運転前:ＳｔｏＰ （運転前）
運転中:ＲＵＮ
運転終了:ＥＮｄ （運転後）

ＰV表示
ﾀｲﾏ1 ＯＮ時間：運転前・
　　　　運転中・運転終了

ＳV表示
ﾀｲﾏ1 ＯFF時間：運転前・
　　　　運転中・運転終了

ＰV表示
ﾀｲﾏ2 ＯＮ時間：運転前・
　　　　運転中・運転終了

ＳV表示
ﾀｲﾏ2 ＯFF時間：運転前・
　　　　運転中・運転終了

ＰV表示
ﾀｲﾏ3 ＯＮ時間：運転前・
　　　　運転中・運転終了

ＳV表示
　ﾀｲﾏ3 ＯFF時間：運転前・
　　　　運転中・運転終了

プログラム運転 画面

ステップＳＶ 画面

補助表示
運転前:ﾌﾞﾗﾝｸ(表示なし)
運転中:現ｽﾃｯﾌﾟNo.
運転終了:"Ｅ"表示
　TIME点滅(運転中)
　TIME消灯(停止中・
　　　　　　　運転終了)

補助表示
運転前:ﾌﾞﾗﾝｸ(表示なし)
運転中:現ｽﾃｯﾌﾟNo.
運転終了:"Ｅ"表示

補助表示
１：運転前:・運転中・
　　運転終了

補助表示
２：運転前:・運転中・
　　運転終了

補助表示
３：運転前:・運転中・
　　運転終了

タイマ２ モニタ

タイマ３ モニタ

MODEｷｰ

MODEｷｰ

MODEｷｰ

MODEｷｰ

MODEｷｰ

MODEｷｰ

MODEｷｰ

プログラム運転 画面 に戻る。

定値運転モード

 

22

%0

0000
00 30

タイマ１ モニタ

(1

00 00
00 30(2

00 00
00 30(3

SV表示
　ＳＶ値

ＰV表示
　PV値

ＰV表示
　　ﾀｲﾏ1 ＯＮ時間

ＳV表示
　　ﾀｲﾏ1 ＯＦＦ時間

ＰV表示
　　ﾀｲﾏ2 ＯＮ時間

ＳV表示
　　ﾀｲﾏ2 ＯＦＦ時間

ＰV表示
　　ﾀｲﾏ3 ＯＮ時間

ＳV表示
　　ﾀｲﾏ3 ＯＦＦ時間

タイマ２ モニタ

タイマ３ モニタ

MODEｷｰ

MODEｷｰ

MODEｷｰ

MODEｷｰ

ＰＶ／ＳＶ 画面 に戻る。

ＳＥＴ２１
C/P＝1

ＳＥＴ２１
C/P＝０

ＰＶ／ＳＶ 画面

0

※設定したタイマのみモニタを表示します。
  未使用のモニタはスキップされます。

※運転モード、ステップＳＶ値、
ステップ時間、プログラム運転開始／停止
 の各画面は、表示されません。

MODEｷｰ

補助表示
運転前:ﾌﾞﾗﾝｸ(表示なし)
運転中:現ｽﾃｯﾌﾟNo.
運転終了:"Ｅ"表示
　TIME点滅(運転)
　TIME消灯(停止・終了)

 
「ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転画面」の詳細は、次ページ「ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転の操作と表示について」 に示します。 

ＴＴＭ－２０４

ＳＶ

ＰＶ

 

　ＰＶ表示部

　ＳＶ表示部

補助表示部　

ＰＶ値表示部

ＳＶ値表示部

補助表示部

TTM-214 
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■ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転の操作と表示 について 

下記の図は、「プログラム運転時の画面表示」です。 

画面は、運転状態により「運転前」「運転中」「運転終了」の状態があります。 

 

運転終了運転中

22
PROG PROG/残時間/ENd

PV値

%0

89
89 ｽﾃｯﾌﾟSV値

PV値

%0

0030
0029 ｽﾃｯﾌﾟ残時間

ｽﾃｯﾌﾟ設定時間

(0

0000
0030 ｏｆｆ時間

ｏｎ時間

(1

0000
0030 タイマ２

ｏｆｆ時間

タイマ２
ｏｎ時間

(2

0000
0030 タイマ３

ｏｆｆ時間

タイマ３
ｏｎ時間

(3

22
PROG%

22
0029(1

22
END%E

PROG
STOP

PRoG

SToP/RUN／ENd0
PROG
STOP

PROG
RUN1

PROG
ENDE

一時停止中
は点滅

%1

プログラム運転 画面

ステップＳＶ 画面

ステップ時間 モニタ

プログラム運転開始／停止 画面

タイマ１ モニタ※

タイマ２ モニタ※

タイマ３ モニタ※

運転前

89
89

0030
0029(1

0050
0030(1

0030
0020(2

0010
0003(3

MODE押下

MODE押下

MODE押下

MODE押下

MODE押下

MODE押下

MODE押下

運転モード 表示画面へ戻る。

※使用設定をしたタイマを表示します。
未使用のモニタは、表示されません。

キー操作：①

タイマ１

タイマ１

キー操作：①
キー操作：①

キー操作：②

キー操作：⑥

キー操作：⑧ キー操作：⑨ キー操作：⑩

キー操作：⑪

キー操作：⑬

キー操作：⑮

　PV表示：PV値　
　SV表示：残時間
補助表示：現ｽﾃｯﾌﾟNo.
　　　　　TIME点滅

PV表示：PV値
SV表示：PRoG
補助表示：ﾌﾞﾗﾝｸ(表示なし)

PV表示：PV値　 　　
SV表示：ENd
補助表示："Ｅ"表示

  PV表示：PV値　　
  SV表示：ｽﾃｯﾌﾟSV値　
補助表示：現ｽﾃｯﾌﾟNo.
℃(ｱﾅﾛｸﾞ時表示なし)

　　PV表示：ｽﾃｯﾌﾟ設定時間　
SV表示：残時間　　
補助表示：現ｽﾃｯﾌﾟNo.

TIME点滅

　PV表示：PRoG　
　SV表示：RUN 　

補助表示：現ｽﾃｯﾌﾟNo.

PV表示：on時間設定値　
　 SV表示：off時間設定値　　

補助表示：ﾀｲﾏNo.

　PV表示：PRoG　
　SV表示：StoP 　
補助表示：ﾌﾞﾗﾝｸ(表示なし).

　PV表示：PRoG　
　SV表示：ENd 　

補助表示："Ｅ"表示

%E
89
23

キー操作：④
　PV表示：PV値　　
　SV表示：最終ｽﾃｯﾌﾟSV値　　
補助表示："Ｅ"表示
℃点滅(ｱﾅﾛｸﾞ時表示なし)

%
89

----

　PV表示：PV値　　
　SV表示：----　　
補助表示：ﾌﾞﾗﾝｸ(表示なし)
　　　℃(ｱﾅﾛｸﾞ時表示なし)

- --
0000
0000 E

　PV表示：００：００　
　SV表示：００：００　
補助表示："Ｅ"表示

PV表示：－－：－－　
SV表示：－－：－－　
補助表示：ﾌﾞﾗﾝｸ(表示なし)

一時停止中
は点滅

一時停止中
は点滅

一時停止中
は点滅

キー操作：③

キー操作：⑤

キー操作：⑦

キー操作：⑫

0050
0030(1

0050
0030(1

0030
0020(2

0030
0020(2

0010
0003(3

0010
0003(3

キー操作：⑪

キー操作：⑭ キー操作：⑬

キー操作：⑯ キー操作：⑮

PV表示：on時間残時間　
　 SV表示：off時間残時間　　

補助表示：ﾀｲﾏNo.

PV表示：on時間設定値　
　 SV表示：off時間設定値　　

補助表示：ﾀｲﾏNo.

PV表示：on時間設定値　
　 SV表示：off時間設定値　　

補助表示：ﾀｲﾏNo.

PV表示：on時間残時間　
　 SV表示：off時間残時間　　

補助表示：ﾀｲﾏNo.

PV表示：on時間残時間　
　 SV表示：off時間残時間　　

補助表示：ﾀｲﾏNo.

PV表示：on時間設定値　
　 SV表示：off時間設定値　　

補助表示：ﾀｲﾏNo.

PV表示：on時間設定値　
　 SV表示：off時間設定値　　

補助表示：ﾀｲﾏNo.

PV表示：on時間設定値　
　 SV表示：off時間設定値　　

補助表示：ﾀｲﾏNo.

-
- ---

 
 

図中①～⑯は、キー操作を示します。詳細は、次ページ「ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転ﾓｰﾄﾞ」操作一覧表に示します。 
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■「プログラム運転モード」操作一覧表について 

 

「ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転」は、「運転前」「運転中」「運転終了」の運転状態がありますが、 

操作可能なキーが異なります。それぞれの状態に応じたキー操作を「操作一覧表」で示します。  

「停止中」は運転開始前を、「運転中」は運転中を、「終了中」運転終了 を表 します。 

図中のINDEX①～⑯は、前ページ「ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転の操作と表示」に対応します。 

 

＜操作一覧表 （１／３）＞ 

INDEX 画面 キー操作     動作 

    運転状態 種類 操作方法   

① プログラム運転 画面 運転前 MODE ２秒長押し 設定モードへ 

    運転中 MODE 押下 ステップＳＶ値 表示画面へ 

    運転終了 FU1～5 押下 ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷ-設定に従う 

      ▲ ２秒長押し 何もしない 

      ▼ ２秒長押し 何もしない 

      ▲ 押下 何もしない 

      ▼ 押下 何もしない 

② ステップＳＶ値 画面 運転前 MODE ２秒長押し 設定モードへ 

      MODE 押下 ステップ時間 モニタ画面へ 

      FU1～5 押下 ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷ-設定に従う 

      ▲ ２秒長押し 運転開始 

      ▼ ２秒長押し 何もしない 

      ▲ 押下 何もしない 

      ▼ 押下 何もしない 

③   運転中 MODE ２秒長押し 設定モードへ 

      MODE 押下 ステップ時間 モニタ画面へ 

      FU1～5 押下 ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷ-設定に従う 

      ▲ ２秒長押し 何もしない 

      ▼ ２秒長押し 何もしない 

      ▲ 押下 設定、SV 値のＵＰ 

      ▼ 押下 設定、SV 値のＤＯＷＮ 

④   運転終了 MODE ２秒長押し 設定モードへ 

     MODE 押下 ステップ時間 モニタ画面へ 

      FU1～5 押下 FUNC 設定に従う 

      ▲ ２秒長押し 何もしない 

      ▼ ２秒長押し 運転停止 ※４ 

      ▲ 押下 何もしない 

      ▼ 押下 何もしない 

 

○注：※４ FUNCｷｰ 或いは DI に「ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟ」が設定されている場合、このｷｰの操作は無効になります。 
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＜操作一覧表 （２／３）＞ 

INDEX 画面 キー操作     動作 

    運転状態 種類 操作方法   

⑤ ステップ時間 モニタ 運転前 MODE ２秒長押し 設定モードへ 

      MODE 押下 プログラム運転開始／停止画面へ 

      FU1～5 押下 ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷ-設定に従う 

      ▲ ２秒長押し 運転開始 

      ▼ ２秒長押し 何もしない 

      ▲ 押下 何もしない 

    ▼ 押下 何もしない 

⑥   運転中 MODE ２秒長押し 設定モードへ 

      MODE 押下 プログラム運転開始／停止画面へ 

      FU1～5 押下 FUNC 設定に従う 

      ▲ ２秒長押し 何もしない 

      ▼ ２秒長押し 何もしない 

      ▲ 押下 設定、残時間のＵＰ 

   ▼ 押下 設定、残時間のＤＯＷＮ 

⑦   運転終了 MODE ２秒長押し 設定モードへ 

      MODE 押下 プログラム運転開始／停止画面へ 

      FU1～5 押下 ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷ-設定に従う 

      ▲ ２秒長押し 何もしない 

      ▼ ２秒長押し 運転停止 ※４ 

      ▲ 押下 何もしない 

     ▼ 押下 何もしない 

⑧ プログラム運転開始／停止 運転前 MODE ２秒長押し 設定モードへ 

  画面   MODE 押下 タイマ１ モニタ画面へ※１ 

      FU1～5 押下 FUNC 設定に従う 

      ▲ ２秒長押し 運転開始 

      ▼ ２秒長押し 何もしない 

      ▲ 押下 何もしない 

      ▼ 押下 何もしない 

⑨   運転中 MODE 押下 タイマ１ モニタ画面へ※１ 

      FU1～5 押下 FUNC 設定に従う 

      ▲ ２秒長押し ステップ送り ※３ 

      ▼ ２秒長押し 運転停止 ※４ 

      ▲ 押下 運転再開  ※２ 

      ▼ 押下 一時停止中 ※２ 

⑩   運転終了 MODE 押下 タイマ１ モニタ画面へ※１ 

      FU1～5 押下 ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷ-設定に従う 

      ▲ ２秒長押し 何もしない 

      ▼ ２秒長押し 運転停止 ※４ 

      ▲ 押下 何もしない 

      ▼ 押下 何もしない 

 

○注：※１ タイマモニタは、使用するタイマのみを表示します。未設定のタイマは表示されません。 

※２ FUNCｷｰ 或いは DI に「一時停止」が設定されている場合、このｷｰの操作は無効になります。 

※３ FUNCｷｰ 或いは DI に「ｽﾃｯﾌﾟ送り」が設定されている場合、このｷｰの操作は無効になります。 

※４ FUNCｷｰ 或いは DI に「ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟ」が設定されている場合、このｷｰの操作は無効になります。 
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＜操作一覧表 （３／３）＞ 

INDEX 画面 キー操作     動作 

    運転状態 種類 操作方法   

⑪ タイマ１ モニタ※１ 運転前 MODE ２秒長押し 設定モードへ 

    運転終了 MODE 押下 タイマ２ モニタ画面へ 

     FU1～5 押下 ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷ-設定に従う 

      ▲ ２秒長押し 何もしない 

      ▼ ２秒長押し 何もしない 

      ▲ 押下 何もしない 

      ▼ 押下 何もしない 

⑫   運転中 MODE ２秒長押し 設定モードへ 

     MODE 押下 タイマ２ モニタ画面へ 

     FU1～5 押下 ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷ-設定に従う 

      ▲ ２秒長押し 何もしない 

      ▼ ２秒長押し 何もしない 

      ▲ 押下 設定時間のＵＰ 

      ▼ 押下 設定時間のＤＯＷＮ 

⑬ タイマ２ モニタ※１ 運転前 MODE ２秒長押し 設定モードへ 

    運転終了 MODE 押下 タイマ３ モニタ画面へ 

     FU1～5 押下 ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷ-設定に従う 

      ▲ ２秒長押し 何もしない 

      ▼ ２秒長押し 何もしない 

      ▲ 押下 何もしない 

      ▼ 押下 何もしない 

⑭   運転中 MODE ２秒長押し 設定モードへ 

     MODE 押下 タイマ３ モニタ画面へ 

     FU1～5 押下 ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷ-設定に従う 

      ▲ ２秒長押し 何もしない 

      ▼ ２秒長押し 何もしない 

      ▲ 押下 設定時間のＵＰ 

      ▼ 押下 設定時間のＤＯＷＮ 

⑮ タイマ３ モニタ※１ 運転前 MODE ２秒長押し 設定モードへ 

    運転終了 MODE 押下 運転モード 表示画面へ 

     FU1～5 押下 ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷ-設定に従う 

      ▲ ２秒長押し 何もしない 

      ▼ ２秒長押し 何もしない 

      ▲ 押下 何もしない 

      ▼ 押下 何もしない 

⑯   運転中 MODE ２秒長押し 設定モードへ 

     MODE 押下 運転モード 表示画面へ 

     FU1～5 押下 ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷ-設定に従う 

      ▲ ２秒長押し 何もしない 

      ▼ ２秒長押し 何もしない 

      ▲ 押下 設定時間のＵＰ 

      ▼ 押下 設定時間のＤＯＷＮ 

 

○注：※１ タイマモニタは、使用するタイマのみを表示します。未設定のタイマは表示されません。 
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５－５－７ プログラム運転補足説明 

 

■時間単位設定（Ｈ／ＭＰ）について 

プログラム設定に「ステップ時間」の「カウントダウン条件」に関するパラメータ を用意しています。 

設定値により、「カウントダウン条件」を選択できます。例は、STEPn＝５（ステップ数５）の時です。 

 

ステップ毎の全体時間を「ステップ時間」温度変化が終わった状態を「ソーク時間」と称します。 

この状態に応じた「ステップ時間」の「カウントダウン条件」を、時間単位設定（Ｈ／ＭＰ）で行います。 

  

ｽﾃｯﾌﾟ3

ＳＶ３

ＰＶ

② ③

ステップ時間

ソーク時間１

ソーク時間２

ｽﾃｯﾌﾟ1 ｽﾃｯﾌﾟ2 ｽﾃｯﾌﾟ4 ｽﾃｯﾌﾟ5

ＳＶ３

ＳＶ２

ＳＶ１

ＰＶ

ウエイト幅

ＳＶ４

ＳＶ５ｽﾃｯﾌﾟ時間

ｽﾃｯﾌﾟ時間 ｽﾃｯﾌﾟ時間 ｽﾃｯﾌﾟ時間 ｽﾃｯﾌﾟ時間
拡大図

SV

SＶ

①
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ＰＶの上昇がＳＶより早い場合は、ＳＶがＳＶ３に到達してからカウントダウンを開始します。 

 

ＳＶ３

ＰＶ

② ③

ステップ時間

ソーク時間１

ソーク時間２

ウエイト幅

SＶ

①

 
 

＜カウントダウン条件＞について 

ステップ時間（Ｈ／ＭＰ＝０、３）：設定したステップ毎の時間で、プログラムステップを移行します。 

ＰＶ値、ＳＶ値の状態に関係なくカウントダウンを開始し、設定された時間経過後に次ステップに 

移行します。 

 

  ソーク時間１（Ｈ／ＭＰ＝１、４）：設定されたウエイト幅内にＰＶ値が１度入れば、 

カウントダウンを開始します。ランプが設定されている場合でも、設定されたＳＶ値で判断します。 

カウントダウンを開始、設定した時間経過後、次ステップへ移行します。 

 

ソーク時間２（Ｈ／ＭＰ＝２、５）：設定されたウエイト幅内（①＋②＋③）でカウントダウンします。 

ウエイト幅を外れている時、カウントダウンは待機します。再びウエイト幅内に入ればカウントダウンを 

続行します。ランプが設定されている場合でも、設定されたＳＶ値で判断します。 

カウントダウンを開始、設定した時間経過後、次ステップへ移行します。 

 

○注 :ソーク時間１、ソーク時間２を選択した場合、ＰＶ値とＳＶ値の比較でカウントダウンを開始します。 

ＰＶ値、ＳＶ＊(*=1～8) の比較は、共通のウェイト幅（ＷＡＩｔ）になります。 

 

○注 :ＰＶ値とＳＶ値の比較でカウントダウンを開始しますが、ランプ機能を使用している場合、 

現在ＳＶ値＝ＳＶ＊(*=1～8) に到達時に、カウントダウンを開始します。 

温度変化中は、カウントダウンを行いません。 

 

○注 :ステップ時間（Ｈ／ＭＰ＝０、３）に設定している場合は、ランプ機能は使用できません。 

 

○注 :ＳＶ３：制御設定値 は、本説明の為の値です。実際の本体の設定ではありません。 
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■ランプ機能について 

プログラム運転時にも、ランプ機能が使用できます。  

使用方法は、先ずバンク(SET20 bNK01～16)のいずれかに（RMP）を設定します。 

次に、各バンクのRMP値を設定しておきます。 

プログラム設定を行う際の(SET22 St*bK)で指定するバンクの(RMP)値で動作します。 

 

○注 :ステップ時間（Ｈ／ＭＰ＝０、３）に設定している場合は、ランプ機能は動作しないのでご注意下さい。 

○注 :ランプ設定（ＲＭＰ＝０）の場合は、ランプ機能は動作しないのでご注意下さい。 

例は、StEPN＝８の時の例です。 

ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４ ステップ５ ステップ６ ステップ７ ステップ８

ランプ機能使用時
ＳＶ１

ＳＶ２

ＳＶ３

ＳＶ４

ＳＶ５
ＳＶ６

ＳＶ７

ＳＶ８

ＳＶ８

ＳＶ７

ＳＶ６
ＳＶ５

ＳＶ４

ＳＶ３

ＳＶ２

ＳＶ１

ａ

ＳＶ４

ＲＭＰに設定された変化量でＳＶ２温度から
ＳＶ３まで設定値を変化させます。

ＲＭＰ

 １分

時間
ステップ切替え時  

ランプ時間を設定すると、ステップ切替え時、SV＊は、
ランプ制御が始まります。
ランプは、ＳＶ＊１分間あたりの変化になります。
＜動作＞
プログラム運転開始を開始後、ステップ毎のバンク切換えで
ＳＶが変更された時

注　ランプ中のイベント出力について
　　偏差上下限、偏差上限、偏差下限、偏差範囲の
　　ＳＶ＝ランプ中のＳＶとなります。
　　ＳＶ＝最終目標値ではありませんので、ご注意下さい。

ステップ３ステップ２ ステップ４

ＳＶ３

ＳＶ２

ＳＶ

ランプ機能使用時、拡大図

ランプ機能未使用時

ＳＶ

ＳＶ
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■タイムシグナル出力機能について 

プログラム運転中にステップ毎、タイムシグナル信号を出力できます。 

ステップ時間とは別のタイマを使用しますので、タイマ１～３のすべてを使用することができます。 

○注 :運転中のみ動作します。停止中 及び 終了中は、タイマ動作も停止します。 

○注 :ステップ切替り時 及び ＥＮＤ移行時に、タイマはリセットされます。 

○注 :ステップ時間より長い時間を設定した場合は、タイマ動作は無視されステップ時間で移行します。 

     例は、StEPN＝３の時の例です。 

ｏｎディレイ
ｏｆｆディレイ

ｏｎディレイ

ｏｆｆディレイ

ｏｎディレイ

ｏｆｆディレイ

ＰＶ

ステップスタート

ソークスタート

タイマ１

タイマ３

ステップスタート

ステップ２

繰り返し回数 ０回（無限）

繰り返し回数 １回

繰り返し回数　１回

ステップ１

繰り返し回数 ２回

繰り返し回数 １回

繰り返し回数　１回

ステップ３

繰り返し回数 ３回

繰り返し回数 １回

繰り返し回数　１回タイマ２

 
各ステップで、３本のタイマ（タイマ１～３）すべてが使用可能できます。 

図は、タイマ１にステップスタート、タイマ２にソークスタート、タイマ３にステップスタートを 

設定した場合の例です。ステップ毎のタイマ使用方法には、先ずバンク(SET20 bNK01～16)に 

タイマ機能使用に必要なパラメータを設定して置く必要があります。 

詳細は、５－４－５ タイマ機能（Ｐ５－３１～３７）を参照願います。 

タイマ１～３のｏｎ（またはｏｆｆ）出力をタイムシグナルとして利用するためには「接続先設定表」の 

出力先(o*F)を(5～16)のいずれかに設定する必要があります。 

（接続先設定表） 

  

 

ｏＵｔ１ 

～  

ｏＵｔ７ 

設定内容 初期値 

1 ～  

0 主出力 

o1F:0 

 

 

o2F:2 

 ～ 

o7F:2 

1 副出力 

2 ｲﾍﾞﾝﾄ出力 

3 RUN 出力 

4 RDY 出力 

5 ﾀｲﾏ1 出力 

6 ﾀｲﾏ1 onﾃﾞｨﾚｲ中出力 

7 ﾀｲﾏ1 offﾃﾞｨﾚｲ中出力 

8 ﾀｲﾏ1 on+offﾃﾞｨﾚｲ中出力 

9 ﾀｲﾏ2 出力 

10 ﾀｲﾏ2 onﾃﾞｨﾚｲ中出力 

11 ﾀｲﾏ2 offﾃﾞｨﾚｲ中出力 

12 ﾀｲﾏ2 on+offﾃﾞｨﾚｲ中出力 

13 ﾀｲﾏ3 出力 

14 ﾀｲﾏ3 onﾃﾞｨﾚｲ中出力 

15 ﾀｲﾏ3 offﾃﾞｨﾚｲ中出力 

16 ﾀｲﾏ3 on+offﾃﾞｨﾚｲ中出力 

17 伝送出力(ｱﾅﾛｸﾞ出力時) 

18 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転ｴﾝﾄﾞ出力 
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タイマ機能を紹介します。タイマ機能は、次のパラメータを設定することで動作方法を決定できます。 

タイマ機能設定（ｔＭＦ１～３）、単位設定（Ｈ／Ｍ１～３）、ＳＶスタート許容幅設定（ｔＳＶ１～３）、

ｏｎディレイタイマ（ｏＮｔ１～３）、ｏｆｆディレイタイマ（ｏＦｔ１～３）、 

繰り返し回数設定（ＲＵＮ１～３）等で、行ってください。 

 

  （タイマ機能設定） 

  

 

ｔＩＭＥ１ 

～  

ｔＩＭＥ３ 

設定内容 初期値 

1 ～  

1 ｵｰﾄｽﾀｰﾄ 

1 

2 ﾏﾆｭｱﾙｽﾀｰﾄ 

3 SV ｽﾀｰﾄ 

4 DI1 ｽﾀｰﾄ(ｵﾌﾟｼｮﾝ有りの場合設定可) 

5 DI2ｽﾀｰﾄ(ｵﾌﾟｼｮﾝ有りの場合設定可) 

6 DI3ｽﾀｰﾄ(ｵﾌﾟｼｮﾝ有りの場合設定可) 

7 DI4ｽﾀｰﾄ(ｵﾌﾟｼｮﾝ有りの場合設定可) 

8 ｲﾍﾞﾝﾄ1ｽﾀｰﾄ 

9 ｲﾍﾞﾝﾄ2ｽﾀｰﾄ 

10 ｲﾍﾞﾝﾄ3ｽﾀｰﾄ(ｵﾌﾟｼｮﾝ有りの場合設定可) 

11 ｲﾍﾞﾝﾄ4ｽﾀｰﾄ(ｵﾌﾟｼｮﾝ有りの場合設定可) 

12 ｲﾍﾞﾝﾄ5ｽﾀｰﾄ(ｵﾌﾟｼｮﾝ有りの場合設定可) 

13 ｲﾍﾞﾝﾄ6ｽﾀｰﾄ(ｵﾌﾟｼｮﾝ有りの場合設定可) 

14 ｲﾍﾞﾝﾄ7ｽﾀｰﾄ(ｵﾌﾟｼｮﾝ有りの場合設定可) 

  15 ｽﾃｯﾌﾟｽﾀｰﾄ  

  16 ｿｰｸｽﾀｰﾄ  

 

（単位設定） 

   設定内容 初期値 

2 

 

～  

 

1 時/分 
1 

2 分/秒 

 

 

ＳＶスタートを設定した場合、何℃ または ﾃﾞｼﾞｯﾄの幅でタイマをスタートするか設定をします。 

（ＳＶスタート 許容幅設定） 

   設定内容 初期値 

3 ～  

熱電対/測温抵抗体入力 

0.0~999.9(℃) 

0~999(℃) 0 

電圧/電流入力 

0~9999(ﾃﾞｼﾞｯﾄ) 

 

・許容幅の付き方は下図のように、ＳＶ値を中心としてｔＳＶの幅になります。 

 

ＳＶ値       ｔＳＶ 

 

・ｔＳＶを１．０℃に設定した場合は、ＳＶ値±０．５℃の範囲に入ると、タイマが動作します 

 

○注 :ランプ動作を併用した場合は、目標ＳＶ値に対してｔＳＶが付きます。 
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  タイマのｏｎディレイタイマ、ｏｆｆディレイタイマ、繰り返し回数を設定します。 

 ｏＮｔ１～３で、タイマ１～３のｏｎディレイタイマ時間を設定します。 

  ｏＦｔ１～３で、タイマ１～３のｏｆｆディレイタイマ時間を設定します。 

  ＲＵＮ１～３で、タイマ１～３の繰り返し回数を設定します。 

 

（ｏｎディレイタイマ／ｏｆｆディレイタイマ／繰り返し回数設定） 

   設定内容 初期値 

4 ～  0:00~99:59(時:分または分:秒) 0:00 

5 ～  0:00~99:59(時:分または分:秒) 0:00 

6 ～  0~99 回(0 で無限回数) 1 

 

○注 : ｔＭＦ１～３（機能設定）をＳＶスタートにした場合、ｏｎディレイタイマ画面は表示されません。 

 

 

タイマ１～３の残時間を表示します。この画面でタイマの起動をすることが出来ます。 

 

（残時間モニタ） 

   設定内容 初期値 

7 ～  
0:00~99:59(時:分または分:秒) 

▲/▼ｷｰでﾀｲﾏ起動/停止 
0:00 

   

・ｏｎディレイタイマとｏｆｆディレイタイマが設定されている場合は、ｏｎディレイタイマの設定値を 

表示します。 

 

・ｏｆｆディレイタイマのみ設定されている場合は、ｏｆｆディレイタイマの設定値を表示します。 

 

・タイマを起動した場合は、現在カウントダウンしているｏｎもしくはｏｆｆタイマの時間を表示します。 

タイマが終了した場合は、０：００を表示します。 

 

・プログラム運転中の表示は、５－５－６ プログラム運転時画面表示と操作説明（Ｐ５－５６～６０）を 

参照願います。 
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■繰り返し運転について 

プログラム運転中、指定するステップの繰り返し運転を行うことができます。 

 ＳＥＴ２２ で設定しているプログラムステップの任意のステップ（全ステップ または 一部分のステップ） 

の繰り返しができます。 

下記の図は、この機能を使い、全ステップ＝４のうちステップ２～３を３回 繰り返す場合の例です。 

STEP1 STEP2 STEP3 STEP2 STEP3 STEP2 STEP3 STEP4

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
運転開始

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
運転終了

繰り返しスタートステップ：ＳＴＥＰ２
繰り返しエンドステップ　：ＳＴＥＰ３
繰り返し回数　　　　　　：３回

 
 

 

プログラム設定モード中の繰り返し設定は、（ＳＥＴ２２）の次のパラメータで行います。 

  
 

ＰＲｏＧ 
設定内容 初期値 

5 

繰り返し スタートステップ設定 

1 設定値範囲 1～繰り返しｴﾝﾄﾞｽﾃｯﾌﾟ設定(ENdSt) 
 

6 

繰り返し エンドステップ設定 

StEPN 

繰り返しｽﾀｰﾄｽﾃｯﾌﾟ設定(StRSt StRSt)～ 

使用ｽﾃｯﾌﾟ数設定、又は StEPN 
※StEPNに設定すると使用ｽﾃｯﾌﾟ数設定に設定された

値が「繰り返しｴﾝﾄﾞｽﾃｯﾌﾟ設定」となります。 

7 

実行回数設定 

1 設定値範囲 RUNP=0～9999 

RUNP=0 無限回 

上記、例の場合、設定値は、ＳｔＲＳｔ＝２、ＥＮｄＳｔ＝３、ＲＵＮＰ＝３ になります。 

 

   プログラム設定モード中のプログラムステップデータ設定は、次のパラメータで行います。 

（プログラムステップデータに関する設定) 

  
 

ＰＲｏＧ 
設定内容 初期値 

1 
使用ステップ数 設定 

8 
設定値範囲 n=1～8 

2  

ステップ＊ 指定バンク設定 

0 設定値範囲 St*BK=0～7 
*=1～8 

3  

ステップＳＶ＊値 

0 
設定値範囲 SV*=SLL～SLH 

*=1～8 

※ﾊﾞﾝｸに SLL,SLH が設定されている時は、SLL,SLH 

の値は、ﾊﾞﾝｸ毎に設定されます。 

4  

ステップ＊時間 

00:00 
設定値範囲 TIM*=00：00～99：59 

       *=1～8 

※00:00 時は、無限に運転を継続します。 
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■入力種類の切換えについて 

バンクに入力１種類（ＩＮＰ１）が設定されている場合、「ステップ＊ 指定バンク設定（Ｓｔ＊ｂＫ）」

機能を使用して、プログラム運転中に入力種類を切換える動作を行うことができます。 

○注：但し、入力種類は、下記に示す同じグループ内の範囲で、選択を行って下さい。 

  異なるグループの入力種類を混在しない様、お願いします。 

混在して設定されている場合は、小数点の切換えが正常に行われません。 

 

入力１種類 グループＡ 

設定№ 入力種類 接続 測定／設定範囲 指示分解能 グループＡ 

０ K熱電対 ＴＣ -200.0～+1372.0 1℃／0.1℃ 

入力種類：熱電対 

小数点 ：0 or 0.0 

 

１ J熱電対 ＴＣ -200.0～+1200.0 1℃／0.1℃ 

２ T熱電対 ＴＣ -200.0～+ 400.0 1℃／0.1℃ 

３ E熱電対 ＴＣ -200.0～+1000.0 1℃／0.1℃ 

７ N熱電対 ＴＣ -200.0～+1300.0 1℃／0.1℃ 

８ U熱電対 ＴＣ -200.0～+ 400.0 1℃／0.1℃ 

９ L熱電対 ＴＣ -200.0～+ 900.0 1℃／0.1℃ 

１２ PLⅡ熱電対 ＴＣ 0.0～+1390.0 1℃／0.1℃ 

 

入力１種類 グループＢ 

設定№ 入力種類 接続 測定／設定範囲 指示分解能 グループＢ 

４ R熱電対 ＴＣ -50～+1768 1℃ 

入力種類：熱電対 

小数点 ：0  

５ S熱電対 ＴＣ -50～+1768 1℃ 

６ B熱電対 ＴＣ 0～+1800 1℃ 

１０ WRe5-26熱電対 ＴＣ 0～+2300 1℃ 

１１ PR40-20熱電対 ＴＣ 0～+1880 1℃ 

 

入力１種類 グループＣ 

設定№ 入力種類 接続 測定／設定範囲 指示分解能 グループＣ 

１３ Pt100 ＲＴＤ -200.0～+ 850.0 1℃／0.1℃ 入力種類：測温抵抗体 

小数点 ：0 or 0.0 １４ JPt100 ＲＴＤ -200.0～+ 510.0 1℃／0.1℃ 

 

入力１種類 グループＤ 

設定№ 入力種類 接続 測定／設定範囲 指示分解能 グループＤ 

１５ DC0-10mV ＴＣ 

-19999～+29999 

表示分解能は 

20000以下 

小数点位置は 

任意に変更可 

 

入力種類：測温抵抗体 

小数点 ：0 or 0.0 

0.00 or 0.000 

or 0.0000 

１６ DC0-1V Ｉ／Ｖ 

１７ DC0-5V Ｉ／Ｖ 

１８ DC1-5V Ｉ／Ｖ 

１９ DC0-10V Ｉ／Ｖ 

２０ DC4-20mA Ｉ／Ｖ 

 

※同じグループ内では、小数点設定がバンク毎に異なっていても問題はありません。 
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■プログラム運転例を示します。                     例は、StEPN＝８です。 

STEP1 STEP2 STEP3 STEP4 STEP5 STEP6 STEP7 STEP8

運転開始 運転終了

ＰＶ

運転停止
操作

運転開始
操作

STOP操
作

38
0025%1

48
0015%1

83
0032%2

96
0020%2

バンク１

ＲＭＰ
5

Ｐ１
4.0

ｏ３Ｆ

Ｉ
20
Ｄ
5

バンク１

ＲＭＰ
10

ｏ３Ｆ

バンク１

ＲＭＰ
10

ｏ３Ｆ

バンク１

ＲＭＰ
10

ｏ３Ｆ

バンク２

ＲＭＰ
5

ｏ３Ｆ

バンク２

ＲＭＰ
5

バンク１

ＲＭＰ
10

バンク３

ＲＭＰ
30

バンク０

ＲＭＰ

Ｐ１
3.0

ｏ３Ｆ

Ｉ
0
Ｄ
0

バンク０

ＲＭＰ

Ｐ１
2.0
Ｉ

10
Ｄ
2

Ｐ１
3.0
Ｉ
0
Ｄ
0

Ｐ１
4.0
Ｉ

20
Ｄ
5

Ｐ１
4.0
Ｉ

20
Ｄ
5

Ｐ１
4.0
Ｉ

20
Ｄ
5

Ｐ１
4.0
Ｉ

20
Ｄ
5

Ｐ１
2.0
Ｉ

10
Ｄ
2

Ｐ１
2.0
Ｉ

10
Ｄ
2

ＳＶ１
50℃
ＴＩＭ１
00:30

ST１BK
バンク１

ＳＶ２
100℃
ＴＩＭ２
00:40

ST2BK
バンク１

ＳＶ３
150℃
ＴＩＭ３
00:50

ST3BK
バンク１

ＳＶ４
200℃
ＴＩＭ４
01:00

ST4BK
バンク１

ＳＶ５
150℃
ＴＩＭ５
00:30

ST5BK
バンク２

ＳＶ６
100℃
ＴＩＭ６
00:40

ST6BK
バンク２

ＳＶ７
150℃
ＴＩＭ７
00:50

ST7BK
バンク1

ＳＶ８
20℃
ＴＩＭ８
00:10

ST8BK
バンク3

Sｔ＊ｂK

ｔＩＭ＊

ＳＶ＊

ＳＶ

SET20
(bNK)
　設定値

参照
ﾊﾞﾝｸNo.

SET22
(PRoG)
設定値

139
0041%3

147
0025%3

181
0049%4

191
0031%4

151
0016%5

158
0022%5

101
0021%6

104
0032%6

148
0039%7

150
0029%7

28
0004%8

38
0006%8

20

PROG%0

22

END%0

22

PROG%0

ｏ２Ｆ ｏ２Ｆ ｏ２Ｆ ｏ２Ｆ ｏ２Ｆ ｏ２Ｆ ｏ２Ｆ ｏ２Ｆｏ２Ｆ ｏ２Ｆ

バンク３

ＲＭＰ

Ｐ１
3.0
Ｉ
0
Ｄ
0

ｏ２Ｆ

終了中運転停止中 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転中 運転停止中

18 18 18 18 18
ｏ３Ｆ
18

ｏ３Ｆ
18

ｏ３Ｆ
18

ｏ３Ｆ
18 18

6

ｏ３Ｆ
18

6

■タイムシグナル出力設定
・　（SET14）ｔMＦ1=15、（SET14）ｔSV1＝0、（SET14）oNｔ1＝00：15
　　ステップスタート
・　（SET6）ｏ２Ｆ=6
　　バンク２の時、ｏ２Ｆ＝タイマ１ｏｎディレイ出力。その他のバンクはイベント出力（機能無し）
・　（SET7）ｏ３Ｆ=18
　　エンド出力
■プログラム機能設定
・　（SET21）C/P=1、（SET21）PGMD=3、（SET21）PoC=0、（SET21）H/MP=2、（SET21）WAIt=5
　　プログラム２（停電補償有り）、２：ソーク時間２（時：分）
・　（SET22）StEPN=8、（SET22）StRSｔ=1、（SET22）ENdSt=8、（SET22）RUNP=1
　　使用ステップ数：８、繰り返しスタートステップ：１、繰り返しエンドステップ：８、実行回数：１
■その他設定
・　（SET4）bANK=0　に設定。また、DIによるBANK切替え有りの時、０を想定している。

22 22 2 2 2 2 2

bNK01
5 530

（SET21）
PGMｄ=3
運転継続を設定

oＵｔ２

oＵｔ3

bNK02

bNK03

bNK04

bNK05

bNK06

bNK07

bNK08

bNK09

bNK10

bNK11

bNK12

bNK13

bNK14

bNK15

bNK16

運転停止中は、
（SET4）
bANK＝０　DIなし

運転停止中は、
（SET4）
bANK＝０　DIなし

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転
画面表示

タイムシグナル
出力
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５－６ バンク自動切替機能の説明 

 
■バンク自動切替機能について 
バンク機能を温度毎に自動で切替ができます。予め、温度毎に制御するパラメータを設定しておくことで、 

最適化でき高い精度の制御が実現できます。 

また、普通のバンク機能と同じに、制御に関係しないパラメータも設定できるので、タイマーやイベント機能 

など温度毎の応用が可能になります。 

 

○注 :プログラム運転機能と併用時の注意 

「プログラム運転」と併用時はSET22「Ｓｔ＊ｂＫ ステップ＊ 指定バンク設定」によるバンク指定が 

設定されている場合でも設定は無効になります。 

バンク自動切替機能、使用時(SET23 BAF=1)は、すべてのバンクが優先的に使用されます。 

バンクを分割して、一部分をプログラム運転に振り分けなどは、できませんのでご注意ください。 

 

（バンク自動切替運転動作説明図） 

バンク１

ＲＭＰ

10
Ｐ１

4.0

・・・

Ｉ

20
Ｄ

5

バンク２

ＲＭＰ

10

・・・

バンク３

ＲＭＰ

10

・・・

バンク４

ＲＭＰ

10

・・・

バンク５

ＲＭＰ

5

・・・

バンク６

ＲＭＰ

5

・・・

バンク７

ＲＭＰ
10

・・・

バンク０

ＲＭＰ

Ｐ１

3.0M
A

X
16ﾊ

ﾟﾗ
ﾒｰ

ﾀ

・
・・

Ｉ

0
Ｄ

0

SV

Ｐ１

2.0
Ｉ

10
Ｄ

2

Ｐ１

4.0
Ｉ

20
Ｄ

5

Ｐ１

4.0
Ｉ

20
Ｄ

5

Ｐ１

4.0
Ｉ

20
Ｄ

5

Ｐ１

4.0
Ｉ

20
Ｄ

5

Ｐ１

2.0
Ｉ

10
Ｄ

2

SET20
設定値

参照

バンク０

バンク１

バンク２

バンク３

バンク４

バンク５

バンク６

バンク７

ＰＭ１

ＰＭ2

ＰＭ3

ＰＭ4

ＰＭ5

ＰＭ6

ＰＭ7

SLH

SLL

SLL≦
＜PM1

SV値
が

PM1≦
＜PM2

PM2≦
＜PM3

PM3≦
＜PM4

PM4≦
＜PM5

PM5≦
＜PM6

PM6≦
＜PM7

PM7≦
＜SLH

ﾊﾞﾝｸ自動切替ｿｰｽに応じ、
指定ﾊﾞﾝｸを自動的に切替ます。

最大８ﾊﾞﾝｸ（ゾーン閾値７点）

①

②

③

④

⑤

④

①

③

①　10℃

PM＊
設定値

PM1

PM2

PM3

PM4

PM5

PM6

PM7

SLL

SLH

20℃

0℃

40℃

60℃

90℃

120℃

140℃

160℃

200℃

②　35℃

ﾊﾞﾝｸ　0

ﾊﾞﾝｸ　1

ﾊﾞﾝｸ　2

ﾊﾞﾝｸ　3

ﾊﾞﾝｸ　4

ﾊﾞﾝｸ　5

ﾊﾞﾝｸ　6

ﾊﾞﾝｸ　7

③ 70℃

④ 100℃

⑤ 150℃

ﾊﾞﾝｸ自動
切替ｿｰｽ

指定
ﾊﾞﾝｸ

８バンク（すべてのゾーン閾値を設定時）

ﾊﾞﾝｸ　7

ゾーン
閾値

 
 

最大で、８バンク（閾値＝７）を使用できますが、図はすべてを使った例です。 

温度毎、自動でバンクの切換えができます。 

ゾーン閾値＊設定＜ＰＭ１～ＰＭ７＞をＳＶ値設定範囲ＳＬＬ～ＳＬＨの間で設定します。 

 

自動切換えに必要な閾値は、ＳＥＴ２３「バンク自動切替機能設定モード」に設定します。 

 

本機能には、ＳＥＴ２０「バンク機能」に予め設定しておく必要があります。 
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５－６－１ バンク自動切替設定 
 

■バンク自動切替 行う操作の流れについて説明します。 

切換えする条件を ＳＥＴ２３ のパラメータに設定します。 

バンク切替方法（入力や切替感度）と 切替閾値 を設定します。 

 

ＳＥＴ２０バンク設定には、閾値毎に切換えを行いたいパラメータを設定します。 

バンク設定方法詳細は、５－４－４ バンク機能（Ｐ５－２８～３０）を参照願います。 

 

下記の図は、ＳＥＴ２３ のパラメータに設定に関するフローです。フローに沿って設定をお願いします。 

 

[設定フロー］ 

 

ﾘﾓｰﾄ/ﾛｰｶﾙ切替設定値の状態に従う
　＜LR=0の時　ASC設定：無、LR=1、2の時　ASC設定：有＞
　※本画面は、SET23の設定ｼｰｹﾝｽでは表示されません。
　　　SET02で予め設定して下さい。

バンク自動切替ソース設定　※２　
　Ⅲ．ｂＡＳ＝０の時　（ＳＶ値）
        ｂＡＳ＝１の時　（ﾗﾝﾌﾟＳＶ値）
        ｂＡＳ＝２の時　（ＰＶ値）

バンク自動切替機能選択の設定　※１　
　Ⅰ．ｂＡＦ＝０の時　（ﾊﾞﾝｸ自動切替運転ＯＦＦ）
　Ⅱ．ｂＡＦ＝１の時　（ﾊﾞﾝｸ自動切替運転ＯＮ）

ＳＥＴ２３（ｂＡＳ）
バンク自動切替ソース設定

ＳＥＴ２３（ＡＳＣ）
ゾーン閾値切替感度幅設定

ＳＥＴ２３（ＺｂＮＫ）
バンク自動切替機能設定

モードの設定

Ⅰ．
ｂＡＦ＝０ の時
ＳＥＴ２３
最初に戻る。

Ⅲ．
ｂＡＳ＝０，１，２ の時

ＳＥＴ２３最初に戻る。

ゾーン閾値切替感度幅設定  ※４
　Ⅶ．ＡＳＣ＝０．０～９９９．９

ＳＥＴ０２（ＬＲ）
ﾘﾓｰﾄ/ﾛｰｶﾙ切替設定

Ⅵ．
ＬＲ＝１，２ の時

ＳＥＴ２３（ｂＡＦ）
バンク自動切替機能選択

Ⅱ．
ｂＡＦ＝１ の時

Ⅴ．
ＬＲ＝０ の時

ＳＥＴ２３（ＰＭ＊）
ゾーン閾値＊設定

ゾーン閾値＊設定　※３　
　Ⅳ．ＰＭ＊（＊＝１～７ 繰り返し設定）

Ⅲ．
ｂＡＳ＝０の時

Ⅲ．
ｂＡＳ＝２ の時

ｂＡＮＫＨ＝０ の時
ＳＥＴ２３
最初に戻る。

ｂＡＮＫＨ≠０ の時

バンク自動切替の設定
　ＳＥＴ０４　ｂＡＮＫＨ＝０の時、ﾊﾞﾝｸ自動切替は無効になります。
　ＳＥＴ２３のパラメータは表示されません。

Ⅲ．
ｂＡＳ＝１ の時

 
 

○注:（SET04 bANKH=0）の時は、自動切替は無効になります。 

SET23 のパラメータも表示されませんので、ご注意ください。 

○注:（bAF=0)の時は、（bAS)以降のパラメータは表示されません。 

 

次ページに、ＳＥＴ２３ のパラメータ内容について、説明します。 
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※１ バンク自動切替機能選択（ｂＡＦ）  

  バンク自動切替ＯＮ／ＯＦＦを設定します。 

 

 設定範囲                 初期値 ：０ バンク自動切替運転ＯＦＦ 

０：バンク自動切替運転ＯＦＦ 

  １：バンク自動切替運転ＯＮ 

 

※２ バンク自動切替ソース設定（ｂＡＳ） 

  入力ソースを選択します。選択したソースの入力によりバンクを切り替えます。 

  

  設定範囲                 初期値 ：０ ＳＶ値を選択 

０：ＳＶ値を選択＜ローカル 及び リモート（オプションＹのみ）＞ 

     １：ランプＳＶ値を選択 

     ２：ＰＶ値を選択 

○注：(bAF=1)時、ＡＴ(ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ)は、バンク自動切替を行うソース設定に関わらず、 

(SET04 SV)値が、選択されます。 

ゾーン閾値＊設定(PM*)を設定している場合、AT(ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ)を行った結果は、ＳＶ値に従ったバンクを 

  選択します。従って、閾値で選択されたバンクに反映されます。従って、温度毎の(P,I,d)値を設定したい 

場合、予めバンクに設定した後にAT(ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ)を行ってください。 

 

※３ ゾーン閾値＊設定（ＰＭ１～ＰＭ７） 

バンク自動切替を行う閾値の設定を行います。最大７つの閾値で８バンクを設定できます。 

 

   設定範囲： ＳＬＬ～ＳＬＨ        初期値 ：ＳＬＨ 

 

※４ ゾーン閾値切替感度幅設定（ＡＳＣ） 

  バンク自動切替を行う各閾値（ＰＭ＊）にＡＳＣの感度幅を持たせます。（下記の図を参照願います。） 

感度幅は各閾値ともに共通になります。 

 

   設定範囲： 温度入力時      0～999（0．0～999．9）（℃）   初期値 ：０ 

アナログ入力時 0～9999（ﾃﾞｼﾞｯﾄ） 

自動切替
ソース

バンク０

バンク１

バンク２

バンク３

バンク４

バンク５

バンク６

バンク７

ＰＭ１

ＰＭ2

ＰＭ3

ＰＭ4

ＰＭ5

ＰＭ6

ＰＭ7

SLH

SLL

ＰＭ＊
（＊＝１～７）

拡大図
ＡＳＣ

バンク切替
発生

バンク切替
発生

自動切替
ソース

上昇時

下降時

自動切替
ソース

 
感度幅は、バンク自動切替ソース設定（ｂＡＳ）が リモートＳＶ 又は ＰＶ 選択時に有効になります。 

これ以外は無効になりますので、ご注意下さい。  

○注：ＡＳＣ設定できる条件 

（ｂＡＳ＝２）の時 

（ｂＡＳ＝０）で、ＳＥＴ０２（ＬＲ＝１，２）の時 

○注：ＡＳＣ設定できない条件 

（ｂＡＳ＝１）の時 

（ｂＡＳ＝０）であるが、ＳＥＴ０２（ＬＲ＝０）の時 
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５－６－２ ＳＥＴ２３ バンク自動切替機能設定モード設定画面 

 
■バンク自動切替機能設定画面を示します。 

SET23
ZBNK

BAS
0

PM7
1200

ASC
0

バンク自動切替ソース設定

ゾーン閾値７設定

ゾーン閾値切替感度幅設定

バンク自動切替機能設定モードの設定

PM1
1200

※ ゾーン閾値１～７設定

ゾーン閾値１設定

25
25

ＰＶ値（現在値）

ＳＶ値（設定値）

MODEｷｰ２秒間押し

MODEｷｰ押し

MODEｷｰ押し

MODEｷｰ押し

MODEｷｰ押し

MODEｷｰ押し

SET23 ZBNK に戻る。

Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
キ
ー
２
秒
間
押
し

SET01
INP1

入力１設定画面

△ｷーまたは▽ｷｰ を数回押し

※ 表示しない条件
・bAF=0(OFF) 及び BAS=0 の時
・BAS=1 で SET02 LR=0 の時
・SET04 bANKH=0 の時

BAF
0

バンク自動切替機能選択

MODEｷｰ押し

・
・
・

番号 設定範囲
0 バンク自動切替運転ＯＦＦ　（初期値）

1 バンク自動切替運転ＯＮ

番号 設定範囲
0 ＳＶ値　　（初期値）

1 ランプＳＶ値

2 ＰＶ値

※表示しない条件
・bAF=0(OFF) の時
・SET04 bANKH=0 の時

     bANKH の値により、
     表示するPM* が異なります。

※表示しない条件
・bAF=0(OFF) の時
・SET04 bANKH=0 の時

※表示しない条件
・SET04 bANKH=0 の時

温度入力時　　（初期値=2 ）

   設定範囲： 0～999又は（0．0～999．9） ℃

アナログ入力時　

   設定範囲： 0～9999　デジット

設定範囲：PM*=SLL～SLH（初期値 1200）

 （*=1～7）
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５－６－３ バンク自動切替機能補足説明 
 

ゾーン閾値＊設定＜ＰＭ１～ＰＭ７＞について 

最大で７点、すべて異なる値を設定した場合。温度毎に８つのゾーンに分け８バンクを使用できます。 

設定範囲はＳＬＬ～ＳＬＨですが、すべてＳＬＨに設定した場合、閾値は、最大になり１つのゾーンに 

集約されます（バンク０のみ）。初期値は、この状態になっています。 

○注 :閾値は、大きい順にＰＭ７→ＰＭ１です、順番を入れ替えることはできません。従って、数字の 

小さい閾値に低い温度を設定します。また、設定も出来なくなっています。 

 

以降に、設定例を示します。 

 

■バンク自動切替機能設定モード 設定例（初期値：ＰＭ１～ＰＭ７＝1200） 

初期設定状態です。ＰＭ１～ＰＭ７すべてにＳＬＨ が設定されています。自動切替も行われません。 

     

 

バンク０

ＲＭＰ

Ｐ１

3.0M
A

X
16ﾊ

ﾟﾗ
ﾒｰ

ﾀ

・・・

Ｉ

0
Ｄ

0

SV

SET20
設定値

参照

バンク０

ＰＭ1
ＰＭ2
ＰＭ3
ＰＭ4
ＰＭ5
ＰＭ6
ＰＭ7SLH

SLL

SLL≦
＜PM1

SV値
が

PM1≦
＜PM2

PM2≦
＜PM3

PM3≦
＜PM4

PM4≦
＜PM5

PM5≦
＜PM6

PM6≦
＜PM7

PM7≦
＜SLH

１バンクを使用

①

②

③

④

⑤

④

①

③

１バンク使用時（ゾーン閾値：初期値すべてＳＬＨ）

→ → →

10

→ →

バンク０固定、自動切替は行われません。

ＰＭ１＝ＰＭ２＝ＰＭ３＝ＰＭ４＝ＰＭ５＝ＰＭ６＝ＰＭ７＝ＳＬＨ

①　10℃

PM＊
設定値

PM1

PM2

PM3

PM4

PM5

PM6

PM7

SLL

SLH

0℃

200℃

200℃

200℃

②　35℃

ﾊﾞﾝｸ　0

ﾊﾞﾝｸ　0

③ 70℃

④ 100℃

⑤ 150℃

指定
ﾊﾞﾝｸ

ﾊﾞﾝｸ　0

ﾊﾞﾝｸ　0

ﾊﾞﾝｸ　0

200℃

200℃

200℃

200℃

200℃

ﾊﾞﾝｸ　0

ﾊﾞﾝｸ　0

ﾊﾞﾝｸ　0

ﾊﾞﾝｸ　0

ゾーン
閾値

→→

ﾊﾞﾝｸ自動
切替ｿｰｽ
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■バンク自動切替機能設定モード 設定例（２バンク使用） 

 

自動切替の閾値は１点の例です。この場合、バンク０とバンク１ が使用されます。 

 

→ バンク１

ＲＭＰ
10

・・・

バンク０

ＲＭＰ

Ｐ１

3.0M
A

X
16ﾊ

ﾟﾗ
ﾒｰ

ﾀ

・・・

Ｉ

0
Ｄ

0

SV

Ｐ１

4.0
Ｉ

20
Ｄ

5

SET20
設定値

参照

バンク０

バンク１

ＰＭ１

ＰＭ2
ＰＭ3
ＰＭ4
ＰＭ5
ＰＭ6
ＰＭ7SLH

SLL

SLL≦
＜PM1

SV値
が

PM1≦
＜PM2

PM2≦
＜PM3

PM3≦
＜PM4

PM4≦
＜PM5

PM5≦
＜PM6

PM6≦
＜PM7

PM7≦
＜SLH

２バンクを使用

①

②

③

④

⑤

④

①

③

①　10℃

PM＊
設定値

PM1

PM2

PM3

PM4

PM5

PM6

PM7

SLL

SLH

0℃

200℃

200℃

200℃

②　35℃

ﾊﾞﾝｸ　0

ﾊﾞﾝｸ　１

③ 70℃

④ 100℃

⑤ 150℃

指定
ﾊﾞﾝｸ

２バンク使用時（ゾーン閾値：１点）

ﾊﾞﾝｸ　0

ﾊﾞﾝｸ　１

→ → →

10

1

1

1

ﾊﾞﾝｸ　１

A

A

200℃

200℃

200℃

200℃

140℃

ﾊﾞﾝｸ　１

ﾊﾞﾝｸ　１

ﾊﾞﾝｸ　１

ﾊﾞﾝｸ　１

→ →

ゾーン
閾値

１４０℃を境界にバンク０と１を
自動的に切替ます。

閾値Ｂ：ＰＭ１＝１４０、ＰＭ２＝ＰＭ３＝ＰＭ４＝ＰＭ５＝ＰＭ６＝ＰＭ７＝ＳＬＨ

Ｂ

1

Ｂ

ﾊﾞﾝｸ自動
切替ｿｰｽ
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■バンク自動切替機能設定モード 設定例３（プログラム運転機能併用 使用時） 

バンク自動切替機能バンクに８バンクとプログラム運転を併用した例です。 

バンク自動切替機能運転時は、プログラム運転の「指定バンク」設定は、無効なります。 

常に、バンク自動切替機能によるバンク指定が優先されます。 

○注:ＳＥＴ２２（Ｓｔ１ｂＫ～Ｓｔ８ｂＫ）ステップ＊ 指定バンク 設定も表示されませんので、 

ご注意下さい。 

 

ＳＶ１
50℃

ＴＩＭ１
00:30

バンク１

ＲＭＰ

10
Ｐ１

4.0

・・・

Ｉ

20
Ｄ

5

ＳＶ２
100℃

ＴＩＭ２
00:40

バンク２

ＲＭＰ

10

・・・

ＳＶ３
150℃

ＴＩＭ３
00:50

バンク３

ＲＭＰ

10

・・・

ＳＶ４
200℃

ＴＩＭ４
01:00

バンク４

ＲＭＰ

10

・・・

ＳＶ５

150℃
ＴＩＭ５
00:30

バンク５

ＲＭＰ

5

・・・

ＳＶ６

100℃
ＴＩＭ６
00:40

バンク６

ＲＭＰ

5

・・・

ＳＶ７

150℃

ＴＩＭ７
00:50

バンク７

ＲＭＰ
10

・・・

ＳＶ８

20℃
ＴＩＭ８
02:10

バンク０

ＲＭＰ

Ｐ１

3.0M
A

X
1
6
ﾊ

ﾟﾗ
ﾒ
ｰ

ﾀ

・・・

Ｉ

0
Ｄ

0

運転開始

運転終了

SV

運転停止

STOP操作

Ｐ１

2.0
Ｉ

10
Ｄ

2

Ｐ１

4.0
Ｉ

20
Ｄ

5

Ｐ１

4.0
Ｉ

20
Ｄ

5

Ｐ１

4.0
Ｉ

20
Ｄ

5

Ｐ１

4.0
Ｉ

20
Ｄ

5

Ｐ１

2.0
Ｉ

10
Ｄ

2

SET22
設定値

最大８ｽﾃｯﾌﾟ

SET20
設定値

ステップＳＶ　設定

ステップ時間　設定

ステップバンク　設定

参照

バンク自動切替機能使用時は、無効になります。

バンク０

バンク１

バンク２

バンク３

バンク４

バンク５

バンク６

バンク７

STEP１ STEP2 STEP3 STEP4 STEP5 STEP6 STEP7 STEP8

ＰＭ１

ＰＭ2

ＰＭ3

ＰＭ4

ＰＭ5

ＰＭ6

ＰＭ7

SLH

SLL

SLL≦
＜PM1

SV値
が

PM1≦
＜PM2

PM2≦
＜PM3

PM3≦
＜PM4

PM4≦
＜PM5

PM5≦
＜PM6

PM6≦
＜PM7

PM7≦
＜SLH

バンク自動切替ソースの値に応じ、指定ﾊﾞﾝｸが自動的に切替ます。

最大８ﾊﾞﾝｸ

温度変化パターン

ゾーン
閾値

 




















































































































































































































































